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第
一

節　従来の 見解 と問題 の所 在

　前号で は，中国に お い て初 め て成立 した唯心浄土思想 に つ い て ， 所依の 経論， 先行思想 ，
そ し て

成立 と論述 した 。 と りわ け ， 唯心浄土 思想の 成立 に つ い て は ， 最初 の 提 唱者 と さ れ る永明延 寿

（904− 975）の 浄土思想 を可能 な限 り分析し考証 した 。 そ の 結果 ， 確か に 彼 は唯心浄土思想 を主張 し

た が ， し か し ， 彼 の 考えた唯心浄土 は十方に 周遍す る諸仏浄土 で ， 殊更，唯心の 弥陀浄土 を意図 し

た もの で なか っ た。有相の 弥陀浄土 は ， そ れ以前 の諸師 と同様に ， 劣 っ た人々 の 往生 と説 く。従 っ

て ． それ と関連 し て ， 従来 の 見解で 高 く評価 され る禅浄双 修の 代表的思想家 ， と りわ け有名な
「参

禅念仏四料揀 」の 永明延 寿像も史実で は な く， 後世の 見解で あ る こ と を論証 した 。 そ こ で 大 きな課

題が残 さ れ た 。それ で は諸仏浄土 で はな く， 弥陀浄土 に 限 っ た唯心浄土 を主張した の は
一
体誰れ か

と い う課題で ある 。 さらに様々 な先行思想 を継承 し確立 した唯心浄土思想 の諸形態 は何か と い う課

題 も未解決で ある 。 本章で は ， 宋代 に確立 した唯心 浄土思想に つ い て ， まず従来 の 見解か ら問題 の

所在 を設定 し ， 次 い で関係資料 を調査 し整理 し，そ こ に認 め られ る 諸形態 を解明 し よ う。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

2 中国浄土教 に お け る 唯心浄土 思想 の 研究（⇒

　そ こ で，従来 の見解で 知 られ る宋代 の 唯心浄土 思想で あ るが ， す で に第
一章 「従来 の 見解 と問題

の 所在」で指摘し た よ うに ，唯心浄土 思想の 総合的研究は未だ認 め られ ず ， 比較 的多 くの 資料 を提

示 して い る の は
『望月仏教大辞典 』の 「唯心浄土 」

「

己心弥陀」の 項目 と柏原祐義
「
唯心浄土説の 考察 」で

あ っ た9）
その 中， 永明延寿並 び に彼以前の 資料 はすで に先行思想 として 考証 したか ら， それ以降の

資料を改めて調 べ よう。それに よっ て ，宋代以降の 唯心浄土 思想の全体的特微 とまた新た な問題 の

所在が見出せ よ う。

　　　　　　　　　　　従来の 見解で 指摘 され た宋代以 降の 諸資料 （抄 出）

O 「
唯心浄土」

『望月仏教大辞典 』

『往生浄土 決疑行願 二 門』遵 式述 （大 正 47 ・146上 ）

　　今 は但だ直 に 疑情を決 して ， 浄土の 百宝荘厳 と九品の 因果 は 並 に衆生介爾の 心 中に 在 りて理性

　　具足 し……
。 是れ則 ち十方 を旁羅す る も当念を離れ ず ， 法界 に往来す る も正 し く唯心 に協ふ な

　　 り。

『観無量寿仏経疏妙宗鈔 』第
一

， 知礼述 （大正 37 ・195中）

　　此 の観門及び般舟三 昧の 若 き は ， 彼の 安養依正の境 に託 し， 微妙の 観を用 て専 ら弥陀に就 い て

　　眞仏の体 を顕す 。 彼の 境 に 託す と雖 も ， 須ら く依正 は同じ く一心 に居 る を知 るべ し 。

……能造

　　の 因縁及 び所造の 法は皆悉 く当処全 く是れ心性な り。

『
観無量寿仏経義疏』巻上，元照述 （大正 37 ・280中）

　　即 ち知る ， 浄穢の 身土 は悉 く是れ 衆生の 自心 な る こ とを。……

　　嗟 ， 今の 末学は唯心 に達 せず ， 但 だ点霊 を認 め て便ち 浄土 と為 し ， 自ら謂ふ 心浄けれ ば土浄

　　し ， 他求 を仮 らず……
， 弥陀 を指 し て 外物 と為 し ， 極楽を貶 して 他邦 と為 す 。 故 に 慈雲云 は

　　く ，

・…・・釈 して 曰 は く，子は心土 の 義を善 くせ ず……
。

「唯心 浄土文 」守訥 （
『樂邦文類』巻四 ， 大正 47 ・208上）

　　天衣 陵禅師……
学者に問 うて 曰 は く， 若 し穢 を捨て て 浄を取 り，此 を厭 うて 彼 を忻ふ と言はば

　　　・・乃ち是れ衆生の妄想な り
……

。 復た 自答 し て 曰 は く， 生 は則ち決定 し て 生 じ ， 去は則ち実

　　に 去らず と 。 若 し此の 旨を明めば則 ち唯心の 浄土 昭然 として疑ひ な けん 。

　又樂邦文類第五 ， 廬 山蓮宗宝鑑第
一

，第三 ， 浄土 或問
……

等に出づ。

○ 「己心弥陀」
『望月仏教大辞典』

『観無量寿仏経疏妙宗鈔』第
一

， 知礼述 （大正 37 ・197下）

　　大乗の行人 ， 我が一心 に 諸仏の 性 を具す と知 り ， 境 に託 し て 観 を修 せ ば ， 仏相 乃 ち彰 は る 。

　　 ・…心 を全 うして 是れ仏 ， 仏 を全 して是れ心 な り。

　又
……観無量寿仏経疏妙宗鈔第四 ， 観無量寿仏経融心解 ， 浄土境観要門 ， 楞伽経文句第五 ， 廬山

　蓮宗宝鑑第十 ， 浄土或問……等に出づ 。

○ 柏原祐義 「唯心浄土説 の考察」
『宗学研究 』第 20 ・21合併号 （『親鸞大系』思想篇第

一
巻）

「

唯心浄土 説」道深 （
『
樂邦文類』巻四 ， 大正 47 ・207 上 ）

　　或答 ， 事理 有異 ， 約事須当往生 ， 拠理即心而 。
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『
観経妙宗鈔』巻

一
， 知礼述（大正 37 ・201 上）

　　己界及法界 ， 衆生界同等 ， 己界即心法 ， 法界即仏法 ， 仏以法界而為体故 ， 対衆生界即成三 法 ，

　　心生 在因 ， 仏法在果 ， 三無差別故 ， 云
一

界無別界 。

『
往生浄土 決疑行願二 門 』遵式述 （大 正 47 ・145下）

　　十方浄穢 ， 巻懐同在於刹那 ，

一
念色心 ， 羅列遍収於法界 ， 並 天 真本具 ， 非縁起新成 ，

一・
念既

　　然 ，

一
塵亦爾 ， 故能

一一
塵中

一
切刹 ，

一一
心中

一
切心 ，

一一
心塵復互 周 ， 重々 無盡無障礙 。

　そ の他 ，

「
唯心浄土 文 」守訥 （

『

樂邦文類』巻 四 ， 大正 47 ・207下〉，

『妙 宗鈔 』巻三 ， 知礼述 （大正 37 ・

　210中），

『
龍舒浄土 文』巻

一
， 王 日休撰 （大正 47 ・255下〉，

「
西資鈔揀資示偏讃西 方」智円 （『樂邦文

　類 』四 ， 大正 47 ・201中），

『
阿弥陀経要解』智旭（大正 37 ・371下）等を指摘 。

以上が従来 の見解 で指摘 され た宋代以降の主 な唯心浄土思想資料で ある。

　その数は極 めて少 ない が ，こ れ らの諸 資料 に限 っ て みて も， わ れわ れ はそ こ に また宋代以降の 唯

心浄土思想 の特徴 と新 た な問題の所在 を見出す こ とが で きる。

　 第
一

に，唯心浄土思想 の 総合的成果 を意図 した本稿第
一

章 「従来 の見解 と問題の 所在 」の 課題が本

章で も妥当す る こ とで ある 。 すな わ ち ，

「
唯心 浄土」

「己心弥陀」の 用語の有無 ， 弥陀 と諸仏並 びに 弥

陀浄土 と諸仏浄土 の峻別 ， 先行思想 と唯心弥陀浄土思想の 明確化 ， そ して新た な資料の調査 と歴 史

に沿 っ た諸資料の整理 な どで ある 。 上述 の例文 ・参考資料は内容的に唯心浄土思想で あ る とい う前

提で 抄出され て い るだ けで ， な お ，
こ うした課題 に 注意 され て い な い

。 われ わ れ は新た な関係資料

を含めて こ れ らの 課題 を本章で も問題 の所在 としよ う。

　第二 に ， こ こ で は宋代以 降の例文 ， 参考資料 を抄出した が ， 著者 ・書名を列記す る と ， 例文で は

知礼
『
観無量 寿仏経疏妙宗鈔』 （三 文）， 遵式

『
往生 浄土 決疑行願 二 門』 （二 文），元照 『観無量寿仏経義

疏 』， 守訥
「
唯心浄土文 」 ， 道環

「
唯心浄土説」 （二 文）， 参考資料 で は知礼 『観経疏妙宗鈔 』，

『観経融 心

解』， 智円
「
西資鈔 」， 王 日休 『龍舒浄土文』 ， 宗暁 『樂邦文類 』， 普度 『廬山蓮宗宝鑑 』， 懐則 『浄土境観

要門』， 惟則
『
浄土 或門』， 智旭 『阿弥陀経要解』な どで あ る 。 われわれは こ れ らの 資料 に よ っ て ，唯

心浄土 思想 の 関係資料 は宋代に 圧倒的 に 多い こ とを知 る。 と くに例文 はすべ て宋代の 出典で ある 。

また参考資料をみ て も元明代 は四書に す ぎず ， 清代の 資料 は全 く指摘 されて い な い 。われわれ は ，

漠然 とで は あ る が ， 本稿で 宋代を唯心浄土 思想 の 確立 と し
， 元代以降 を そ の継承 と考え た が

，
そ の

こ とは必 ずし も不 当で な か っ た よ うで ある 。

　第三 に ， 宋代 の 資料 に 限 っ て見れば ， 知礼 『観経疏妙宗鈔 』， 遵式 『往生浄土決疑行願二 門』， 宗暁

『
樂邦文類』所収資料に 集約さ れ て い る 。 四 明知礼 （960− 1028），慈 雲遵 式 （964− 1032）は 趙宋天 台 を

代表す る思想家 で あ り，

『
樂邦文類』は天 台僧宗暁の 編纂（1200年）で ある 。 こ の こ とは唯心浄土 思想

は趙宋天台 を中心 として確立 した こ とを示 唆す る 。 も とよ り， 諸宗の 中で 発展 した宋代の 融合的浄

土 教で は
， す で に 指摘さ れ た 律の元 照 ・禅の守訥だ けでな く， 後 に新た に 認 め られ るよ うに諸宗に

わた っ て 唯心浄土思想家 は輩出す るが ， その 中で も天 台浄土教が 主流で あ る こ とを こ こ で は暗示 し

て い る 。 従 っ て ， 前号の 考証 で 理解 した第 四章 「唯心浄土思想の成立一永明延 寿の 浄土思想
一

」 とは

別 の 系統 として ， 天台浄土教の 先行思想 ， と くに 『天台観経疏 』
『浄土十疑論 』の展開で あ っ た こ とを

改 め て 思 い 知 らされ る。宋代 に お け る唯心 浄土 思 想の 確立 は 成立 の 立役者永明延寿か ら の 継承 ・発
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展で はな く ， 天 台浄土教 か らの発展で あ っ た 。 こ の正否 は すべ て の 資料 を考証 した後 に 自ずか ら明

らか にな ろ う。

　第四 に ， われ われは従来の 見解か ら，宋代の 唯心浄土思想 の 中心 は天台浄土 教にあ り， と くに思

想的に は知礼 ・遵 式に
， 資料的に は 『

樂邦文類 』所収資料 に あ る こ とを知 っ た が ， 唯心 浄土思想 の 総

合的成果 を意図す る本稿で は， 知礼 ・遵式に 限 っ て詳述す る余裕 は な い
。 両師の 著述は多 く，

一
書

だ けで独立 した研 究成果が認め られ る ほ どで あるSZ）そ こ で 本章で は ， と くに知礼 ・遵式に注意 しな

が ら ， 当時 の浄土思想資料 を精選 し網羅 した『樂邦文類 』の 唯心浄土思想 を調 べ る こ とか ら始め よ

う 。 そ こ に は今 日散佚 した貴重 な資料が認 め られるだ けで な く，宋代 を中心 と しなが らも ， それ以

前の 先行思想 も
一

部認 め られ る か らで あ る 。 それ を整理 す る こ と に よ っ て
，

わ れ わ れ は 未だ明 らか

で な い 唯心浄土 思想の 歴史的形成過程を ある程度描 き出せ る か も知 れ ない 。

　第五 に ， 上述 の 例文 ， 参考資料に初 め て
「唯 心浄土 」の 用語 が明記 されて い る 。 守訥

「

唯心浄土

文」， 道深
「
唯心浄土説」で あ る 。

い ずれ も
『
樂邦文類 』所収で ある か ら， その 内容 は唯心弥陀浄土 と

考えて よ い
。

こ れ は画期的な展開で ある 。 永明延 寿の 提唱 した唯心浄土は 十方に 周遍す る浄土
， す

なわち諸仏浄土 で ， 殊更弥陀浄土 を明示 したわ けで は なか っ た。 こ こ で の唯心浄土 は明 らか に 弥陀

浄土 を意味 して い る 。 それ で は ， 彼等が最初の唯心弥陀浄土思想家で あろ うか 。 それはすべ て の資

料を調査 し整理 した後に 自ずか ら明 らか に なろ う。 それ と関連 して ，
こ こ で も

「

己心弥陀」の 用語 は

一
つ も認 め られ な い

。 結論を先取 りし て 言え ば， 本稿で は
「己心弥 陀」 の 用語 は 未 だ見 出 し て い な

い 。 こ こ で 連記 され る用語は
「
本性弥陀 」ある い は

「
自性弥陀」で あ る 。

「己心弥陀」 の用語 は ど うも日

本浄土教の 造語 で ， 中国に は無か っ た よ うで あ る 。 唯心浄土思想の 展開は さ らなる課題 をわ れわれ

に要求 して い る。
い ずれ に せ よ ，

「
唯心浄土 」の用 語を明記す る

『
樂邦文類 』の調査 は全 く新た な諸形

態を提供 し て くれ そ うで あ る 。

　以上の諸点 は ， 従来 の 見解か ら知 られた 宋代浄土教に 限 っ た唯心 浄土思想の特徴 と問題の 所在で

あるが ， それ に よ っ て 本章論述の 方法は 自ずか ら次の よ うに定め られ る。

　 まず次節 「唯心浄土思想 の諸資料 」で は従来の見解で指摘され た資料以外の ，
お そ ら く遥か に 多い

新たな資料 を調査 しな けれ ばな らな い
。 そ の 場合 ，

「
唯心浄土 」

「本性 弥陀 （ある い は 自性弥陀）J を明

記す る資料 と それ以外の 同じ意味の 資料 ， 唯心弥陀 と唯心諸仏ある い は唯心弥陀浄土 と唯心諸仏浄

土，さ らに は先行思想 と唯心浄土思 想を注意深 く判別 す る。資料的 に は ， 知礼 ・遵式を考慮しなが

らも， と くに 浄土 教資料を集成 した
『
樂邦文類 』を精査 す る こ と で ある 。 それに よ っ て ，

お そ ら く宋

代浄土 教 に お け る唯心浄土思想の 関係資料は概 ね把握 で き る で あ ろう。

　次い で ， 第三 節
「唯心浄土思想の 形成過程」で は ，前節で 知 っ た関係資料か ら必 然的 に要求 され る

諸師の 現存資料を加味し ，
こ れ ら関係資料 を先後関係 ， 影響関係 に 気 をつ け て ，可能 な限 り年代別

系統別に分類 し整理 しよ う。 われわれ はそ れ を辿 る こ と に よ っ て
， 宋代に 確立 し た 唯心浄土 思想の

形成過程 を容易 に知 るだ け で な く， 前号 までの 考察の是否 も判定で きよ う。

　以上 が，資料研究で ある とす れ ば ， 次 い で なさねばな らない こ とは第四 節
「
唯心浄土思想 の諸形

態」で あ る。そ こ で ，初 め に本稿執筆の 原点に 立 ち帰 っ て ， 中国浄土教 に お ける 唯心浄土 思想 の 意

義 を確認す るた め に 宋代浄土教全体 との関係 を明 らか に しよ う。 次い で ， 本稿冒頭の
「問題の所在 」
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か ら
一

貫 して探 り続けた
「
唯心浄土 ， 本性弥陀 （自性弥陀）」の 定型句の 有無 ， 唯心の 弥陀浄土 と諸仏

浄土 ， 先行思想 と唯心 浄土思想等を解明す る 。 そ して最後に ， 具体的な思想形 態 とそ の 依 っ て立 つ

思想基磐 ， それ に よ っ て新た に知 られ た諸問題 を明 らか にす る 。

　以上の 作業に よ っ て1 宋代に お ける唯心浄土思想の 全貌 は自ずか ら明 らか に な る と思わ れ る 。 そ

れ は本章
「
唯心浄土思想の 確立 」に と ど まらず ， 本稿全体で 意図 した総合的成果の 最後の 集大成 に も

な る こ とを予感 させ る 。

　（1） 前号第
一

章
「
従来 の見解 と問題 の所在」

『
札幌大谷短期大学紀要』第 22号，5− 6頁。

　　　本稿執筆中 に 宋代 の 唯心 浄土 思想 を扱 っ た 次の 論文が 発表 さ れ た 。

　　柏倉明裕
「
趙宋時代 の 浄土観」 （レ ジュメ ）

『
宗教研究』第 295 号 （平成 5 年 3月）。

　　同　　　
「
趙宋時代 の 浄土 観」

『
真宗教学研究』第 17号 （平成 6年 2 月）。

　　福島光哉
「
趙宋天 台に お け る 唯心浄土 論」

『日本仏教学会年報 』第 58 号 （平 成 5年 5 月 ）。

　　　柏倉論文 2点 は宋代 まで の 主な 浄土 観の 展開 を概観 し ， 延寿 ・知礼 ・遵式 ・智円 ・元照の 唯心浄土 思想 の 要点

　　を指摘 す る 。 福島論 文 は智顎仮託 『天 台観経疏 』
『浄 土 十疑論 』か ら知 礼

・遵 式 に 論及 した後 に ， 主 に 楊傑 と陳瑾 の

　　唯心 浄土思 想 を論述す る。い ずれ も著名 な唯心 浄土思 想家 の 解明 で 参考 とな る。就中，柏倉論文 は 本稿と同 じ く

　　唯心 浄土 思 想の 総合的成果 を意図 して い るか ら従来の 見解とし て紹介す べ きで あ るが ， 著名 な唯心浄土 思想家 に

　　限 定 とい う点で資料的 に従来の 見 解の 延 長 線上 に あ り， 註 記 に と どめ る。本稿 で意図 す る総 合的成果 とは未 だ指

　　摘 され な い 関係資料 を含め た 唯心浄土思想の 解明 と い う意味で，従来 の 見解 とや や異 な る。こ の こ とは次節以 降

　　の 関係資料で 立証す る。

　　　なお ，宋代 の 唯心浄上思想 に 関説す る浄土教関係研究成果 と して は，

　　望月信亨
『
中国浄土 教理史』342− 410，429 頁。

　　高雄義堅 「
中国仏教史論』ユ62− 188頁。

　　安藤俊雄
『天 台思想史』175− 177， 217− 219， 334− 336頁。

　　同　『観無量 寿経疏 妙 宗 鈔概論 a （真宗大 谷派安居講 本，後 に
『天台学論集』に 収録）12− 24，80− 89，ll9− 122 頁、、

　　山 口 光 円
『
天 台 浄 土 教 史 』135− 196頁。

　　中山正 晃
「
趙宋天 台 と浄土教」

「龍谷 史壇』第 56 ・57合併号。

　　同　
「
趙宋天 台 と浄土教 （続 〉」

『龍谷大学仏教文化研究所紀要」第 7集。

　　同 　
「
趙 宋 天 台 と浄土 教

一
そ の 実践 面 に つ い て

一
」

『
印 仏研 』第 34巻 第 1号。

　　 日置孝彦
「
霊芝元照 の 浄土 教思想」

『
印仏研』第 24巻第 2号。

　　同　
「
楊傑 の 禅浄融合 に 関する

一
考察 」

『
印仏研』第 25 巻第 2 号。

　　同　
「長 蘆 宗臨 に み られ る 念仏 の 理 解 」

『
印仏研』第 26 巻第 2 号。

　　福 島光 哉 「四 明 知 礼 の 浄 土 教 」
「大 谷 大 学真 宗 学総 合研究班 研 究紀 要 』第 3 号 。

　　同　
「
慈 雲 遵 式 の 浄 土 思 想 」

『大 谷 学報』第 70巻第 3号 。

　　同　
厂
天 台浄土 教 の 二 つ の 側 面

一
知 礼 と遵 式 の 念仏 三 昧 を め ぐっ て

一
」

『仏 教 学セ ミナ
ー

』第 54号。

　　柏倉明裕
「
四 明 知 礼 と慈雲 遵 式 」

『印仏 研 』第 40巻 第 1 号 な ど が あ る。

　  　た と えば，安藤俊雄
『
観無量寿経疏妙宗鈔概論』，駒沢 大学 天 台典籍研 究班 （研 究代表 者池 田魯参 ）『四 明尊者教 行

　　録 の 研究』な ど。

第二 節　唯心 浄土思 想の 諸資料
一 「

樂邦 文 類』の 関係資料一

　前節で知 っ た よ う に ， 従来の 見解で は唯心浄土 思想 の 諸資料 は 知礼 『観経疏 妙宗 鈔』， 遵式 『往生

浄土決疑行願 二 門』 と
『
樂邦文類 』所収資料に 集中 し て い た 。 そ の 中， 総合的成果 を意 図す る本稿で

は
， 当時考 え ら れ る 限 りの 浄土 教資料 を意 図的 に 収録 した 『樂邦文類 』を中心 に 考証 す る こ と と し
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た 。 そ こ に 従来の 見解以上の 関係資料が見 出され る と予測 した か ら で あ る 。

　初 め に 『樂邦文類 』の 資料的思想的価値 に つ い て 簡単 に確認 し ， こ の判断の 正 当性を明らか に して

お く。

　今日 ， 中国浄土教研究の関係資料 は約 300部 ほど指摘 されて い る91その 中で も宗暁が 主に廬山 と

天台の 宗風 を再興 しよ うと ， 苦心惨憺 して 関係資料 を蒐集 した 『樂邦文類』 5 巻 （1200年）は中国浄土

教 に お け る唯一
の 資料集 と言 える もの で あ るが ，資料集 ゆ えに資料 の 羅列 とし て 従来 あま り評価さ

れ て い な い 『｝しか し，本書 は資料集ゆ えに客観性 が保証 され，高 く評価すべ き もの で ある 。 本書の

特色並 びに 中国浄土教史に お け る意義に つ い て 要点 を挙 げれ ば
， 第一に 浄土教所依 の 経論を 34 部

査 定 した点が あ る 。 第二 に中国浄土教 の系譜を蓮社始祖慧遠か ら継祖五師 と定めた 。 第三 に 唯心浄

土思想の 確立で あ る 。
こ れ は それ まで の多種多様 な浄土教 を経論 ・人師 ・思想 の立場か ら

一
本の 太

い 線で 繋ぎ， ま とめ て い る点で ， それ以前の 資料に は無か っ た大 きな特色 で あ る。さ らに本書 は宋

代以 降か ら清代 に 及 ぶ浄土 教に 大 きな 影響 を与え る起点 とな っ た点で 思想史的意義 は 極 め て 大 き

い 。 こ うした本書の 思想史的意義 と前二 点の特色に つ い て は別に論考 した が13）本節は本書の特色 の

第三
「

唯心浄土 思想の 確立 」を資料的思想的に立証 しよ う とす るので ある。

　以上 は 中国浄土 教に お ける
『
樂邦文類』の特色 と意義の要点で あるが ， 本書 をさ らに大 き くイン ド

並 び に 日本浄土 教 と比 較す れ ば ， イ ン ド→ 中国 → 日本浄土教の 展開 と相違が鮮や か に 描 き出 され

る 。 イ ン ド浄土教の 関係経論 は漢訳で は 290部で あ り14｝浄土教の系譜はな い
。 イ ン ド に 唯心 浄土 思

想が 無か っ た こ とは第 二 章で 論証 した とお りで あ る 。 日本で は ， 本書（1200年）と全 く同時代 に著 さ

れ た
『
選択本願念仏集』法然（1198 年）とは実 に対照的であ る 。

『選択集』で は ， 浄土三 部経 ， 善導流浄

土五 祖，（善導流の ）指方立相論で あ り ， 本書は浄土経論 34部 ， 蓮社始祖継祖六師 ， 唯心浄土 思想

で ある 。 それゆ え ， 本書 はイ ン ドと も日本 と も異な る中国浄土 教独 自の 様相 を見事な まで に 示 し て

い るss）

　当面，唯心浄土 思想 の 確立 に 関 して は ， 以下 に 指摘す る豊富な資料が そ れ を雄弁に立証す るで あ

ろ う。

　本書 は編纂者宗暁が始め か ら唯心 浄土 思 想を念頭 に 恣意的意 図的 に関係資料を収録 したの で はな

く， あ くま で も当時の 重要な樂邦 の 文類 を公正 に収録 し16｝ そ の うち幾つ か の 資料に は別 な論疏 ， 自

註 ま で 附 し て 文類 の 正 当性を期 して い る 。 そ して彼は廬 山 と天 台浄土教の再興 を意図 した 。 こ の こ

とは唯心浄土 思想の確立 を意図しなか っ た とい う点で マ イ ナ ス に は なるが ， 見方を変 えれ ばむ しろ

唯心浄土思想資料 と して は客観性が 保障され て い る こ とに なろ う。

　以上 に よ っ て ，

『樂邦文類 』の 価値 と資料 の 客観性は保証 さ れ よ う 。

　そ れ で は ，

『
樂邦文類』に認 め られ る唯心浄土思想関係資料 は如何程あ り ， そ の 思想内容は何で あ

ろ うか 。

　そ こ で ， その全貌 を判 り易 く把握 する た め に ， 前の 課題 に 留意 しなが ら ， まず 『樂邦文類 』 に認め

られ る唯心浄土思想 を端的 に 示 す 関係文 を附載論疏 ， 宗暁 自註 を含 め て 記載順 に列記 しよ う 。 こ の

こ とは
『
樂邦文類 』全体 に お け る関係資料の 位置づ けを正確 に 理解 し ， 唯心 浄土 思想 の過大視 また は

過小 視を防 ぐた め で も あ る 。
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　な お
， 本書 に 先行す る文類 と して

『
龍舒浄土 文』10巻（後 に 12 巻）王 日休撰が あ り1’》本書撰集 の 4

年後にその 他の遺 文を集録 した 宗暁自身の
『
樂邦遺稿』 2巻が あ る 。 両書に も唯心 浄土 思想が散見 さ

れ るの で ， 多 く重複す るが参考と して挙げてお こ う 。 それ は ， 両書に王 日休 と宗暁 自身の唯心浄土

思想が認 め られ る こ とに よ るが ，

一書に 限定され ない 資料の客観性 と正 し い 解読 ， 加えて少 しで も

総合的成果 を意図するか ら で ある 。

『
龍舒浄土 文』に認め られ る唯心 浄土 思想 5文 （大正蔵第 47巻）

※ 　
「
龍舒浄土文序」呂師説 （1316年 ， 251中）

　　　　本性弥陀唯心 浄土 。

「
龍舒浄土 文序」張孝祥（1161年 ， 251下）

　　阿弥陀仏即汝性是 ， 極楽国土即汝心是 。

巻
一

　
「
浄土 起信 」五 （255下一256上 。

『樂邦遺稿』巻下 ， 243上）

　　参禅者云 ， 惟心浄土 ……
， 自性阿弥……

。 自性 阿弥者 ， 固不妄矣。

　　唯心浄土 而無復更有浄土 ， 自性阿弥不必更見阿弥者，非也 。

　　唯心浄土者誠不易到也 。

……自性阿弥者誠不易到也 。

……唯心浄土 自性阿弥者……修未到者誤

　　人多矣 。

巻十（此巻後附）
「
（龍舒浄土文）跋 」宗杲（1160年 ， 283中。

『樂邦文類』巻二 ，172下）

　　若見 自性之 阿弥 ， 即 了唯心之浄土 。

巻十
一 「眞州長蘆臣責禅師勧参禅人兼修浄土 」 （1089年 ？，284中，『樂邦文類 』 巻二 ，178上）

　　然則唯心浄土 自性阿弥 ， 蓋解脱之要門 ， 修業之捷径 。

（附録）巻十 二 　
「
又 二 」 （288上 。

「

無量 寿仏讃　元照」
『樂邦文類』巻二，180中）

　　八 万四千之妙相，得非本性弥陀。十万億刹之遐方，的是唯心浄土。

『樂邦文類 』に 認め られ る唯心浄土 思想（大正蔵第 47巻）

※　
「

樂邦文類序 」厳納 （148上 中）

　　　　吾心中之 阿弥陀仏……。吾心之勝土為樂邦。

「
樂邦文類序」汪大献（1200年， 148下）

　　是心作仏 ， 是心是仏 ……
。 若因是而論 ， 則弥陀果覚即我性是 ， 極楽遐方即我心 是 。

巻一
　

「大蔵専談浄土 経論」 4 経 （総引文 数， 経凡 46処［実数 45］）

『
観無量寿経』第八 像観約心観仏（154上

一
下）

　　是心作仏 ， 是心是仏 。

　　　観経疏 ，妙宗 ， 融心解。

『般舟経 』修仏立三 昧専念弥陀（157下
一158 下）

　　心作仏 ， 心 自見 ， 心是仏 。

　　　止 観 ， 軸行 ， 融心解。

『方等大集経 』修仏立三 昧中道観法（158下）
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　　我心作仏 ， 我心是仏 。

　　　此経与前般舟経 ， 同本異訳 。

『
華厳経』解脱長者得唯心念仏門（159上）

　　我若欲見安楽世界無量寿如来，随意即見 。

……所 見諸仏 ， 皆由自心 。

　　　貞元疏 。

巻二 　
「
序跋 」11家 （32家）

「
阿弥陀経疏序」孤 山法師智円 （166下〉

　　雖宝楼金池 ， 為悦 目之翫 ， 而非惑蕩之色，而能達唯心無境矣。

「
観無量寿仏経序 」 慈覚禅師宗蹟 （167上）

　　夫正 遍知海 ， 従心 想生 。 諸仏世界 ， 随心浄土 。

「

華厳念仏三 昧無盡燈 序」円澄法師義和（1165年 ， 169下）

　　諸仏心内衆生 ， 新新作仏 ， 衆生心中諸仏 ， 念念証眞 。

「

天台浄土十疑論序」提刑楊傑（1076 年，171 上 ）

　　諸仏心内衆生 ， 塵塵極楽 ， 衆生心 中浄土 ， 念念弥陀。

「直指浄土決疑集序 」提刑楊傑 （1084年 ， 172上）

　　唯心浄土，自性弥陀 ， 大光明 中， 決無魔事 。

「龍舒浄土文序 」状元張孝祥 （1161年 ，
172中，前出『龍舒浄土文』）

　　阿弥 陀仏 ， 即汝性是 。 極楽国土 ， 即汝心是 。

「龍舒浄土文跋 」大慧禅師宗杲 （ll60 年 ，
172 下 ， 前出

『
龍舒浄 土 文 』）

　　若見 自性之弥陀 ， 即了唯心之浄土 。

「浄土宝珠集序 」侍郎王 古 （1084年， 173上）

　　弥陀心 内衆生 ， 新新摂化 ， 衆生心中浄土 ， 念念往生 。

……
念本性之無量光 ， 本来無念 。 生唯心

　　之安養国 ， 眞実無生 。

「
四十八願後序」慧覚法師斎玉 （173中）

　　荀能即心浄土 ， 本性弥陀，生則随念往生 ， 去則実無所去。

「
明師勝地論跋 」独醒居士林鎬 （174中）

　　如妙喜云 ， 見自性之弥陀 ， 即了唯心 之浄土 。

「
刊往生行願略伝序」鎧菴居士呉克己 （175 下）

　　不生安養， 則無以證我心本具妙法 。

　
「文 」 1 家 （13 家）

「
蓮華勝会録文 」慈覚禅師宗饋 （1089年，177 中一178上 ）

　　然則 ， 唯心浄土 ， 自性弥陀 ， 蓋 解脱之 要門， 乃修行之 捷径 。

　 「讃」 3 首 （17首）

「無量寿仏讃 」大智律師元照 （180中。 前出『龍舒浄土文』〉

　　八 万 四千之妙相，得非本性之弥陀 。 十万億刹之遐方，的是唯心之浄土 。

「安楽国讃三十章章四 句」提刑楊傑 （180下 一181中）
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　　浄土周沙界　
……

　無生即是生　
……

　心浄即土浄 　
……

　刹刹見如来

「臨行 自餞 」櫨菴法師有厳 （182上）

　　 （宗暁註）鳴呼，唯心本性　人人皆具焉。

巻三 　「記碑 」 5首 （19首）

「建弥陀宝閣記」提刑楊傑 （1086年 ， 184下
一185上 ）

　　観
一切相為非相 ， 則能見弥陀之全体 。

「
開元寺三 聖立像記 」大智律師元照 （186下一187上）

　　経日 ， 諸仏如来是法界身……
。 今刻木為像

……
， 不知其可乎。

　　対 日 ，

……則 山河国土 草木微塵……莫非諸仏法身之体 。

「霊 山安養菴記」給事程倶 （1106年 ， 187下
一188上）

　　時北山中
一

居士 ，

……
与安養界在

一切処……
。

　　（宗暁 自註）維摩経日 ，

……随其心浄 ， 則浄仏土……
。

「澄江浄土道場記」法眞禅師守
一

（189 上）

　　全体現前， 衆相具足 ， 是心即仏 ， 補処何疑 。

「宝積蓮社畫壁記 」司封鍾離松（ll73年 ， 189中）

　　知有自性弥陀 ， 唯心安養 。

　
「
伝」 2 伝（4伝）

「

大宋光州王 司士伝 」（1089年 ， 楊傑記 ， 195下一196上〉

　　祖師則云 ， 心即是浄土 ， 不用更求生西方……
。 答 日 ヂ

・

「

大宋龍舒居士王 虚中伝 」 （196下）

　　噫，自非了唯心本性之道 ， 達生死変化之数 ， 不臻于是 。

巻四 　「雑文 」 15首 （33首 ， 実数 34）

「観経疏明四土宗致 」天台智者大師 （198中）

　　此経以心観浄……
。

　　　四明妙宗釈日，…・・

　
・
理 事

一
如 ，

…・此以理奪事也。

眞俗不二
。

　　　　　　　　　　　 ・今観浄土，須求於心，心能具故，心能造故。

「

万善 同帰集揀示西方六 重 問答」智覚禅師延寿（198下 一200上 ，第 四 章既 出）

　　唯心浄土 ， 周遍十方……。故知 ， 識心方生唯心浄土。

「寂照集揀西方要義 」此文不知何師作文 。 見直指決疑集（201上）

　　問，六祖壇経云，凡愚不了 自性 ， 不識身中西方…。答 ， 仏説法有隠顕 ， 教有権実 ， 人根有利鈍 。

「
西資鈔揀示偏讃西方 」孤山法師智円（201中）

　　豈知十方空界 ， 悉我 自心 ， 心浄則十万 非遥 。

厂

復楊文公請住世書 」四明法師知礼 （202下一203上）

　　求往唯心之 浄土 ， 願見本性之弥陀……
。 但知浄土 唯心……

。

「往生浄土決疑門」慈雲懴主遵式 （204中下）

　　令知浄土百宝荘厳 ， 九品因果， 並在衆生介爾心 中。

……不離当念 ， 往生 法界 ， 正 協唯心 。

「

義学編論席解紛 」浄覚法師仁岳（205 上 ）
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　　復有説云 ， 吾滅度後 ， 十方世界 ， 皆是我身 ， 何必定生西方極楽 。

……大妄語罪 ， 其誰当之 。

「

浄土修因或対 」櫨菴法師有厳 （205下一206上）

　　夫生浄土者，必須修無生妙観 。

・…・・所云無生妙観……乃上根得生之
一

門耳。

「
唯心浄土 説」円弁法師道環 （207上

一
下）

　　或問， 唯心浄土， 本性弥陀……
。 何故経云 ， 過十万億仏土耶 。

……
。 今議日 ，

……故云 ， 唯心

　　浄土，本性弥陀也 。

……若了唯心本性 ， 只一三 千融妙之法 ， 十万遐方皆不為礙 。

「唯心浄土文」姑蘇禅師守訥 （207下一208上）

　　生仏 同体 ， 弥陀全是於 自心。……則唯心浄土 ， 昭然無疑。

「
勧修西方説」解空法師可観 （208中）

　　世伝六 祖壇経
……

何覓西方
……

。 噫 ， 如此鄙俚
一

笑可也 。

……達唯心了 本性 ， 在我而己 。 去此

　　不遠 。

「浄土自信録記」無功叟王 聞（209 下）

　　浄土 自他 ， 凡聖因果 ， 即衆生 之 自心耳 。

「
念仏修心術」山堂法師彦倫 （211中下）

　　定謂即心観仏 ， 想彼西方依正主伴， 唯心本具 。

……
故経云 ，

……
是心作仏 ， 是心是仏。

「
念仏方便文」司諫江公 望 （212中下）

　　肉団心 現本性弥陀 ， 五 濁身遊唯心浄刹・・…・
。 所謂 ， 是心作仏 ， 是心見仏 ， 是心是仏 。

「

慶懴礼仏会疏 」草菴法師道因 （213下）

　　弥陀依衆生 心而発現……
。 応外無機 ， 即衆生心中之諸仏 ， 機外世応 ， 乃諸仏心中之 衆生 。

巻五 　
「

賦銘 」 1賦 （実数 3）

「
神棲安養賦 」智覚禅師延寿 （215上）

　　観境而皆従心出 。

　 「偈 」 2 家 （6家）

「依修多羅立往生正信偈 」慈雲懴主遵式（216中下）

　　浄土在心，何須外覓・…・・
。 釈 日 ， 子又不善心土 之 義也 。

「
讃喩弥陀偈 」左朝議大夫丁注 （217中）

　　心浄土浄　 ……　
一

念不起滅　極楽即現前　大千同此境

　 「頌」 8家 （20家）

「
十六観経頌 」慈雲懺主遵式 （217下）

　　諸仏如来法界身　遍入 衆生
一

切 想　智者当観此 想心　是心即 仏菩薩像

「

十六観頌 」櫨菴法師有厳 〔218 中）

　　若能 了得唯心境　雖在西方路不遥

「
勧念仏頌 」慈覚禅師宗頤 （219中）

　　極楽不離眞法界　弥陀即是 自心王

「

西方浄土 頌」同前（219下）

　　莫謂西方遠　西方在 目前　……　万境了唯心
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「
勧念仏頌」慈受禅師懐深 （220上）

　　欲知自性弥陀仏　在汝朝昏
一

念 中

「示陳行婆頌 」 慈弁法師従諌 （220中）

　　念念弥陀勿外求

「
念仏必要頌井序」草菴法師道因 （220中下）

　　阿弥陀仏是法界身。……
　我与弥陀本不 二

「
雕弥陀香像頌」解空法師可観 （220下）

　　白玉 明毫唯我心 　紫金光相即我性

　 「詩 」 3 家 （22家）

「十六 観近体詩」沙門冲黙 （222中）

　　重重宝珠非他物　
一一

珠光出自心　
……

　要知相好従何起 　直指心源有路衝

「

懐安養故郷詩井序」櫨菴法師有厳（223中）

　　余以安養為故郷 ， 乃即心 浄土 。

「懐西方詩1北 山法師可旻 （223下）

　　本性唯心豈不知

　 「言司」 2 家 （7 家）

「追和渕明帰去来辞J拙庵宗師戒度（226中）

　　衆妙之門 ， 唯心本具 ， 眞性常存 。

「讃浄土漁家傲井序」北 山法師可旻 （226下）

　　本性弥陀随体現　唯心浄土何曽遠

以上 の 概数 　序 1 点，

「
経典」 4 部（総引文 数 45），

「
序跋 」11点 （32），

「文 」 1 文 （13）， 「讃 」 3 首 （17），

　　　　　　
「

記碑 」 5 首 （19），

「
伝 」 2人 （14），

「
雑文」15文 （34），

「
賦銘」 1 賦（3），

「偈 」 2 偈 （6 ），

　　　　　　「頌 」 8頌 （20），

「

詩 」 3篇 （22），

「
詞」 2 首（7）。 合計 58文（232文。ただ し， 呪 10 ・論書

　　　　　　 6 を含め た総引文数 は 248文）。

『樂邦遣稿 』に 認め られ る唯心 浄土思想 7 文 （大正蔵第 47巻）

巻上　
「

陳了翁談唯心浄土 」 （234上中）

　　唯心浄土 之 義日 ，

……念外無
一

毫法可得， 法外無
一毫念可得 。

「
念仏成就三 力則易超往」 （239下〉

　　会宗云 ，

……今為説三 種之 カ……
。

一
者， 衆生本具仏性力， 衆生本心 自具仏性 ， 与阿弥陀等無

　　有異 。

「弁心浄則 国土浄 」 （240中）

　　禅宗不修浄業者云 ，

……浄土 唯心 ，

……何用 別求生処 。

……其 自欺之 甚也 。

巻下　
「
海慧禅師示 心浄土浄」 （241上）

　　海慧禅 師……
日 ， 経云 ， 欲得浄土 ， 当浄其心……。若心清浄 ， 所在之処皆為浄土。
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「
円弁法師説唯心浄土 」（241中）

　　唯心浄土一
而巳矣 。 良由弥陀悟我心之宝 刹 ， 我心具弥陀之樂邦。

「解空法師弥陀尊像讃」 （241中）

　　紫金光聚　白玉 明毫　唯心本性

「
論唯心浄土 有理有跡 」 （243上 。 前出『龍舒浄土文』）

　　龍舒日 ， 世有専於参禅者云，唯心浄土，豈復有浄土……。此言似之而非也 。

　以上 が ，

『龍舒浄土 文 』
『樂邦文類 』

『
樂邦遺稿』に 認 め られ る唯心 思想 を端的に 示 す関係文で ある 。

われわれは ， こ れ らの 関係文を考証す るだ けで も ， 宋代の唯心浄土 思想をある程度理解す る こ とが

で き る 。 しか し， 総合的成果を意 図す る本稿 で はそ れ に止 まる こ とを許さな い
。 この こ とは問題 の

所在 で 課 した。

　 さ らな る課題 は ひ と まず次節にゆず り， 本節で は
『
龍舒浄土 文』 5 文 ，

『
樂邦遺稿 』 7 文 は数 も少な

く， 多 く重複す るか ら暫 く措 い て ， 、
『
樂邦文類 』に 限 っ た概要 を確認 し ， それ に伴 う留意点 を付言す

る に止 め る 。

　そ こ で 概要で あるが
，

『
樂邦文類 』に認 め られ る唯心 浄土思想関係文は総数 58文 で ある 。

『
樂邦文

類 』の 総 引文数 は 248文 ， た だ し， 唯心浄土思想の 先行思想に な らな い 呪 IO種 ， 論書 6 部ss｝計 16

文 を引 くと， 総引文数は 232文 で ある 。 従 っ て ， 唯心浄土思想関係文 58 文 と総引文数 232 文の割

合は丁度 1／4で あ る 。

　 こ れ を多い と考 え るか ， 少 な い と考え るか は評価の別れ る と こ ろ で あ ろ う。

　前号の 永明延寿まで に至 る先行資料に 較 べ れ ば ， それ ま で に 認め られ な い
「
唯心浄土 ， 本性弥陀

（あ るい は 自性弥 陀）」 を明記す る資料 を含 めた 関係文 58 文 は桁違 い に 多 い か ら， 宋代 を唯心浄土思

想の 確立 と規定 した こ とは誤 りで な い 。 前代 まで の厖大 な資料の 中か らの 僅か な関係文に 較 べ て ，

一
書で こ れ だ け の 抽出は実に容易で ， 次々 と関係文が現れ る状況 は多い と実感せ ざ るを えな い

。

　 しか し ，

『
樂邦文類』総引文数 232文に較べ る と 1／4 の 割合は決 し て 多い とは言 えな い 。 それ以外

の 遥か に多い 174文 に は唯心浄土 思想は認 め られ な い の で ある 。 お そ ら くそ こ に は西方浄土 往生 を

含 めた様々 な思想が述 べ られ て い る こ とは想像 に難 くな い
。 われわれ は ， 経論 に説 か れ る阿弥陀仏

とそ の 浄土 ［極楽］は ，

『
観経 』

「
是心作仏， 是心是仏」の

一
文 を除 い て ， こ とご と く有相の 西方浄土 で

あ る こ とをす で に 前号第二 章
「
経論に 説か れ る弥陀浄土思想 と唯心浄 土思想」で 痛い ほ ど知 っ て い

る 。 そ し て ， 中国諸師は経論 を絶対の 真理 と し て 自ら の 思想 を確立 す る か ら ， 浄土経論に 依る限

り， 唯心浄土 思想を主 張す る こ との あ りえな い こ と も前号で 辿 っ た通 りで あ る 。
こ の こ と に 気づ け

ば ，

『
樂邦文類』総引文数 232文中の 多くは有相弥陀 ， 西方浄土で ， それ に較 べ て唯心浄土思想関係

58文 は多 い と言 えない 。

　 そ こ で ，と くに付言 した い 留意点の 第
一

は ，従来の 見解の 中に は宋代浄土教 は唯心浄土 思想が 主

流で ，あた か もそれ だ けが 浄土教で ある か の よ うに説 く論考 もあ るが ， 資料的に見 るな らばそ れ以

外 の 西方浄土往生思 想や念仏結社な ど様々 な形態の 多い こ とを忘れ て はな らな い L9）す で に 見た よ う

に 『樂邦文類』 に 限 っ て も ， 知 礼 ・ 遵式 に代表 さ れ る錚 々 た る天台思想家 ， 宗蹟 ・宗杲等の 傑出した
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禅師たち ， さ らに は王 日休 ・鍾離松等の 居士 た ち は唯心浄土思想を主張した 。 確か に 彼等は宋代仏

教 を代表す る思想家 で あ り指導者で あ るか ら ， あた か も唯心 浄土思想だけ を宋代浄土教 と錯覚 しが

ちで あ るが ，関係文以外の 個所で は彼等自身が念仏者で あ り ， 西方浄土往生人で ある 。 ま して や関

係文以外の 諸 師の 資料 は西方浄土思想が多 い
。 この 端的な例証を

一
つ だけ挙 げれ ば， 宋代浄土教 の

特徴の 一
つ で あ る戒珠 ・王 古 ・陸師寿な どの 往生伝類で ある9Glそ こ で は ， すで に 知 っ た唯心浄土

思想家 を含 めて す べ て 西方浄土の 往生人で ， 唯心浄土 思想の 言及 は殆ん ど認め られ な い 9D宋代浄

土教 は唯心浄土思想 と西方浄土思想が 多 くは融合 し混在 し， 極 く
一

部 に相互批判 した形態と言うの

が最 も正 しい 理解 と思われ る。そ の 幾 つ か の 事例 は後に 明 らか に な ろ う 。

　『
樂邦文類 』関係資料 に つ い て の 留意点 の 第 二 は ， 文類 自身が 有す る

「会通」で あ る 。 わ れわ れ は

“

樂邦の文類
”

とい う題名 か ら， こ こ に収録 の 引文 をこ と ご と く無前提 に 浄土 資料 と確信す るが ，

しか し ，
こ れ らの資料の

一部 は撰者宗暁が浄土思想 と会通 した抄出文で あ っ て ， 原意 は弥陀浄土 で

な い 資料も予想 され る。こ の こ と は か っ て
「

専談浄土 経論 」 （『樂邦文類』巻
一

）に つ い て指摘 した が112）

そ の 中 に は阿弥陀仏 ・極楽 を説か な い
『文殊般若経 』

『大集 日蔵経 』な どの 経文が浄土 思想 として収録

され て い る 。 本節の関係資料で も一読 して 気づ くの は
，

「
華厳念仏三 昧無盡燈序 」円澄法師義和

　　諸仏心 内衆生 ， 新新作仏， 衆生心 中諸仏 ， 念念証真 。

「臨行 自餞 」櫨菴法師有厳

　　 （宗暁註）鳴呼 ， 唯心本性 ， 人人皆具焉。

「万善同帰集揀示西方六重問答」智覚禅師延寿

　　唯心浄土 ， 周遍十方……
。 故知 ， 識心方生唯心浄土 。

な どで ある。 もとよ り， その抄 出全文 か ら判 断 しなけれ ぼな らない が ，浄土経典 に会通 が あ る以

上 ， 関係文 もこ の 点を留意 しな けれ ばな らな い 。こ の 点が本稿 で 殊の 外重要な の は，すで に前号で

知 っ た典拠の 経論 ・先行 思想が
，

『
観経』

「是心是仏 」を除 い て
，

こ と ご と く唯心の 諸仏思想 ・諸仏浄

土思想で あ り， それが 弥陀浄土思想 に転用 され た とい う成立過程に も深 く係わ るか らで ある 。 諸仏

と弥陀 ， 諸仏浄土 と弥陀浄土の峻別 は当初か らの 大 きな課題で あ っ た 。 こ の峻別は後の思想形態解

明の 折 に 再び取 り挙 げよう。

　わ れ われ は ， 唯心浄土思想資料を性急 に 探究す るあ ま り ， 約 60点 ほ どの 関係文 を
一

度に見出 し

ただ けで ，
つ い それ を過大視 した くな るが ， 宋代浄土教 自体 はそれ だけで な い こ と ，

『
樂邦文類 』自

身が有 する
「会通 」 と い う制約 を看過 して は ならない 。 本節で は

『樂邦文類 』に認め られ る唯心浄土思

想が具体的 に ど う記述 されて い るか を知 る に止 め よう。それだ けで も，従来指摘 され ない 新た な資

料が 多 く認め られた し，中国浄土教唯
一

の 資料集 『樂邦文類 』 の評価 も確認で きた 。そ して ， 唯心浄

土 思想 の 確立 が 宋代で あ る こ と も資料 的に 立証で き た と思わ れ る 。

　〔1） た と え ば，佐 々 木月樵
『
支那 浄土教史 s 付録

「
支那 歴 代浄土教籍略表」，望月 信 亨『中国浄土 教 理 史』

厂
索引 」参 照 1，

　   　本書 の 資料 は 中国浄土 教研究 で しば しば 引用 され る に もか か わ らず，単な る資料集 と して 扱わ れ，本書の 全体

　　的解説 は林五 邦
「
樂邦文 類 解題 」

『国 訳
一

切 経 』諸 宗部 七 （1− 18 頁）が あ る に す ぎ な い
。 そ こ で も一部低 く評価 さ れ

　 　て い る （同解題 ，7，8，13頁）。な お，野 上 俊静
「『樂邦 文類 』の 序 に つ い て 」

「中国 浄 土 教 史 論 』参 照。
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〔3） 拙稿
「『

樂邦 文類 』の 浄土 思 想史的意義」
『
印仏研』第 37 巻第 1号。

　　同　
「
中国浄土教所依の 経論序説」

「
札幌大谷短期大学紀要』第 24号。

　　同　
「
中国浄土 教の 系譜」

『
印度哲学仏教学』第 1号。

（4） 藤 田宏 達 『原 始 浄 土 思 想 の 研 究 』141− 161頁 。

（5） 拙稿
「
宋代的浄 土 思 想 J （楊曽文訳｝「

世界宗教研究』1992− 2。

  　安藤俊雄『天 台思 想史』218 頁。

（7） 岩 井 大 慧 『日支 仏 教 史 論 改 』337頁。

　　小 笠原 宣秀 「宋 代 の 居士 王 日休 と浄土 教 」
『
結城教授頌 寿記念仏教思 想史論集』。

　　林 田康順
「
王 日休

『
龍舒浄土文』の 研究（

一
）」『印仏研 』第 41巻第 1号。

　　同　　　
「
　　　　　 IJ　　　　　 口 」

『宗教研究』第 295 号。

（8＞ 前号第二 章第三 節
「
唯心 浄土思想の典拠」（22− 23頁）で は ，

「
以
一

切 法皆従心 起妄念而 生 ，

一
切 分 別 即 分 別 自心 」

　
『
大乗起信論』（大正 32 ・577中）を挙げた が，宗暁の 引用 は 有名な 〈修行信心分 ・不 退方便 〉（大正 32 ・583 上，大正

　 47 ・164中）で 唯心浄土 思想 で は な い の で 関係文 と し な い 。

（9） た とえば，高雄義堅師（
『
中国仏教史論』152− 162頁）は宋代浄土教 の社会的現象を

「
数量念仏 の思想，念仏結社の

　隆興 ， 九品図 と十六 観堂 ， 往生伝 の 続出 ， 浄土教の 独立運動 」 と論考 さ れ る が，そ の 幾 つ か が 唯心浄土思想 に 相

　 応 しな い こ と は 明 らか で あ ろ う。

ao） 小笠原宣秀
『
中国浄土教家の 研究』81− 153 頁。

al） 往生 伝類 に 唯心 浄 土 思 想の 言及が 散見す るの は 『
浄土 聖 賢録』 （次章〉で ， そ れ まで は認 め られ な い 。

（IZ） 拙稿
「
浄土 教関係疑経典 の 研 究（

一・
）」『札幌大 谷 短 大 紀要 』第 8 号 ， 104， 118− 119 頁 。 同

「

中国 に お け る 浄土 教 の

　発展 」
「講座 ・大乗 仏 教 5 ， 浄 土 思 想 』222− 223頁 。

第三 節 　唯 心浄 土思 想の 形成 過程 一宋代 まで の 唯心浄土 思想資料集成一

　前節で は
『
樂邦文類』に 認め られ る唯心浄土思想関係文を抄出 した 。 総数は約 60文ほ ど で ある 。

それ に よ っ て ， 従来全 く指摘 され て い な い 新た な資料が見 出された こ とは大 きな成果で あ っ た し，

唯心浄土 思想の 確立 が宋代 で あ る こ と も資料的に 立証 で きた 。 しか し ， それ はあ くまで も
『
樂邦文

類 』 に 限 っ た 関係資料の 羅列で ， 総合的成果 に 至 っ て い な い
。 偶々認め た新た な資料を加えた の で

あ っ て ， 知礼 ・遵式 ・元照な どの 従来の 見解に 多少と も付随す る唯心 浄土思 想家を見出した にす ぎ

な い
。 依然 とし て ，

「問題 の 所在」の課題解明 ， 具体的な思想形態の考証等は残され て い る 。 否 ， そ

れ以前 に少 な い とは言え ，

『
樂邦文類 』以外 の宋代現存資料 の調査 も果 た して い な い

。

　そ こ で 本節で は ， こ うした思想的研究は次節に ゆ ず り， こ れ まで の 資料的研究の 集成 を試み よ

う。具体的 に は，前節で 抄出 した資料並 びに そ こで付載され 引証 され た （従 っ て 先行 思想 に 当た る）

資料を主 と して ，抄出資料 に 関連する現存資料 ， さ ら に は前号で 扱っ た先行思想資料を加 えて ， 可

能 な限 り年代別 ・系統別 に分類 し整理 し て み る 。 それ に よ っ て ，

「

唯心浄土 思想の 確立 」の 資料的全

貌 は 自ずか ら浮 き彫 りに な るで あ ろ う 。

　そ こ で ，
こ れ まで認 め られ ， さ らに新 た に認 め られた唯心浄土思想関係文 に つ い て 指摘する 。 本

来な らその
一々 に 著者の 生涯 と思想，関係文 の 解説等の 考証 を必要 とする が ，

一
師 を挙 げて も厖大

な研究 に な る こ とはすで に扱 っ た延寿 ， ある い は知礼 ・遵式 ・元 照 な どの 従来の研究が示す と お り

で あ る 。 ま してや
『
樂邦文類 』 に 限 っ て も ， 知礼 か ら宗暁 まで 30余師に 及 び，夫々 を考証 する余裕

は な い
。

こ こ で は 以 下に 登場す る経論 ， 諸師 を 中国仏教史 で の 位置づ け を誤 ら し め な い た め に ， ま
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ず
「
唯心浄土 思想関係

一
覧表 」 と し て 挙げ ， 次に 主な経典 ・先行思想の 関係文を辿 る 。 そ し て ， 宋代

唯心浄土思想の 確立で は関係文 は 60数部 に及ぶ ので ， 初め に書名 ・題名 を
一

読で き る よ うに
L

覧 」 として挙 げ， 次い で諸師の
「
唯心浄土 思想関係文」 をそ れ だ けで具体的思想形態が理解で きる よ

うに やや煩雑で あ るが抄 出す る。 こ の こ とは次章
「
唯心 浄土思想の 継承」 の影響関係 を考慮す る た め

で もある。

唯心 浄土思 想関係一覧表

　　　　　　曇鸞　　　道綽
一

善導 匚指
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ら13681 ）

篇蕭蠶／聾
　 　 　 　 　 　 　 　 （5：38−597〕
（異訳

『
方等大集経 』）

〈華厳経類〉

（
『
四十華厳』

『
六十華厳』

『
如来不 思議境界経』）

『維摩経 』

李通玄
　 　 　 （73S −839〕

　　
慧能

〔s／ls−7

（天台

（9〔，4 −975｝

汪大献

・呉克 巳

旻 （不詳）

　　　　 道因

（律系）元照一戒度
　 　 “ 04H−1］1ti）

　　　※子元 （白蓮宗）

（華厳系）義和

不詳）

　 　　　 離松

（居士）程倶 ・張孝祥

　　 江公望 ・王閲

　　　　　　　　 唯心浄土思想関係 資料 （出典 は 現 存本，

『

樂邦文類 』等収録個所〉

主 な経典

『観無量寿経 』第八像観約心観仏（大正 12 ・343上 ， 大正 47 ・154上一下）

　　次 当想仏 。 所以者何。諸仏如来 ， 是法界身……是心作仏，是心是仏 ……
。

　　　観経疏 日，……是心作仏者 ， 仏本是無， 心浄故有 。 是心是仏者，向問仏本是無心浄故有， 便

　　　謂條然 。 故 言即是 ……。

　　　妙宗釈日 ， 欲想仏身 ， 須知観体。 体是本覚 ， 起成能観 。 本覚乃是諸仏法界之身 ……
。 又 復弥

　　　陀与
一切仏 ，

一
身
一

智 ， 応用亦然，弥陀身顕 ， 即諸仏身。 諸仏相明 ， 即弥陀体……
。

　　　融心解 日，……是心是仏者 ， 心外無仏 ， 仏外無心 ， 既全是心
……

。

　　　妙宗又 日 ，

……若論作是 ， 即不思議三 観也 。 以若破若立名作， 空仮 二 観也。 不破不立名是 ，

　　　中道観也 。

……故知，作是一心，修此三 観 ， 乃十六 観之総体 ，

一
経之妙宗 。
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『般舟経』修仏立三 昧専念弥陀（大正 13 ・906上，大正 47 ・157下一158下）

　　我所念即見 ， 心作仏 ， 心 自見 ， 心是仏
……

。

　　　止観云 ， 常行三 昧出般舟経。

……
我所念即見， 心作仏 ， 心 自見心 ， 見仏心 。 是仏心 ， 是我心

　　　見仏……
。

　　　輔行釈日 ，

……
見是心性 ， 名心作仏。仏既心作 故 ， 見仏時，名 見自心。若 見 自心，即見仏

　　　心 ， 以彼仏心是我心故 。

　　　四 明融心解日 ……
。

『方等大集経 』修仏立 三 昧中道観法（大正 13 ・877中，大正 47 ・158下）

　　今我，従心見仏 。 我心作仏 ， 我心 是仏， 我心是如来 ， 我心是我身 ， 我心見仏……。

　　　此経与前般舟経 ， 同本異訳……
。

『
四十華厳経 』解脱長者得唯心念仏門 （大正 ユ0 ・687下 ， 大正 47 ・159 上）

　　長者言 ， 善男子 ， 我若欲見安楽世界無量寿如来 ， 随意即見 。

……如是十方
一切世界所有如来 ，

　　我若欲見，随意即見……。所見諸仏，皆 由自心 。

　　清涼貞元疏 日 ，

……正弁唯心 ， 即心無心 ， 便入 眞如。

……既了唯心 ， 了 心即仏
……

。

『
六十華厳経』〈唯心 偈〉（大正 9 ・ 465下）

　　心如工 画師　画種種五陰　
一

切世界中　無法而不造

　　如心 仏亦爾　如仏衆生然　心仏及衆生　是三無差別

『
如来不思議壌界経』（大正 10 ・911下，『万善同帰集』大正 48 ・966中下 ， 大正 47 ・198下）

　　自心作仏， 離心無仏。 乃 至三 世
一切諸仏， 亦復如是， 皆無所有， 唯依自心 。

……諸仏及一切法

　　皆唯心量 。

『維摩経 』〈心浄土浄説〉（大正 14 ・538下，『六 祖壇経』大正 48 ・352上）

　　若菩薩欲得浄土 ， 当浄其心 。 随其心浄 ， 則仏土浄。

先行思想 （5字下げ資料は
『
樂邦文類 』で 言及 されな い 関係資料 ， 前号第三 章参照）

　　　　　曇鸞 （576− 542）

　　　　　
『
浄土論註』 （大正 40 ・832上，838下，841中）

　　　　　　　
「
是心 是仏者 ， 心外無仏也 」

「無生之生 」
「
二 種法身 」。

　　　　　浄影寺慧遠（523 − 592＞

　　　　　『観経義疏 』 （大正 37 ・180上）

　　　　　　　諸仏法身与己同体 。

　　　　　吉蔵 （549− 623）

　　　　　
『
観経義疏 』（大正 37 ・244 上）

　　　　　　　只心即是仏 ， 只 仏即是心 。

　　　　　道綽 （562− 645）

　　　　　 『安楽集』 （大正 47 ・8下
一9上 ）

　　　　　　　法性浄土 ……此乃無生之生 。

……即是心外無法 。
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　　 安楽集云 。 生浄土者 ， 有二 種。
一

者有相心 ， 謂著相忻樂。
二 者無相 心，謂 理観 相応……（有厳

　　
「

浄土修因或対」大正 47 ・206上 ， た だ し『安楽集』に 相応文 な し）。

　　　　　 善導 （613− 681）

　　　　　
『観経疏 』（指方立相論。大正 37 ・267上中）

　　　　　　　或有行者， 将此
一

門義 ， 作唯識法身之観 ， 或作自性清浄仏性観者，其意甚錯……
。

　　　　　　　又今此観門等 ， 唯指方立相 ，住心而取境 。 総不明無相離念也。

　　　　　 懐感 （年不詳〉

　　　　　
『
釈浄土群疑論』 （大正 47 ・66上 ）

　　　　　　　案唯識之 理 ， 心外無別法 ， 万 法万 相皆是 自心 。

（天台系）

智顎 （538− 597）

『摩訶止観』（大正 46 ・12上一
下，大 正 47 ・158 上中）

　　常行三 昧者……此法出般舟三 昧経。……
心 作仏，

……是仏心 。

湛然 （711− 782）

『止観輔行 』 （大正 46 ・187中， 大正 47 ・158 中下 ）

　　見是心性 ， 名心作仏。

……以彼仏心 是我心故 ， 是仏心 。

智顕偽撰（7世紀後半か ら 8世紀前半）

『
天 台観経疏 』（大正 37 ・186中， 下，188中下 ， 192中 ， 大正 47 ・154中，166上中 ， 198中）

　　夫楽邦之 与苦域……識由心分垢浄 。

　　此経心観為宗 ， 実相為体。

　　今此経宗 ， 以 心観浄則仏土浄。為経宗致 。

……
， 故以修心妙観 ， 能感浄土 ， 為経宗也 。

　　是心作仏者 ， 仏本是無 ， 心浄故有 。

……心外無仏 ， 亦無仏之因也。

『浄土十疑論 』 （大正 47 ・78上 ， 155上中）

　　智者……
達生体不可得，即是真無生 。 此謂 ， 心浄故即仏土浄。 愚者……不知生者即是無生 。

　　　　　
『
五 方便念仏門 』（大正 47 ・82 中）

　　　　　　　諸境唯心門……
。 心境倶離門 ……

。

（禅宗系）

　　　　　道信 （580− 651）

　　　　　
『楞伽師資記』 （大 正 85 ・1287下，1288 上）

　　　　　　　若知心本来不生不滅 ，

……
即是浄仏国土 。

　　　　　　　是心 是仏， 是心作仏。当知 ， 仏即是心 ， 心外更無別仏也 。

慧育旨（638− 713）

『
六 祖壇経』 （大正 48 ・352上）

　　迷人念仏求生於彼 ， 悟人 自浄其心 。 所以 仏言， 随其心浄 ， 即仏土浄 。

（華厳系）

　　　　　李通 玄 （635− 730）
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　　　　　『新華厳経論』（大正 36 ・759中下）

　　　　　　　約申十種 ， 以定指南 。 第
一

阿弥陀経浄土。第二 無量寿観経浄土 。

・・第九唯心 浄土 。

澄観（738− 839）

『清涼貞元疏 』（続蔵 1 ・7 ・3
，
292− 293丁 ， 大正 47 ・159 上）

　　既了唯心 ， 了心即仏。

　　　　　 『華厳経疏 』 （大正 35 ・924中）

　　　　　　　摂境唯心念仏門。……是心是仏，是心作仏故 。

唯心 浄土思 想の 成立

延寿（904− 975， 第四章参照）

『
万善同帰集』 （大正 48 ・966中

一967上，968下，993上 ， 大正 47 ・198下
一200上）

　　問 ， 唯心浄土 ， 周遍十方 。 何得託質蓮台 ， 寄形安養 ・・…
。

　　答 ， 唯心仏土者 ， 了心方生 。 如来不思議境界経云 ，

……諸仏及
一切法皆唯心量。……故知，識

　　心方生 唯心 浄土 ……
。 又平等之 門 ， 無生之 旨， 雖即仰教生信 ， 其乃力量未充 ， 観浅心浮 ， 境強

　　習重 。 須生仏国， 以仗勝縁，忍力易成， 速行菩薩道 。

……

　　問， 観経明十六 観門， 皆是摂心修定 ， 観仏相好 ， 諦了 円明，方階浄域 。 如何散心 ， 而能化往 。

　　答 ， 九品経文 ， 自有昇降 。 上下該摂 ， 不 出二 心。一定心，如修定習観 。
二 専心但念名号……得

　　 成末品 。

…

　　誓断無染塵労　願生惟心浄土

「
神棲安養賦」 （大正 47 ・215 上）

　　一眞境 内現相 ， 而雖仗仏威 ， 七宝池中， 覩境而皆従心出。

唯 心 浄土思想の 確立

　書名 ・題名一覧

（天台系）

礼

式

円

岳

厳

諌

倫

瑾

玉

注

探

知

遵

智

仁

有

従

彦

陳

斉

丁

道

『
観経疏妙宗鈔』 ，

『
観経融心解 』，

「復楊公請住世書」

『往生浄土決疑行願二 門』，

「依修多羅立往生正 信偈 」，

「十六観経頌 」

『阿弥陀経疏序』 ，

「西資鈔揀示偏讃西方」

「
義学編論席解紛」

「浄土修因或対 」，

「
十六 観頌 」，

「
懐安養故郷詩並 序 」

「示陳行婆頌 」

「

念仏修心 術」

「

陳了翁談唯心浄土 」

「四 十八願後序 」

「讃喩弥陀偈 」

「唯心浄土説」，

「
円弁法師説 唯心浄土 」
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道 因

思梵

可観

呉克己

沖黙

可旻

（律系）

元照

戒度

　　　　　　　　　　　　　　 柴　田　　　泰

「

慶懴礼仏会疏 」，

「念仏心要頌並序」

「
念仏成就三 力則易超往 」

「
勧修西方説」，

「
雕弥陀香像頌 J，「解空法師弥陀尊像讃」

「
刊往生行願略伝序」

「
十六観近体詩」

「
懐西方詩 」，

「

讃浄土漁家傲並序 」
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『観経義疏 』，

「無量寿仏讃」，

「
開元寺三聖立 像記 」

　　　　
「追和渕明帰去来辞」 ，

『
観経扶新論』，

『観経義疏正観記 』，

『無量寿仏讃註 』

（華厳系）

義和 　　
「

華厳念仏三 昧無盡燈序 」

※　子元 （『蓮宗宝鑑』次章）

（禅系 ）

楊傑　　
「浄土十疑論序」，

「
直指浄土 決疑集序」 ，

「

建弥陀宝 閣記」 ，

「安樂国讃三 十章」 ，

「
宗鏡録序」

王仲 回　
「大宋光州王 司士伝」 暢 傑）

古

頤

訥

一

深

杲

鎬

慧

王

宗

守

守

懐

宗

林

海

「浄土宝珠集序」，

「
寂照集揀西方要義」

「
観無量 寿仏経序」，

「

蓮華勝会録文」 ，

「勧念仏頌」 ，

「西方浄土頌 」

「
唯心 浄土文 」

「澄江浄土道場記」

「勧念仏頌 」

「妙喜老人 跋」

「
明師勝地論跋 」

「
海慧禅師示心浄土浄 」

（その 他，居士）

程倶 　　
「霊山安養菴記 」

江公 望　
「
念仏方便 文」

王 關　　
「
浄土 自信録記 」

王 日休　
「浄土起信」 ，

「
大宋龍舒居士 王虚 中伝 」

張孝祥　
「龍舒浄土文序」

鍾離松 　
「宝積蓮社画壁記」

（続天台系）

宗暁　　
「臨行 自餞 」註 ，

「霊山安養菴記 」註 ，

「

大宋光州王 司士伝」註 ，

「
弁心浄則国土浄 」

汪大献　
「

樂邦文類序」

　唯心 浄土思 想関係文

（天 台系）
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四明知礼 （960− 1028）

『
観経疏妙宗鈔』 （大正 37 ・195中，198上 ， 210中， 22  上 ， 下 ， 大正 47 ・154中

一
下，198中下）

　　若此観門及般舟三 昧
……雖託彼境 ， 須知依正 同居

一
心 。

　　此経正 当約心 観仏也 。

　　大乗之法 ， 其要在心 。

……
今観浄土 ， 須求於心 。 心能具故 ， 心能造故 。

　　弥陀身顕即諸仏身 ， 諸仏相明即弥陀体。

　　作是一心修者 ， 乃不思議三 観， 十六観之総体，
一

経之妙宗。

『観経融心解 』（『教行録』大正 46 ・866 下。大 正 47 ・154下）

　　是心是仏者 ， 心外無仏 ， 仏外無心 ，

……既全是心……
。 故般舟云 ， 我所念者即見心 ・…・・

。

「復楊公請住世書 」 （
『
教行録 』大正 46 ・899中下 ， 大正 47 ・202下一203上）

　　乃用
一

心三 観為舟航， 復以六 時五 悔為櫓棹 ， 求往唯心之浄土，願見本性之弥陀。 然後運同体之

　　大悲 ， 度法界之含識 ， 順仏権巧 ， 求生樂邦
……

。

　　但知，浄土唯心 ， 穢邦即性 ， 即厭無厭 ， 即忻無忻 。

慈雲遵式 （964− 1032）

『往生浄土決疑行願 二 門』 （大正 47 ・145 下
一146上，204中下）

　　我心 既然 ， 生仏体等 。 如此 ， 即方了廻 神億刹 ， 実生乎 自己心中，孕質九蓮。

……故華厳云 （唯

　　心偈）……。起 信論云……
。 十六観云 ， 諸仏如来具法界身……乃至 是心作仏 ， 是心 是仏。又 般

　　舟三 昧経云 ， 仏是我心 ， 是我心見仏 ， 是我心作仏等
……

。

　　今但 ， 直決疑情，令知浄土百宝 荘厳 ， 九 品因果 ， 並在衆生介爾心中 。

……是則 ， 旁羅十方 ， 不

　　離当念， 往来法界 ，
正協唯心 。

「
依修多羅立往生正信偈 」 （大正 47 ・216中下）

　　或 日 ， 浄土在心 ， 何須外覓 。 随其心浄 ， 則仏土浄 。 豈用迢然求生他方浄土耶 。

　　釈日 ， 子 又 不善心土之義也。将謂我心局在方寸 ， 便見西方夐在域外 。 苟如此者 ， 又云 何説心浄

　　則仏土浄耶。華厳云，心仏及衆生 ， 是三 無差別。仏法既遍，心法亦遍。

「

十六 観経頌 」 （大 正 47 ・217下）

　　　　像観

　　諸仏如来法界身　遍入衆生
一

切想　智者当観此想心　是心即仏菩薩像

孤 山智円（976 − 1022）

『阿弥陀経疏序』（大正 37 ・350下
一351上，大 正 47 ・166中下）

　　夫心性之為体也 ， 明乎静乎 ，

一
而巳矣 。 無凡 聖焉 ， 無依正焉 ， 無延促焉，無浄穢焉 。 及其感物

　　随縁而変 ， 則…有依焉有正 焉。……雖宝樓金池為悦目之翫 ， 而非惑蕩之 色 ， 而能達唯心 無境矣。

「西資鈔揀示偏讃西方」 （大正 47 ・201中）

　　世又 ， 有聞過十万億仏土 ， 而望途 法遠 ， 説生者多是補処 ， 而恥躬弗逮 。 豈知十方空界 ， 悉我 自

　　 心 。 心浄則十万非遥 ……
。

浄覚仁岳 （992− le64）

「義学編論席解紛 」 （大 正 47 ・205上 ）
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　　復有説云 ， 吾滅度後 ， 十方世界 ， 皆是我身 。 何必定生西方極樂 。

……大妄語罪， 其誰当之 、1 天

　　 台智者云 ， 常人 ……不知生即無生 ， 無生即生……
。

櫨菴有厳（1020− 1101）

「浄土修因或対」 （大正 47 ・205下一206上）

　　或日 ，

……夫生浄土者 ， 必須修無生妙観 。

……今之学者 ， 都憎教旨 ， 謂生天難而浄土 易……
。

　　対日 ， 浄土 非難易 ， 難易在人 。

……所云修無生妙観， 得生者 ， 誠哉是言也 。 此雖正意 ， 乃上 根

　　得生之
一

門也。 然不可闢
一

門而塞 多門。安樂集云，生 浄土 者 ， 有 二 種。一
有相心 ， 謂著相忻

　　樂 。
二 無相心 ， 謂理 観相応 。 若今之世 ， 中下鈍根 ， 愚迷障重 。 待理 観相応 ， 方生 者或少矣，

「

十六観頌 」（大正 47 ・218中）

　　　　樹観

　　宝樹重重相倚高　荘厳珠網幾層霄　若能了得唯心境　雖在西方路不遥

「

懐安養故郷詩並 序」 （大正 47 ・223中〉

　　余以安養為故郷。 乃 即心 浄土 ， 雖久思帰 ， 且歩履未至 。

慈弁従諌 （ − 1108）

「

示陳行婆頌 」 （大正 47 ・220中）

　　 念念弥陀勿求外

山堂彦倫 （
− 1107− ）

「

念仏修心術 」 （大正 47 ・211中）

　　定謂即心観仏 。 想彼西方依正主伴， 唯心本具 ， 我心空故 ， 如来本空……。故経云 ， 諸仏如来 ，

　　是 法界身……。是心作仏 ， 是心是仏 。 此乃 如来親示 唯心三 昧……心外無仏，性外無土……。二

　　者散善……。是知 ， 若定若散 ， 或鈍或利， 皆浄土 因 ， 咸趣無生 ， 永無退転矣 。

陳瑾 （1060− 1124）

「陳了翁談唯心浄土 」（
『
樂邦 遺稿 』巻上 ， 大正 47 ・234上）

　　了翁諱瑾書。与延慶 明智法師論台宗三 千法 。 其間示唯心浄土之義日 ，

一念心起 ， 三 千性相
一一
時

　　起 ，

一念心滅 ，
三 千性相

一
時滅 。 念外無

一
亳法可得……

。 本無名字而不拒諸名 ， 名其土 日極樂

　　国， 名其身日 阿弥陀 。

慧覚斉玉 （
− 1127）

「
四十八 願後 序」 （大正 47 ・173中）

　　則知 ， 浄土非聖人之 権設 ， 眞禅侶之棲止也。荀能即心浄土 ， 本性弥陀 ， 生則 随念往生 ， 去則実

　　無所去。

丁注 （不詳）

「

讃喩弥陀偈 」 （大正 47 ・217中，喩弥陀 は 思浄）

　　心浄仏土浄 　
……

　
一念不起滅 　極樂即現前　大千同此境

円弁道磔 （1085 − 1153）

「唯心浄土説」（大正 47 ・207上
一

下）

　　或問。 唯心 浄土 ， 本性 弥陀 ， 為当往生，為即 心是 。 若往生 者 ， 何謂 唯心 。 若即心 是 ， 何故 経
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云 ， 過十万億仏土耶 。

或答 。 事理有異 。 約事須 当往生 。 拠理即心而是 。

今議日 。 円家事理 ，

一体無殊。何得抗分而通此義。当知，十界四土……不離我心 。

……以 本具

故 ， 具足百界千如依正 等法 。

……夫如是者 ， 豈有娑婆釈迦 ， 樂邦弥陀 ， 而離我心耶 。

・…

今更以譬喩顕之 。

……我心之 内， 無復衆珠 ， 則離我心 ， 外無別浄土……
。 故 日 ， 唯心浄土 ， 本

性弥陀也 。 然則唯心之 言足矣。 又 何謂之過十万億仏土耶。…・

若了唯心本性，只
一

三 千融妙之法 ， 十万 遐方皆不為礙。

「円弁法師説唯心浄土 」 （『樂邦遺稿 』巻下 ， 大正 47 ・241 中）

　　今於宝珠集久得其要日 ， 唯心浄土
一

而巳矣 ， 良由弥陀悟我心 之宝刹 ， 我心具弥陀之 樂邦 。

草菴道因（1090− 1167）

「
慶懴礼仏会疏」 （大正 47 ・213下）

　　右伏以 ， 弥陀依衆生心而発現……
。 応外無機 ， 即衆生 心中之諸仏 。 機外無応 ， 乃諸仏心 中之衆

　　生 。

「
念仏心 要頌並序」 （大正 47 ・220中下）

　　釈迦如来説 ， 阿弥陀仏是法界身。天台智者，又 言 ， 実相為体 。

……

　　我与弥陀本不二

円通思梵 （
− 1168）

「

念仏成就三力則易超往 」（
『樂邦遺稿』巻上 ， 大正 47 ・239下）

　　会宗云 ，

……
今為説三 種之カ……

。

一
者 ， 衆生本具仏性力 ， 衆生本心 自具仏性 ， 与阿弥陀等無

　　有異 。

解空可観 （1092− 1182）

「勧修西方説」 （大正 47 ・208中）

　　世伝六祖壇経……六祖答 ， 以 自心有西方 ， 即是眞西方 ， 自有西方心 ， 何処覓西方……。噫，如

　　此鄙俚
一

笑可也 。 竊名祖師， 不可行用。……達唯心，了本性 ， 在我而己 。 去此不遠 。

「雕弥陀香像頌」 （大正 47 ・220 下）

　　白玉明毫唯我心　紫金光相即我性

「解空法師弥陀尊像讃 」（
『

樂邦遺稿 』巻下，大 正 47 ・241中）

　　紫金光聚　白玉 明毫　唯心本性　
……

　
一念清浄　即見西方

呉克己 （1140− 1214）

「刊往生行願略伝序」 （大正 47 ・175
ー
ド〉

　　蓋不読法華 ， 則 無以 明我心本具妙法 。 不生安養 ， 則無以 証我心本具 妙法 。

冲黙（不詳）

「
十六観近体詩 」 （大正 47 ・222中）

　　樹観　　……　重重 宝珠非他物　
一一珠光出自心

　　像観　　……　要知相好従何起　直指心源有路衝

北山可旻 （不詳）
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「
懐西方詩 」 （大正 47 ・ 223下）

　　本性唯心豈不知

「讃浄土漁家傲並序」 （大正 47 ・226下）

　　本性弥陀随体現 ， 唯心浄土何 曽遠。

（律系）

霊芝元照 （1048− ll16）

『
観経義疏 』 （大正 37 ・280 上 中，下，282 中，284 中）

　　言了義者 ， 了彼浄土即我自心 ， 非他方也 。 達彼弥陀即我自性 ， 非他仏也 。

……故経日 ， 是心作

　　仏 ， 是心是仏……
。 嗟 ， 今末学 ， 不達唯心 ……

。 故慈雲云 ， 或日浄土 在心何須外 覓……
。 釈

　　日 ， 子不善心土之 義。

　　利根達理 則
一

切唯心 ， 鈍根未達則専依事行 。

……今経観法 ， 通摂利鈍。 利根修者莫非理観 ， 鈍

　　根修者皆帰事想 。

　　
一

者法性土 。

……此謂 ， 唯心浄土 。

　　有人云 ， 心若清浄即是 自性 ， 西方何必求生他方浄土 。 今謂非無此理 ， 斯乃教中法性理土 ， 而非

　　今経所明 。

　 ※ 庶繙看之輩 ， 観解頓発 ， 共游唯心之浄土 ， 願行速就 ， 各見本性之 弥陀矣。 釈湛慧 （1672年 ， 305

　　下）

「
無量寿仏讃 」 （大正 47 ・180中 ，

『龍舒浄土文』巻十二 ， 288上）

　　八 万四千之妙相，得非本性之弥陀。十万億刹之遐方，的是唯心之浄土。浄穢雖 隔，豈超 自心 。

　　生仏乃殊 ， 寧乖 己性……
。

「
開元 寺三 聖立像記」（大正 47 ・186下 一187上 ）

　　或日 。 経云 ， 諸仏如来 ， 是法界身 。 入
一

切衆生心想中 。 今刻木為像 ， 世物所成 ， 用此為仏 ， 不

　　知其可乎 。

　　対日 ， 仏身無相亦不離相 。 以其無相故 ， 世出世間 ， 無有
一

法而非仏者。……，如能達此相即非

　　相 ， 非相即相， 則山河国土草木微塵……莫非諸仏法身之体 。

……理事
一

如 ， 眞俗不二
。

拙菴戒度

「追和渕明帰去来辞」（1177年 ， 大正 47 ・226中）

　　衆妙之門， 唯心 本具 ， 眞性常存。

『観経扶新論』 （ll78年，続蔵 1 ・33 ・1，2丁）

　　尚覩不聞他仏身土之名 ， 安能信有唯心本性之説 ， 其理 懸遠……
。

『観経義疏正観記 』（1181年 ， 続蔵 1 ・33 ・1
，

43 丁）

　　了彼浄土即我 自心 ， 達彼弥陀即我 自性 ， 求往唯心浄土 ， 願見本性弥陀 。

『無量寿仏讃註 』 （続蔵 2 乙 ・1 ・1， 72− 73， 74丁）

　　八万 四千之妙相， 得非本性弥陀

　　十万億刹之遐方，的是唯心浄土
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［註］唯心浄土 ， 不待遠求 。 本性弥陀 ， 豈従外覓。

……
， 豈得謂之唯心本性也 。

浄穢雖隔豈越自心 　［註］跟 上唯心浄土 也 。

生仏乃 殊寧乖巳性　［註］跟 上本性弥陀也 。

（後跋）吁唯心本性 ， 固人人之所具 。　　嘉定辛未 （］211 年）正因謹跋

（華厳系）

円澄義和

「華厳念仏三 昧無盡燈序 」 （1165年， 大正 47 ・169下一170上）

　　六 道凡 夫，
三 乗賢聖 ， 其根本悉是霊 明清浄 ，

一法界心 。 性覚宝光 ， 各各 円満 ……
。 又 解脱長

　　者 ， 教以唯心念仏門。……諸仏心内衆生，新新作仏，衆生心中諸仏，念念證 眞，至簡至易。雖

　　然諸仏抜苦与樂之心
一

也。不思議カ
ー

也。唯西方弥陀世尊，接引娑婆衆生。願力偏重，即本師

　　故 。

※子元 （
− 1166？　 白蓮宗 の 祖 ， 次章

囗
蓮宗宝鑑 』参照 ）

（禅系）

楊傑 ［1076− 1093］
「

浄土十疑論序」 （1076年 ， 大正 47 ・77 上 ， 171上）

　　　 ・聖凡
一

体 ， 機感相応 。 諸仏心内衆生 ， 塵塵極樂。 衆生心 中浄土 ， 念念弥陀 。

「

直指浄土決疑集序」 （1084年 ， 大正 47 ・171 下
一172 中）

　　大願聖人 ， 従浄土 来 ， 来実無来 。 深心 凡夫 ， 往浄土去 ， 去実無去 。 彼不来此 ， 此不 往彼 。 而其

　　聖凡会遇 ， 両得交際者何也 。

……故華厳解脱 長者云 ，

……我若欲見安樂世界阿弥陀如来 ， 随意

　　即見 。

……
。 亦有善土 ， 発 三種不信心 ， 不求生者， 尤可嗟 惜 。

一
日 ， 吾当超仏越祖 ， 浄土不足

　　生也。二 日 ， 処処皆浄土 ， 西方不必生也。 三 日 ， 極樂聖域 ， 我輩凡夫 ， 不能生也。……謂不足

　　生者 ， 何其 自欺哉 。

……謂 不必生者 ， 何其 自慢哉。

……
謂不能生者 ， 何其自棄哉也 。

…・・唯 心

　　浄土 ， 自性弥陀，大光明 中 ， 決無魔事 。

「建弥陀宝閣記 」 （1086年 ， 大正 47 ・184下一185上）

　　入是道場者，観
一

切相為非相 ， 則能見弥陀之 全体 。

……
入

一浄土 ， 而周無量浄土。悟一法身 ，

　　而融無量法身矣。無念而念 ， 無證而證 ， 無修而修 ， 浄土果海 ， 豈易量哉 。

「安樂国讃三 十章 」 （大正 47 ・180下 一181中）

　　浄土周沙界　如何独指西　……　有念同無念　無生即是生　……　心浄即土 浄　刹刹見如来

「宗鏡録序 」 （1091年 ？　大正 48 ・415 上）

　　衆生界即諸仏界 ， 因迷而為衆生 。 諸仏心是衆生心 ， 因悟而成諸仏心 。

…
， 心仏衆生 三無差別 。

王仲回

「
大宋光州王 司士 ［王 仲回］伝 」 （1089年　楊傑記 ， 大正 47 ・195下

一196 上）

　　（司士 ）問日 ， 経典 多教念弥陀生 浄土 。 祖師則云 ， 心即 是浄土 ， 不用更求生西方 。 其不同何也 。

　　答云 ， 実際理 地 ， 無仏無衆生 ， 無樂無苦 ， 無寿無夭 。 又何浄穢之有 。 豈得更以生不生 為心耶 。
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　　此以理奪事也 。

……
。 試自忖思 ， 或未出衆生之境 ， 則安可不信教典至心念弥陀而求生浄土 哉。

　　
……

， 於無念 中起念 ， 於無生中求生 ， 此以事奪理也 ……。

　　 （宗暁註）次公此伝 ， 誠不可棄 。 但論事理 相奪，未若台宗所謂円観事理 ，

一念具足也 。

王 古 （ − 1093）

「浄土宝珠集序（新修浄 土 往生伝序）」（1084 年 ， 大正 47 ・173上 ，

「
浄土宗全書 』続 16， p．96）

　　衆生心浄 ， 則仏土浄 。 法 性無生 ， 而無不生 。

……弥陀心内衆生 ， 新新摂化。 衆生 心内浄土，念

　　念往生。質託宝蓮 ， 不離当処。 神超多刹，豈 出自心。……念本性之無量光 ， 本来無念。 生唯心

　　 之安養国 ， 眞実無生 。

「
寂照集揀西方要義此文不知何師作文 。 見直指決疑集 」 （直指決疑集［王古］， 大正 47 ・201上）

　　問 ， 六祖壇経云 ， 凡愚不了 自性　不識身中西方　東方願 西 。 悟人在処
一

種 。 誌公云，智者知心

　　是仏 ， 愚人愛往西方。 若此道果是眞正 ，何故二 大士排遣 。

　　答 ， 仏説法有隠顕 ， 教有権実，人根有利鈍……。

長蘆宗臓

「
観無量寿仏経序」 （大正 47 ・167上）

　　夫正 遍知海， 従心想生 。 諸仏世界 ， 随心浄土 。 然則弥陀至 聖 ， 不隔下凡。極樂雖遥 ， 豈離方

　　寸 。

「蓮華勝会録文」 （1089年 ？， 大 正 47 ・177中
一178 上 。

『龍舒浄土文』巻十一
， 283下

一284中）

　　夫 ， 以 念為念 ， 以生為生者 ， 常見之所失也 。 以 無念為無念 ， 以無生為無生者， 邪見之所惑也 。

　　念而 無念， 生 而無生者 ， 第
一

義諦也。是以 実際理地 ， 不受
一

塵，則 上無諸仏之可念 ， 下無浄土

　　之可生 。

……
， 然則唯心浄土，自性弥陀 ， 蓋解脱之 要門 ， 乃修行之捷径。

「
勧念仏頌」 （大正 47 ・219中）

　　極樂不 離眞法界　弥陀即是 自心 王

「
西 方浄土 頌 」 （大正 47 ・219下）

　　莫謂西方遠　西方在 目前　雖然過十万　曽不離三 千　……　六 根常合道　万境了唯心

　　人 問禅家者　宗門万事忘　既能超極樂　何必往西方　却聴禅家語　西方是本郷

姑蘇守訥

「
唯心 浄土 文 」（1113年 ， 大正 47 ・207下

一208上）

　　仏説極樂浄土 ， 普勧娑婆群生 ， 応当発願生彼国土 。 然学頓者，払之為権説 ， 不通理 性者，泥之

　　於事相 。 吾 甞学唯識 ， 唯遮外境 ， 識表 自心 ， 心 外無境，境 全是心 ， 心法遍周 。 浄土豈 離乎 当

　　念。生仏同体 ， 弥陀全是於 自心……。天衣懐禅師……復 自答 EI， 生則決定生 ， 去則実不去 。 若

　　明此 旨 ， 則唯心浄土 ， 昭然無疑 。

法眞守一

「

澄江浄土道場記 」 （大正 47 ・189上〉

　　信心清浄 ，

一
念華開 ， 全体現前 ， 衆相具足，是心即仏 ， 補処何疑 。

慈受懐深 （1077− 1132）
「

勧念仏頌 」 （大正 47 ・22D上 ）
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　　欲知自性弥陀仏　在汝朝昏
一

念中

大慧宗杲 （1089− ll63）

「妙喜老人跋 （龍舒浄土文跋）」 （1160年 ， 大正 47 ・172下 ，

「
龍舒浄土文』巻十 ， 283中）

　　予嘉其志 ， 為題其後 。 若見 自性之弥陀 ， 即了唯心 之浄土。未能如是，則虚中為此文功 ， 不唐捐

　　矣 。

林鎬

「
明師勝地論跋」 （大正 47 ・174中）

　　如妙喜云 ， 見 自性之弥陀 ， 了唯心之浄土者，誠可為此論
一

言之蔽也 。

海慧 （不詳〉

「

海慧禅 師示 心浄土浄」 （
『樂邦遺稿』巻下 ， 大正 47 ・241上）

　　伝燈 録載 。 海慧禅師
一日有学人問 日 。 願生浄土未審 ， 実有浄土 否 。 師日 ， 経云 ， 欲得浄土 ， 当

　　浄其心……
。 若心 清浄 ， 所在之処皆為浄土 。

……浄穢在心 ， 不在国土也。

（そ の他 ， 居士）

程倶

「霊山安養菴記 」 （1106年 ， 大正 47 ・187下 ）

　　時北山中有
一

居士……謂大衆言 ， 現前種種，如上 所説 。 与安養界 ， 在
一切処 ……。

　　（宗暁註）維摩経日 。 欲得浄土 ， 当浄其心。随其心浄 ， 則浄仏土 。

…
， 若人心浄 ， 便見此土荘厳 。

江公望 （
− 1125）

「
念仏方便文 」（大正 47 ・212中下）

　　念念円通 ， 肉団心現本性弥陀 ， 五 濁身遊唯心浄刹，久久遂成唯心識観 。

……所謂，是心作仏 ，

　　是心 見仏 ， 是心是仏 。

王 聞（
− 1146）

「
浄土 自信録記 」 （大正 47 ・209下）

　　余観如来東流之教，若直指本心令人 究理之説。……其意若日 ， 浄土 自他 ， 凡 聖因果 ， 即衆生之

　　 自心耳 。

王 日休（
− 1173？）

「
浄土起信」 （ll60− 1162年 ，

『
龍舒浄土文 』巻一

， 大正 47 ・255下一256 上 ，

『
樂邦遺稿』巻下 ， 243上）

　　世有専於参禅者云，惟心浄土 ， 豈復更有浄土 。 自性阿弥 ， 不必更見阿弥。此言似是而非也 。 何

　　則西方浄土 ， 有理 有事 。 論其理
……為唯心浄土 。 論其跡則実有極樂世界 。

……所謂 ， 自性阿弥

　　 者固不妄矣 。

　　是所謂 ， 唯心浄土 而無復更有浄土 ， 自性阿弥不必更見阿弥者， 非也 。

……是所謂，唯心浄土 者

　　誠不易到也 。

……是所謂 ， 自性阿弥者誠不易到也 。

　　 由此 言之 ， 唯心浄土 自性阿弥者……修未到者 ， 誤人多矣 。

「大宋龍舒居士 王 虚中伝」 （大正 47 ・196下）

　　噫 ， 自非了 唯心本性之道 ， 達生 死変化之数，不臻于是。
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張孝祥

「

龍舒浄土文序」 （1161年，大正 47 ・172中，251中下）

　　阿弥陀如来 ， 以大願 力， 摂受群品 。 繋念甚簡 ， 證果甚速 。 或者疑 之 。 余甞為之言 ， 阿弥陀仏，

　　即 汝性 是 。 極樂国土 ， 即 汝心是．……
， 於 日用 中， 能発

一
念， 念彼如来 ， 欲生其国 。 即 此

一

　　念，清浄堅固 ， 還性所有与仏無異。当是念時 ， 不起于座 ， 阿弥陀仏 ， 極樂国土 ， 悉皆現前。

鍾離松

「宝積蓮社画壁記」 （U73 年 ， 大 正 47 ・189 中）

　　又 因僧兄木訥首座 ， 諄諄警策 。 知有自性弥陀 ， 唯心 安養 。

……
，

一
以示万法唯心 ，

一
以指西方

　　径路。較余功徳 ， 眞所謂百千万億分 ， 不及
一

者歟 。

（続天台系）

宗暁（1151 − 1214）

　註 （
「臨行 自餞」有厳，大正 47 ・182上）

　　鳴呼 ， 唯心本性人人 皆具焉 。

　註 （
「
霊 山安養菴記 」程倶 ， 1106年 ， 大正 48 ・187下

一188上 ）

　　維摩経 日 。 欲得浄土 ， 当其心浄 。 随其心浄 ， 則浄仏土 。

　註 （
「
大宋光州王司士伝」楊傑記 ， 大正 47 ・196上）

　　但論事理 相奪 ， 未若台宗所謂円観事理，
一

念具足也。

「
弁心浄則国土浄」 （

『
樂邦遺稿 』巻 上， 大正 47 ・24  中）

　　禅宗不修浄業者云 ，

……浄土唯心 ， 我心既浄則国土浄 ，

汪大献

「
樂邦文類序」（1200年 ， 大正 47 ・148下）

　　仏指示 日 ， 是心 作仏 ， 是心是仏……
。

※　
「龍舒浄土文 」呂師説（1316 年 ， 大正 47 ・251中）

　　雖然， 本性弥陀 ， 惟心浄土 ， 豈欺我耶 。

※　
「
樂邦文類序」厳訥 （1541年 ， 大正 47 ・148中）

　　吾心 中之 阿弥陀仏， 於因地所荘厳 。 吾心之勝土為樂邦。

…
， 若人心浄 ， 便見此土荘厳。

・・何用別求生 処 。　 ・其自欺之甚也 、

若因是而論，則弥陀果覚即我性是 ， 極 樂遐方即我心 是 。

　以上が
，

こ れ まで に 認 めた唯心浄土 思想関係資料で ある 。もと よ り詳細 に 当た れ ば，
こ れ以 外の

資料ある い は 関係文 もあ ろ う し ， 抄出文の 中に は再 々 添 削に苦慮 したが ， 筆者の独断もあろ う 。 こ

こ で は先学の成果 に従 っ た が ， た とえ ば知礼
「
観経疏妙宗鈔 』全篇 は唯心思想 ［約心 観仏］で貫か れ て

お り， 到る と こ ろ 唯心浄土思想関係文 は頻出す る 。 また ， 道環
「
唯心浄土 説 」，守訥 「唯心浄土文 」は

題名 ど お り， 全文が唯心浄土思想 と考 えて良い
。 しか し ， こ うした難点は ある に して も ， 上 述の 資

料を
一

読した だ け で ， 従来 の 見解 に 較 べ て
，

ほ ほ宋代 まで の 唯心浄土 思想関係資料 が集成 され た こ

と は容認 され よう 。

　こ れ以外の資料調査 ， 筆者の 誤読等の 難点は今後 の 修正 に 期 し て ， こ こ で は上述 の 資料を現時点
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で の 唯心浄土 思想関係資料 と限定 し ， 引き続 き諸資料の概要並びにそれ に よっ て 知 られる 特徴 と留

意事項 を読 み取 ろ う 。

　ま ず ， 諸資料の概要で あ るが ， 主な経典 として は 7部 で ある。前節 「大蔵専談浄土経論 」 （『樂邦文

類 』）4部 に新た に加 わ っ たの は ，

『六十華厳経』〈唯心偈〉，

『
如来不思議境界経』

「
諸仏及

一
切法 ， 皆

唯心量 」，

『維摩 経』〈心浄土浄説〉の 3部で ある 。

『
樂邦文類』は あ くまで も

「
専談浄土経論 」 すなわ ち

阿弥陀仏 に 言及 す る 『観無量 寿経 』
「
是心作仏， 是心 是仏」，

『般舟三 昧経 』（異本 「方等大集経』）
「

心 作

仏 ， 心 自見，心是仏 」，
『
四 十華厳経』〈唯心 念仏門〉に 限られた が ， 新加の 3部 は弥陀浄土 に 無関係

の ， 従 っ て 諸仏並 び に諸仏浄土 の 唯心思想で あ る 。 唯心 浄土思想家の具体的引用は後 に明 らか に し

よう 。 次 い で ， 先行思想 と して は延寿 2 部 を含 め て 8部 で ある 。 前節の
『
樂邦文類 』で は 「観経疏明

四 土宗致 」天 台智者 と延寿 2 部 で あ る か ら， 新 た な 資料は 5部 （
『
摩訶 止観 』

『
止観輔行』，『浄土十疑

論』，『六祖壇経』，『貞元疏 』）で ある。い ずれ も天 台 ・禅 ・華厳を代表す る著書で ， 宗暁の 附註 と諸師

の 顕著な引用 か ら採 っ た が
， 就中 ， 唯心浄 土思想 に 大 きな影響を与 えた の は

『天台観経疏 』
『浄土十

疑論 』 と
『
六祖壇 経』で あ る 。

こ の こ と も後 に明 らか に しよ う。

　問題 は宋代 に 確立 した唯心 浄土思想関係資料で あ る 。 総数 は 38 師 67部で ある 。 前節の
『
樂邦文

類 』に 認め られ る唯心浄土思想関係文 は総数 58 文で ある が ，就中，主 な経典 4部 ， 先行思想 3部を

引 く と ，

『
樂邦文類 』の 宋代関係文 は実質 51 文 に な る 。 そ こ に 新た に現存資料 ・附註資料 として ，

知礼 『観経妙宗鈔 」
『
観経融心 解』， 元 照 『

観経義疏 』， 戒度 『観経扶新論』
『観経義疏正観記 』

『無量寿仏

讃註 』， 楊傑
「
宗鏡録序」， 宗暁自註 ， さ ら に 『龍舒浄土文 』

『樂邦遺稿 』の 関係文 な ど， 計 16部を加 え

る と 67部に な る 。 ただ し ，
こ れ は あ くまで も現存 資料 ・散逸引用資料の 部数で あ っ て ， 同一内容

の 資料（道環
「
唯心浄土説」

「
円弁法師説唯心浄土 」，可観

「

雕弥陀香像頌 」
「

解空法師弥陀尊像讃 」， 宗果
「妙喜

老人跋」 と林鎬
「

明師勝地論跋 」の 引用 ，
王 日休

「
浄 土 起信 」

「

龍舒居 士 伝」な ど）を合す る とや や減ず る。し

か し， 逆に細 か く
一
書数点の 関係文を独立 して加 える と ， そ の 総数は 非常 に増 える 。

こ れ を多 い と

考 える か ，少な い と考え るか 。 それ に係わ る留意事項 は前節で 述 べ た の で 再説しな い
。 以 上が 宋代

の唯心浄土 思想関係資料の概要で ある。

　次に
，

こ れ ま で に な か っ た宋代の 唯心浄土思想資料の 特徴 に つ い て 論及 し よう 。

　 まず初め に 強調 した い こ とは ，
こ こ で の 関係経典 か ら宗暁 に 至 る 関係文を通読しただけで，唯心

浄土思想が 中国浄土 教に お け る
一大潮流で ある と い う実感 で ある 。 こ れ ま で ， 中国浄土教の諸潮流

を指摘 した見解 として ， 日本で はく中国浄土三 流〉（慧遠流 ・善導流 ・慈 愍流）
『
選 択集』法然撰が 有 名

で ある9）ま た ， 中国で は
「蓮社始祖継祖 （慧遠一善導一法照

一
少康

一
省常

一
宗臓）」

『
樂邦文類 』宗暁撰 と

「蓮社七祖 （慧遠
一

善導
一

承遠
一

法照
一

少康
一

延 寿
一

省常）」
『
仏祖統紀』志磐撰 が知 られ て い る ぽ）前者 は

思想的相異性 を見事な まで に 示 した だけ で な く， 時代的地理的 に もそ の 妥当性が 立証 さ れ た卓見で

あ り，後者は最初期 の廬 山慧遠か ら宋代 まで を繋い だ点 に 特色が あ る 。 しか し， 詳細 に 調べ る と ，

前者の く浄土三 流〉は思想的相異性 は卓見で あ っ て も ， 慧遠流 ・慈愍流の根拠 と系譜 は語 られて い な

い し，善 導流五 祖 （曇鸞
一

道綽
一

善 導
一

隈感
一

少康）は時代的地理的 に も限 られ て い る 。 後者〈蓮社六

祖 ある い は 七 祖説〉は般舟三 昧行 ・念仏結社 の 二 形態の 合糅 で ， それ ゆ え思想的共通性 は 弱い 。 そ

れ に較 べ て ， 唯心 浄土思想は経典 か ら先行思想 まで は明確 な姿 を見せ ず，中国仏教の 主 要な潮流の
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中で発酵 しつ つ 宋代に入 っ て
一

気に溢れ 出る 。 あた か も休火 山が活火山 と して 噴火 した 感が強い 。

「

唯心浄土思想の確立 」 に挙 げた 38師 67部の
「一

覧」 と
「
関係文 」 はそれ を如実に 示 す 。 しか も ， こ の

潮流が 次章 「唯心浄土思想の継承 」で 流れ続 け る こ とを予想 すれ ば， 中国浄土教十数世紀の 歴史に お

い て
一

大潮流で ある と主張 して 良 い で あろ う。 しか し ， そ うで あるか ら と言っ て ， 宋代浄土教が唯

心浄土 思想だ け で な か っ た こ と はす で に 注意 した 。
こ こ で は複雑多様な形態 を有する 中国浄d教 の

中で も，

「唯心浄土 」 とい う共通の思想 で展開した最 も大きな潮流で あ る こ とを強調 した い 。

　 こ れは資料全体 か ら受 ける実感で あ るが ， 少 し細か く注意す れ ば ， 第二 に宋代の 関係資料弓用文

を知 る こ と に よっ て ， すで に辿 っ た 経典 か ら先行思想の 展開が そ れ だ け で 鮮や か に 辿れ る 点で あ

る 。 こ の こ と は 具体的な引用 資料を含めて ， 次節で 述 べ よ う。

　 と こ ろで ，
こ こ で新た な事実に 気づ く 。 宋代の 関係資料の 引用を見 る限 り， 宋代 に確立 した唯心

浄土思想 には最初 の提唱者永明延寿の言及が全 く認め られ な い こ とで ある。通常，われわれは思想

の 継承 ・展開は最初の提唱者の影響を受 けて徐々 に確立 に 至 る と考える。しか し，関係資料引用 文

に 延寿 の 言及 はな く， 最後の
『
樂邦文類』 に 至 っ て 初め て 登 場す る 。

「一覧表」か ら み て
， 延 寿か 知礼

・ 遵式 に影響を与えた で あ ろ う こ とは年代 の 近時性 ， 延寿の 師天台徳韶 と の 関係か ら考 えて容
．
易 に

予想 され ， 先学の指摘は傾聴す べ きで あ るが 13） しか し， 唯心浄土 思想 に 限 っ て は影響関係 は立証で

きな い 。 資料的に は ， 知礼は
『
天 台観経疏 J の 精緻 な注釈書 『観経疏妙宗鈔 』， 遵式 は

『浄土十疑論 el重

視が明 白で ある か ら ， 唯心 浄土 思想の本流は
『
天台観経疏 』

『浄土十疑論』の発酵か ら知礼 ・遵式 で 表

出す る天 台浄土 教に ある こ とを関係資料 は示 して い る 。 因み に
「唯心之浄土 ， 本性之弥陀」 を最初に

明記 した の は知礼で ある 。 関係資料が提示 した延寿 と知礼 ・遵式の関係 は どうで あ ろ うか 。 こ れ は

新た な課題で ある 。

　第三 に ，
こ こ で も注意す べ きは ， 上述 の 資料は あ くまで も唯心浄土思想関係資料 を便宜 的に つ な

い だの で あ っ て ，
こ う した 明確な系譜が あ っ た の で は無 い と い う点で あ る 。 た とえば ， 趙宋天台で

は 山家 ・山外派や知 礼門下の 広智 ・南屏 ・神照 ・仁岳系 ， 禅宗で は五家七 宗な どの 系譜は よ く知 ら

れ て い るが ， この
「一

覧表 」は天台 ・禅宗 の 法系を前提 と して大雑把 に
一類 とした に す ぎず， もと よ

り唯心浄土思想の 系譜が存在したわ けで はな い 。元々
， 浄土教 自体は独立 した宗派（学派）の 意識 は

な く， 宗暁 ・志磐に よ っ て 蓮社 （蓮宗）の 系譜が 成立 し た が
， 史実 として の 師資相承で ない こ とはす

で に述 べ た 。 唯心浄土 思想が 浄土教の
一

大潮流で ある こ とは確か で あ るが ， 他宗の よ うな明確な系

譜で は な い
。 あ くまで も唯心浄土思想 の 総合 的成果 を意図す る上で 理解 し易 く挙げた の で ある。

　こ の こ とと関連 して ， 各法系に 位置す る諸師 は必 ずそ こ に限定され る とい うわ けで もな い 。た と

えば，元照（1048− 1116＞は神悟処謙 に従 っ て 天 台教学 を学ん で い る し ， 禅系に 収め た 楊傑 は 天 衣義

懐 に参 じて 得悟 したが ， 天 台の
「
浄土 十疑論序 」 を著 して お り ， 江 公望 ・王 日休な どの 居士の 多 くは

極 め て 禅師 と の 交わ りが 強 い
。 従 っ て ，

こ こ で の
「一

覧表」 は 多少係わ りの強 い 法系 に仮 り に収めた

の で あ り， 宋代仏教 自体が融合的性格 を特徴 とす る の で ある 。 こ の こ と は次章の具体的な思想形態

を知れ ば ， よ り明 らか に な る 。

　な お ， 上 述 の 資料に 挙 げ な い 関係 諸師，資料に つ い て 付言す る と ， た と え ば天 衣 義懐（989 …

1060）は 唯心浄土思想家 と して 知 られ ， 実際 ， 彼の 法系か ら守訥 ・守
一

， ある い は 楊傑 な どが い る
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か ら誤 りで はな い
。 しか し ， 彼の言及 は守訥 「唯心浄土文 」に 紹介 さ れ て い る の で独立 さ せ て い な

い
。 また ， 白蓮宗 の祖子元 （ − 1166？）に も「自性弥陀仏 ， 唯心浄土機 」（

「
慈照宗主円融四土選仏図序」

『
蓮宗宝鑑 』巻二 ，1305 年），

「臨終見仏即非外来，盡是 唯心顕現」 （
「
慈照宗主 示念 仏人 発願偈 並序」

『蓮宗

宝鑑』巻七）の 言及が ある が 1‘） こ こ で は
『
樂邦文類 』（1200年）ま で の 資料 に 限定 した 。 宋代で も後 の 資

料 に認 め られ る唯心浄土思 想は次章で 明らか に し よ う。 これ は 前章 で 永明延寿 の 有名な
「
四料揀」

（『浄土或問』
『
浄土指帰集』 な ど）

（5｝
が彼の思想 と矛盾す る と した資料批判 と同 じ立 場で あ る 。

　以上 が ， 上 述 の
「一

覧表」
「唯心浄 土思想関係資料 」 か ら知 られ た概 要 と特徴並 び に 留意事項で あ

る 。 本節 は こ うした難点を持つ として も ， 唯心浄土思想の 形成過程 に つ い て の 資料集成で ある こ と

は容認 され よう。
こ れ に よ っ て ， 宋代 に 確立 した唯心浄土思想の 資料に 係わ る 諸作業はほ ぼな し終

えた こ と に なろ う。

　（1） 『選択 集』，『浄土 宗全書』巻七，8頁。道端良秀
「
中国浄土 教 の 時代区分 と そ の 地 理 的考察」

『中国 浄土教史 の研

　　究』， 小 笠 原 宣 秀 『中国 浄土 教家 の研究 s124
− 131 頁参照。

　（2） 『
樂邦文 類 』巻三

， 大正 47 ・192 中
一193下，『

仏祖統紀』巻二 六 ， 大正 49 ・260下
一365 上 ，拙稿

「
中国浄土 教

　 　の 系譜」
『
印度哲学仏教学』第 1 号 。

　（3＞ 安藤俊雄『観無量寿経妙宗鈔概論』4− 5 頁 （「
天 台 学論集 』2  頁）， 池田 魯参

「
趙宋天 台学 の 背景」

『
駒沢大学仏教学

　　部論集』第 14号。

　 （4＞ 『廬山蓮宗宝鑑』巻二 ，巻七，大正 47 ・313 中 ， 336下。

　（5） 『浄土 或問 』天 如維則，大正 47 ・292 中，『浄 土 指帰集』大佑，続蔵 2 ・13 ・1，67 − 68。前号第 四章第四節

　 　
「
中国浄土思想史 に お ける 永明延寿」91− 93頁 。

第四 節　唯心 浄土思 想の 諸形態

　こ れ まで は ， 宋代に 確立 した 唯心浄土思想の資料的研究 ， 具体的 に は資料の 収集 ・整理 ， それ に

係わ る留意点な ど の考察で あ っ た 。 本節で は ， 最後に 果すべ き大 き な課題 ， 諸資料か ら知 られ る思

想形態並 び に そ れ に係わ る諸問題 に つ い て解明す る。

　考察の順序 を初 め に宋代浄土 教の 特徴 と唯心浄土思想の 評価，次 い で
「
問題の 所在」で提起 した課

題の解明 を果す 。 そ こ に は また新た な知見 と疑義が 予感 さ れ る 。 そ こ で 主 要な唯心浄土思想の 具体

的形態 と諸 問題 を解明 し ， 最後に残 され た課題 に論及 しよ う。 それに よ っ て ， 思想形態に 関す る諸

作業は お そ ら くなし終 える こ と に な ろう 。

　論述の 順序を漠然 と こ の よ う に設定 した の は ，
い ま前節の 諸資料 を前に して ， 思想研 究を何 か ら

始め て い くか ， 正直 な と こ ろ 苦慮 し て い る か ら で あ る 。

一
読 し て 知 られ る よ う に ，諸師 ・諸資料

夫々 の 内容が あ ま りに も違 うた め に
一本の 太 い 主柱が見 つ か らな い

。 前号で 扱 っ た 隋唐代 まで の 先

行思想で は ， 中国浄土教 の主要な浄土観 と『観経 』〈是心是仏釈〉を主柱 とし て 関係思想 を辿れ た し ，

最初 の提唱者永明延寿の浄土思想 は 大部 な 『宗鏡録 』 とは言え ，

一思想家の 解明で あっ た 。 それ に較

べ て ， 本節で 扱 う対象 は 言及 は少な い とは言え ， 38師 67部 に 及ぶ 。諸師各々 の 立論 は考証で き て

も，
そ の 成果 は単 な る寄せ 集め に す ぎな い 。総合的成果 を意図す る本稿で は諸資料全体 を貫 く共通

の 思想基 盤 の あ る こ と が 望 ま し い
。 そ れ を基準 に組織化大系化が で き る か らで ある 。 し か し ， 再読
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して も未だ主柱は見出し難い
。 宋代の 唯心浄土思想は主柱の な い こ とが特色であ るのか 。

　　 第一項　宋代浄土教 と唯心浄土思想

　そ こ で や む な く，本節 のなすべ き作業 として ， 初め に 宋代唯心浄土 思想 の 評価 を正確 に位置づ け

るた め もあ り．宋代浄土 教全体 の 特徴 を先学の 成果か ら学び ， それ と の 関係で 唯心 浄土思 想を考え

る 。 それ に よ っ て ，本節 の なす べ き課題の 手が か りを期待す る か らで ある 。 それ は また ， 前に も心

した唯心浄土思想 の過大視あ る い は過小視を防 ぐため で もあ る。 唯心浄土思想は資料だけで な く。

思想的 に も
一

大潮流 と言 い うる の か 。

　宋代浄土教の 研究 は 日本 へ の 影響が 少な い こ と もあ っ て低調 であ る 。 そ うした傾 向の 中で
， 望月

信亨博士 『
中国浄土 教理史』は浄土経論の 訳 出か ら清代浄土教 まで を網羅 した唯

一
の研究書で ある 。

博士 は本書で 宋代 の代表的浄土 思想家 ， 義通 ・知礼 ・遵 式 ・智円 ・元 照 等に論及 した後 に
「

朱代 に

於 け る浄土教の 弘通 」の 章を設 け，

　　然 るに浄土 は多 く天 台及 び禅等の 諸宗 に依附 して行 はれ た の で ， 随っ て そ の教 旨も台浄融合，

　　禅浄双修の 如き
一

種の 思潮 を形成 し ， 名実共 に寓宗た る に 過 ぎな か っ た観が ある9）

と ， 天台 ・律及 び華厳 ・結社念仏 ・禅僣 ・居士等を網羅 し， そ の 思想 を略述 する 。 また ， 高雄義堅

師は
「
宋代浄土 教の研究 」後篇 「浄土教家 と其教系」で ，

　　
一

体宋仏教の 特徴の
一

は，諸宗融合 の風潮で あ る 。

……か くし て 宋代浄土教は永明延寿や長蘆

　　宗頤等の 禅宗系 と
， 四明知礼 ・慈雲遵式の 如き天台系 ， 及び霊芝元照一

派 の 戒律系と に分 ける

　　 こ とが 出来 る望

とし て ， 宋代 を代表 する諸師の浄土思想を考証す る 。

　両碩学 は，以上 の よ うに 宋代浄土教の 特徴 と して 諸宗融合の風潮 ， 具体的に は天 台系と禅系，次

い で律系及び華厳系，さ らに 居士等の 活躍 を指摘す る 。 就中 ， 天 台系 ・禅系が と くに 多 い こ とは ，

今日
「
天 台浄土 教 」

「禅浄双 修 」
（3）

の 名称が用 い られ る こ と で 納得で きる 。
こ の 特徴 を宋代 唯心浄土

思想 に 照せ ば ， 驚 くほ ど
一致す る 。

「
唯心浄土 思想関係一覧表」 を見 る と ，

一
番多 い の は天 台系 19

師 34部 ， 次い で禅系 10師 18部 ， 律系 2師 7 部及び華厳系 1師 1部 ， 居士等 6 師 7 部（居 士 tS天台

・禅 系を含め る と さ ら に 多 い ）で あ る か ら
， 宋代浄土教全体の 特徴 をそ の まま縮小 した 観が ある 。 宋

代 の 唯心浄土思想 は宋代浄土教 の特徴 を顕著 に示す 。
こ れ は資料 自身 の分類が立証す る 。

　こ こ で ， 次の よ うな疑問が 出るか も知 れ ない 。 唯心浄土思想 は浄土教の
一

形態で ある か ら ， 同時

代の 特徴 と
一

致す る の は当 り前で ， む しろ異な る 方が お か し い とい う反論で ある 。 しか し，
こ の 反

論 はや や 早計で あ っ て ，宋代 浄土教 の融合的特徴 は単 に 諸師 ・諸 資料が 量 的に 立 証す る だ け で な

く， 唯心 浄土 思想形態の 質 的内容 に 深 く係わ る こ とを注意 した い
。

　新思想の 成立 は ， それ以 前の 思想 に較べ て新思想 と い う場合 と同時代に対抗 して 現われ る新思想

の場合が あ る。宋代の 唯心浄土 思想 はそれ以 前の 唐代浄土 教 まで に は無か っ た意味 で の 新思想で あ

る 。 それ よ りも， 唯心浄土思想を含めた 宋代浄土教 の融合的特徴 自体が ，法照 ・飛 錫な どの 先駆的

唐中期を経 た とは言 え；
‘）新思想で あ る 。 こ の場合 は前代ま で に較 べ て の 新思想に 当る 。

　こ れ に対 して ， 同時代 に対抗 して 現 わ れ た新 思想 と し て は ， わ れ われ は観経註釈書輩出の 隋裔代

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

32 中国浄土教 に お け る唯心浄土思想 の 研究（⇒

に 浄影寺慧遠 ・吉蔵等の 註釈書を古今楷定 して ， 善導が独創的思想 を主張 した こ とを想起 する 。 そ

れ は ， それ以前 と同時代の 古今楷定は もと よ り， そ れ以後 の 『天台観経疏 』
『同妙宗鈔 』を も楷定に値

す る ，文字通 り古今当来の 楷定書で ある。新思想 は時代社会の 風潮 に対抗 し て 出現す るが ゆえ に ，

正 に新 しい 思想なの で あ り， 善導教学はその典型 と われ わ れ は教 え られ て い る 。 こ の こ とが誤 りで

ない な ら， 前 の 同時代の 特徴 と
一

致す る の は当り前とす る反論 は成立 しない
。 こ こ で ， 殊更 ， 善導

教学 を挙 げる の は，唯心浄土 思想が それ以前の 潮流 と異な る新思想 とい う点 で 共通 して い て も， 同

時代の 風潮 に 対抗 して 出現 した
一

大思想家善導の 新思想 と違 っ て ， 同時代の風 潮か らの 出現ゆ え

に ， 文字通 り諸師の 輩出で あ り，確立 で あ る こ と を強調 した い か らで ある 。
こ うした両思想出現の

違 い は ， 善導教学は同時代 の風潮か ら傑出 しす ぎた が ゆ え に定着せ ず（日本の 法然 に 至 っ て 初 め て 選

択 され）， 唯心浄土思想 は そ の まま元代以降 の
一

大潮流 と して 継続 して行 く。
こ うした 中国浄土教

の 後の 流れ に も深 く係わ るか らで ある。われ わ れ は思想を扱う場合で も ， 時代性社会性を無視 して

はな らな い 曽
）

　時代社会の 風潮 に よ る新思想
「
唯心 浄土 思想 」の輩出 ・確立 と い う

一
見当 り前の よ うな こ の 特徴

は ， 実はそ の 依 っ て立 つ 思想基盤 と具体的思想形態 を解明 しよ うとす る と き に ， 重 要な ヒ ン トをわ

れ われ に 示 唆して い る 。 第
一

に ， 宋代仏教が諸宗融合の 風潮で ある こ とは，天台 ・禅 ・律等の思想

も他思想 を交 え ぬ独立 した形態で はあ りえず ， 天台 に も華厳 ・唯識が 入 り， 禅 ・律 思想に も天台 ・

華厳 の影響が あ ると考 えね ば な らな い
。 当然， 融合的風潮か ら輩出 した 唯心浄土 思想の諸形態 も天

台 ・禅 ・律 ・華厳系 ， 居士等 に仮 り に分類 したが ，

一宗一派の思想基盤の み で 単純 に解釈で きな い

こ とを要求す る 。 そ の
一

端 は前節の 元 照 ・楊傑等の事蹟で予測 した が ， こ こ で 唯心浄土 思想全体が

そ うで ある と覚悟 せ ね ばな らな い
。

こ の こ とは 38師 67部の思想形態 を分析 し解明 し よ うとす る本

稿の意図 に は極め て難渋 なこ とで あ る 。 第二 に ， 唯心 浄土思想が 宋代仏教， すなわ ち諸宗全体の 中

か ら主張され た とい う事実 は ， 逆 に それ以前の 弥陀浄土教の中か ら成立 した もの で な い こ とを意味

す る 。 この こ とは本稿冒頭
「

問題 の 所在」で 漠然と予感 し ， それ以降の先行思想が証明 した こ とで あ

る 。 わ れわ れ は こ こ で 重要な課題 に気づ く。 唯心 浄土思想 がそれ以前の弥陀浄土教 の継承 ・展開で

な い な ら ， 唐代 まで の 弥陀浄土思想 と決定的に 異な る形態 は何 な の か 。と くに 善導 の指 方立相論 ，

即 ち報 身報土 説 との関係 ， 所謂 ， 従来 の 見解で 指摘 され る会通 と批判が何か で あ る 。
こ こ で は具体

的思 想形 態 の解明 と と もに指方立 相論 との 関係が新た な課題 と して 要求され る 。 第三 に ， 宋代仏教

の 諸宗融合 か ら輩出 した とい うこ と， さ らにそれ以前の弥陀浄土教 の 影響が 無い とい う こ とは， 唯

心浄土 思想最初の提唱者永明延寿の継承で な い こ とを も意味する 。すで に 詳論 した よ うに
一大唯心

思想家永明延寿の唯心浄土は十方に 周遍す る諸仏の 唯心浄土 で ， 弥陀浄土 は中下根 の 機 の た め の 有

相浄土で あ っ た 。 38 師 67部 の 唯心浄土 は ， 詳細 な判別 を俟 つ に して も ， 弥陀の 唯心浄土 と考 え て

良 い 。それ ゆ え，永明延寿の影響，継承 とみない 方が無難 な よ うで ある 。 こ の課題 は前節の 資料か

ら提起 され た こ とで もある。

　望月信亨 ・高雄義堅両碩学の 教示 す る宋代浄土教の融合的特徴 は，唯心浄土 思想 の諸形態 を研究

す るわ れわ れ に 貴重な ヒ ン ト と課題 を与 え て くれ た 。 宋代浄土 教全体 に照 ら して 唯心浄土 思想 を評

価す る こ とは重 要で あ っ た 。宋代唯心浄土 思想 は融合的形態 を特徴 と し ， あたか も大河の 如 くに そ
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れ全体が様 々 な思想形態 を呑込 んだ潮流で ある こ とを示 唆 して い る 。 諸師各々 に は確か な思想基盤

が あ っ た とし て も， 唯心浄土思想全体 を貫 く太 い 主柱 はな い よ うで あ り， われ わ れ は種々 の 支流 を

解明せ ざ るを えな い の で ある。

　（1） 望月信亨
『
中国浄土教理 史』381− 438頁 ， と くに 383頁。他 に 佐 々 木月樵 『支那浄土教史』403− 523頁 参 照。

　（2） 高雄義堅 『中国 仏 教史論 』162− 188頁 ， と くに 163− 164頁 。

　（3） た と え ば，山 口光円
「
天 台浄土 教史』， 藤 吉 慈 海

『
禅 浄 双修 の 展開』。

　〔4） 塚本善隆
『
唐中期 の浄土教』 （法藏館）256− 268， 275− 282頁。

　  　善導教学が 古今楷定の 『観経疏 』に あ り， 中心 思 想が 凡夫 の 称名念仏 に よ る西方浄土［指方立相〕往生で あ る こ と

　　は 正 しい 。しか し，また
一

方で は，当時の 大徳 と して龍門 石 窟造 営 に 活躍 し， 般舟三 昧行者で もあっ た こ t は，

　　著書
・
史料の 伝 え る こ とで あ る （

『
般舟讃』，『

観念法門 』，岩井大 慧
「

善 導伝 の
一

考 察」
『
日 支仏教 史論改 』，藤原 幸 了ヱ

「 ttl導

　　浄土教 と天 台智顕 」
『善 導浄土教 の研 究．1，牧田諦 亮

「
人 間像善 導」

『日本 仏教 学会年 報』第 42 弓
・
， 拙稿 「

中国浄 土教の 系譜」
［
．
印

　　度哲学仏 教学 」第 1 号 等）。 善導 も時代社会 の 影響 を受 け て お り，凡 夫 の称名念仏 に よ る浄 土 往生 だ け の 人 で は な

　　か っ た。若 し，後者 （大徳 ・般 舟三 昧行者）の 善導像が 正 し い と す る な ら，善導教学 は
『
観経疏』だ けで 解釈 す る の

　　で な く，広 く著 書 五 部九 巻 か ら検討す べ き で あ り，『
観経疏』 そ の もの も再考 を要求 され る。別 の 機会 に 提起 した

　　い （
「二 つ の 善 導像 と そ の 教 学 」〈第 10 回北 海道印度 哲学仏教学会学術大会 〉平成 6年 8 月 27日於北海 道大学，予 定）。

　　第二 項　唯心 浄土 思 想の 主な要語 と見解

　宋代浄土教全体の特徴か ら唯心浄土 思想の 時代的社会的性格 と新たな課題を学ん だわ れわ れ は tt

主柱の な い こ と に 納得 して ， こ こ で そ の 支流に 当た る 具体的思想形 態の 解明に 分 け入 る こ と に し よ

う 。

　初め に ， 前節で それ だ けで 具体的思想形態が 理解で き る よ うに 多少詳 し く抄出 した
「
唯心 浄土 思

想関係文 」を さ らに判 り易 く整理 す る 。 前節 関係文の ままで は い ま苦慮 した よ うに思想形態が 多岐

に 及ん で収拾が つ か な い か らで ある 。 前節関係文の 中か ら思想 に 係わ る主な要語と見解を挙 げ る こ

と に よっ て ， 諸師の 重視 した経論 ・先行思想 ， 依 っ て 立 つ 思想基盤 ， そ して 具体 的思想形態が 容易

に把握で き るで あ ろう 。

唯心 浄土思 想の主 な要語 と見解

主な経典

『
観無量 寿経』 ；是心作仏 ， 是心是仏 。

『般舟三 昧経』 （
『
方等大集経』）；心作仏 ， 心自見 ， 心是仏。

『
四十華厳経』 ；解脱長者， 所見諸仏，皆 由自心。

『六十華厳経 』 ；心仏及 衆生　是三無差別 ， 〈唯心偈〉。

『如来不思議境 界経』 ；自心 作仏， 離心無仏，諸仏及一切法皆唯心量 。

『維摩経 』 ；心 浄即仏土 浄 ， 〈心浄土浄説〉。

先行思想

『安樂集』 ；有相 心無相心 ， 理観相応。 ※ 相応文 な し。

『
摩訶止 観』，

『
止 観輔行 』 ；常行三 昧，般舟三 昧経 。

『天台観経疏 』 ；心観為宗 ， 是心是仏 ， 心外無仏。
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『浄土十疑論』 ；心 浄土浄説 ， 無生即是生。

『六祖壇経』 ；迷人 念仏求生 ， 悟人 自浄其心，心浄土浄説 ， 浄土 往生批判 。

『貞元疏 』 ；了心即仏 。

『万善同帰集 』 ；唯心浄土周遍十方 ， 如来不思議境界経 ， 定心修定 ， 専心念名号末品 。

『神棲安養賦 』 ；皆従心 出。

唯心浄土思想関係文

（天台系）

知礼

『観経疏妙宗鈔 』 ；般舟三 昧，約心観仏 ， 心能具心能造 ， 是心 是仏釈 ，

一心三 観な ど。

『
観経融心 偈』 ；是心是仏 ， 心外無仏 ， 般舟云 。

「
復楊公請住世書」 ；

一心三 観 ， 唯心之浄土 ， 本性之弥陀 。

遵式

『往生浄土 決疑行願 二 門』 ；生仏体等 ， 華厳唯心偈，起信論 ， 観経是心是仏 ， 般舟三 昧経 ， 介爾心

　　　　　　　　　　　 中， 往生法界 ， 正協唯心 。

「依修多羅立往生 正信偈」 ；浄土在心 ， 心 浄土浄説 ， 西方浄土説 ， 華厳唯心偈 。

「

十六観経頌」 ：像観 ， 是心即仏菩薩像。

智円

『
阿弥陀経疏序』 ；心性之為体 ， 唯心無境。

「西資鈔」 ；十方空界悉我 自心 。

仁岳

「
義学編論席解紛 」 ；十方世界皆是我身 ， 西方浄土説， 天台智者 ， 生即無生 。

有厳

「
浄土 修因或対 」 ；無生妙観 ， 上根得 （無）生 ， 安樂集， 有相心無相心 ， 理観相応 ， 中下鈍根。

「
十六 観頌」 ；樹観， 了得唯心境 。

「
懐安養故郷詩並序」 ；即心浄土。

従諌

「示陳行婆頌 」 ；弥陀勿求外 。

彦倫

「

念仏修心術」 ；定 （善）即 心観仏 ， 唯心本具 ， （観）経是心 是仏 ， 唯心三 昧 ， 心外無仏 ， 散善 （念仏），

　　　　　　　若定若散，或鈍或利 。

陳理

「
陳了翁談唯心浄土」 ；明智法師 ， 唯心浄土 ，

一
念三 千 。

斉玉

「
四十八 願 後序」 ；即 心浄土 ， 本性 弥陀 ， 去則無去 。

丁注
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「
讃喩弥陀偈」 ；心浄土 浄説 ， 極楽現前 。

道深

「唯心浄土説」 ；唯心浄土 ， 本性弥陀，事理有異，約事往生 ， 拠理即心 ， 円家事理 ， 十界四 土本具 ，

　　　　　　　具足百界 ， 只
一

三千，唯心本性 。

「
円弁 法師説唯心浄土 」 ；唯心浄土， 弥陀我心 ， 我心 具樂邦。

道因

「
慶懴礼仏会疏 」 ：弥陀依衆生心，衆生心中之諸仏 ， 諸仏心中之衆生 。

「
念仏心要頌並 序」 ；弥陀是法界身 ， 天 台智者， 我与弥陀不二

。

思梵

「

念仏成就三 力則易超往 」 ；衆生心具仏性 ， 与弥陀無有異 。

可観

「

勧修西方説 」 ；壇経批判 ， 唯心本性在我 。

「雕弥陀香像頌」 （
「
解空法師弥陀尊像讃」）；白玉我心 ， 紫金我性 。

呉克己

「刊往生行願略伝序 」 ；我心 本具妙法 。

冲黙

「
十六観近体詩 」 ；樹観 ， 珠光 自心 ， 像観，直指心源。

可旻

「懐西 方詩 」 ；本性唯心 。

「讃浄土漁家傲並序」 ；本性弥陀，唯心浄土 。

（律系）

元 照

『
観経義疏 』 ；浄土 自心 ， 弥陀 自性 ， 是心是仏 ， 慈雲云 ， 利根達理

一
切唯心 ， 鈍根未達専依事行 ， 法

　　　　　　性土謂唯心浄土 。

「無量寿仏讃」 ；本性之 弥陀 ， 唯心之浄土 。

「

開元寺三 聖 立像記 」 ；諸仏法界身 ， 相即非相 ， 理事
一

如， 眞俗不二 。

戒度

「追和渕明帰去来辞」 ；唯心本具。

『観経扶新論 』 ；唯心本性 。

『観経義疏正観記』 ；浄土 自心 ， 弥陀自性， 唯心浄土 ， 本性弥陀 。

『無量寿仏讃註 』 ；唯心浄土 ， 本性弥陀 ， 唯心本性 ， （正因跋 ；唯心本性）

（華厳系）

義和

「華厳念仏三 昧無盡燈序 」 ；解脱長者 ， 唯心念仏 ， 諸仏心内衆生 ， 衆生 心中諸仏 ， 弥陀本 師説。

（禅系）

楊傑
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「
浄土十疑論序」 ；聖凡一体，諸仏心内衆生，衆生心中浄土 。

「直指浄土 決疑集序」 ；去実無去 ， 華厳解脱長者云 ， 三種不信心 ， 処処浄土 ， 唯心浄土，自性弥陀 。

「建弥陀宝閣記 」 ；
一

切相為非相，

一浄土而無量浄土 ， 無念而念 。

「

安樂国讃三十章」 ；浄土周沙界， 無生即是生，心浄土浄説 。

「

宗鏡録序」 ；諸仏心是衆生心 ， 唯心偈。

王仲 回

「
王 司士伝 」 ；祖師批判 ， 理地無仏無衆生 ， 以理 奪事 ， 以事奪理 。

王 古

「浄土宝珠集序」 ；心浄土 浄説 ， 弥陀心 内衆生 ， 衆生心 内浄土 ， 本性之無量光 ， 唯心之安養国 。

「
寂照 集揀西方要義」 ；六祖壇経 ， 智者知心是仏， 愚人愛往西方 ， 法有隠顕，根有利鈍 。

宗髓

「
観無量 寿仏経序」 ；随心浄土 ， 極楽方寸 。

「蓮華勝会録文 」 ；生而無生，第
一

義諦，唯心浄土 ， 自性弥陀。

「
勧念仏頌 」 ；極楽眞法界，弥陀即 自心 。

「

西方浄土頌 」 ；西方在目前 ， 曾不離三 千 ， 方境了唯心 ， 禅家批判。

守訥

「
唯心浄土文」 ；頓者 批判，吾学唯識 ， 心外無法 ， 生仏同体 ， 弥陀自心 ， 天衣義懐 ， 唯心浄土 。

守
一

「澄江浄土道場記 」 ；衆相具足 ， 是心即仏 。

懐深

「勧念仏頌 」 ；自性弥陀仏 。

宗杲

「妙喜老人跋」 ；自性之弥陀 ， 唯心之浄土 。

林鎬

「明師勝地論跋 」 ；妙喜云 ， 自性之弥陀，唯心之浄土 。

海慧

「海慧禅師示 心浄土浄」 ；伝燈録，心浄土 浄説 ， 浄穢在心 。

（そ の他 ， 居士）

程倶

「
霊 山安養菴記 」 ；現前種種 ， 安養界在

一
切処 。

江公望

「念仏方便文 」 ；肉団心現本性弥陀 ，
五 濁身遊 唯心浄刹 ， 唯心識観 ， 是心見仏 ， 是心是仏 。

王 聞

「浄土 自信録記」 ；直指本心 ， 浄土 自他即衆生之 自心。

王 日休

「浄土起信 」 ；禅者批判 ， 唯心浄土，自性阿弥 ， 有理 有事 ， 論理 唯心 浄土 ， 論跡［事］極楽世界 。
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「
王虚 中伝」 ；唯心本性 。

張孝祥

「
龍舒浄土 文序」 ；弥陀即汝性 ， 極楽即汝心 。

鍾離松

「宝積蓮社画壁記 」 ；自性弥陀， 唯心安養，

一
以 示 万 法唯心 ，

一
以指西方径路 。

（続天台系）

宗暁

「
註（臨行 自餞）」 ；唯心本性人人皆具 。

「
註（霊山安養菴記 ）」 ；心浄土浄説，心浄便見此土 荘厳。

「
註 （王司士伝）」 ；円観事理 ，

一
念具足 。

「弁心浄則国土浄 」 ；禅宗批判 ， 浄土唯心 。

汪大献

「
樂邦文類 序」 ；是心是仏，弥陀即我性，極楽即我心。

　　第 三 項　「唯心 浄土 」
「本性 弥陀（自性 弥陀）」の 用語 と先行 思 想

　細か な言及は 前節関係文 に委ね る に して も， われ われ は以 上の主 な要語 と見解か らだ け で も極 め

て 容易に 唯心浄土思想 の 実 に煩雑 な諸相 を分析 し解明 す る こ とがで き る 。

　そこ で 初 めに 果 さねばな らない こ とは ， 本稿冒頭で大前提 とし ， 本章第
一
節

「
問題の 所在」で 再提

示 し た 課題の 解明で あ る 。 す なわ ち ， 第
一

に
「
唯心浄± 」

「
本性弥陀 （自性弥陀）」の 有無 ， 第二 に それ

に伴 う唯心の弥陀浄土か諸仏浄土か の 判別 ， 第三 に宋代の 諸資料 か ら み た先行思想 の 確定等の 解明

で ある 。 こ れ らの課題 を明 らか にす る こ と に よ っ て ， また新た な諸相が見 え て きそ うで ある 。

　 まず第一
に

「唯心浄土 」
「本性弥陀（自性弥陀）」の有無 に つ い て取挙げて ， 整理 して み よ う。こ の 両

句 は 前代 まで に は全 く認 め られ なか っ た もの で ， そ の 明記 こ そ真に 唯心浄土思想 の 確立 に 値つる か

らで ある
。

　両句を明記す る資料 14部

　　知礼 「復楊公請住世書 」， 斉玉
「
四十八 願後序」， 道環

「
唯心浄土説 」，可旻 「讃浄土漁家傲並序 」，

　　元照 「無量寿仏讃」 ， 戒度
『
観経義疏正 観記』 ，

『
無量寿仏讃註』 ， 楊傑

「

直指浄土決疑集序」 ， 宗饋

　　
「

蓮華勝会録」， 宗杲
「
妙喜老人跋（龍舒浄土文跋）」 ， 林鎬 「明師勝地論跋 」， 江公望 「

念仏方優文 亅，

　　王 日休 「浄土起信」 （龍舒浄土文 〉， 鍾離松
「
宝 積蓮社画壁記 」。

　両句 の省略形 「唯心本性」 を記す資料 4部 （※ 重出 は 除 く）

　　道環 ※ 「唯心浄土説」， 可観※
「
勧修西方説 」， 可 旻

「

懐西方詩 」，戒度 『観経扶新論』 ，
※

『
無量 寿

　　仏讃註 』並 び に
「
正 因跋 」，王 日休 「

王虚 中伝 」 ， 宗曉
「註 （臨行 自餞）」。

　両句を明記 しな い が，同 じ思想 を説 く資料 12部

　　遵式
『
往生浄土決疑行願 二 門』 ， 彦倫 「念仏修 心術」， 元 照

『
観経義疏 』， 楊傑

「

浄土十疑論 序」，

　　
「建弥陀宝 閣記」， 王 古

「

浄土宝珠集序 J ，

「寂照集揀西 方要義」， 宗饋
「
観無量寿仏経 序」，「勧念

　　仏頌」 ， 守納 ※ 「
唯心 浄土 文 」， 王 闃

「

浄土 自信録記 」 ，張孝祥 厂龍舒浄土文序」 ， 汪 大献
「
楽邦文類
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　　序 」。

以上 が ，

「

唯心浄土 ， 本性弥陀（自性弥陀）」の 明記 14部 ， 省略形 「
唯心 本性」 4部 ， 同 じ両思想 を説

く資料 12部 。 合計 30部で あ る 。 これ らは唯心 浄土思 想， 厳密に は
「
唯心 浄土 」 と

「
本性弥陀 （自性弥

陀）」の 両思想 を説 くと い う形態か ら ， 第
一
類 とす る 。

　次 い で
， そ の 他 の 資料 か ら

「

唯心浄土 」ある い は
「

本性弥 陀（自性弥陀）」だ け を説 く資料 を調べ よ

う。

　 「唯心浄土 」だ けを明記す る資料 5 部

　　有厳 「懐安養故郷詩並序 」 （即心浄土），陳瑾
「
陳了翁談唯心浄土 」， 道環

「
円弁法師説唯心浄土 」，

　　守納
「
唯心浄土文 」 ， 宗曉

「
弁心浄則国土浄 J （浄土 唯心 ）。

　
「
唯心浄土 」を明記 しな い が

， 同 じ思想 を説 く資料 19 部

　　遵式 「往生正信偈 」 ， 智円 『阿弥陀経疏序』 ，

「西資鈔揀示偏讃西方 」， 仁岳 「義学編論席解紛 」， 有

　　厳
「浄 土修因或対 」 ，

「十六観頌 」 ， 丁注 「讃喩弥陀偈 」，可観
「

勧修西 方説 」，

「

雕 弥陀香像頌」 ，

　　「
解空法師香像頌」 ， 呉 克己

「

刊 往生行願 略伝序」， 冲黙
「
十六 観近体詩」 ， 楊傑

「安 楽国讃三 十

　　章」， 王 仲回
「
王 司 士伝 」， 宗髓 「西方浄土頌」 ，海慧

「

示心浄土浄 」， 程倶
「

霊 山安養菴記」 ， 宗曉

　　
「
註（霊 山安養菴記）」 ，

「註 （王司士伝）」。

　
「
本性弥陀（自性弥陀）」だ け を明記 す る資料 1部

　　懐深
「
勧念仏頌 」。

　
「

本性弥 陀（自性弥 陀）」を明記 しな い が ， 同じ思想 を説 く資料 8部

　　知礼
『
観経疏 妙宗鈔』，

『
観経融心解』 ， 遵式 「

十六 観頌 」 ， 従諌 「示陳行婆頌 」， 道 因 「慶懺礼仏会

　　疏 」 ，

「

念仏心要頌並序」， 思梵
「
念仏成就三 力則易超往」 ， 守

一「澄江浄土道場記 」。

以上 が
，

「
唯心 浄土」だ け の 明記 5 部 ， 同 じ思想 を説 く資料 19 部，「本性弥陀j だ け の 明記 1部 ， 同

じ思想を説 く資料 8 部 。 合計 33部 で あ る 。
こ れ らは

「
唯心 浄土 」あ るい は

「

本性弥陀 」の い ずれ か
一

思想 を説 くとい う形態か ら ， 第二 類 とす る 。

　従 っ て ，
「

唯心浄土 」
「
本性弥陀 （自性弥陀）」の 有無 に係わ る第一ma　30部 と第二 類 33 部 の 総計 は 63

部 で ある 。 こ の 分類 を判 り易 く図示 す る と次の とお りで ある。

　　　　
「

唯心浄土 ， 本性弥陀」
第一類
　　　　　　　　　（自性弥陀）

第二 類 ｛慧 畆＿ 、

明記　　同じ思想

18部　　　 12部

5部　　　　19部

1 部　　　　 8 部

合計

30部　 （「唯心本性」含む ）

24 部

9 部

24 部 39 部 63部 そ の 他 4 部

　とこ ろで ， 前節
「唯心浄土思想 の 関係文 」で 指摘 した宋代の 総資料数は 38師 67 部で あ っ た 。

い ま

整理 した
「唯心浄土，本性弥陀 」，

「
唯心 浄土」 あ るい は

「本性弥陀 」 の明記 と同
一

思想 は 63部 であ る 。

そ こ に外れ た 4 部は何で あ ろ うか 。「唯心浄土 ，本性弥 陀」で な い ゆ え に 外 され た の で ある か ら ， お

そ ら く
厂唯心 の 諸仏浄土 ， 本性の 諸仏」 と予想 され る。それ は第二 の 課題 唯心 の 弥陀浄土か諸仏浄
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土か の判別 に属する。 と こ ろで ， 前号で の関係経論 ， 先行思想 ， 永明延 寿の浄土思想の殆ん どす べ

て は唯心 の 諸仏浄土 関係資料で あ っ た。唯心の 弥陀浄土思想 は未だ成 立 して い なか っ た か らで あ

る。それ に 較 べ て 宋代 に 唯心の諸仏浄土思想が極端 に 少 ない の は何故で あろ うか。 こ れ ま で の 考察

に 重 な ミ ス が あ っ た の で あ ろ か 。また新 た な疑 問が提示 され た が
，

こ こ で は部数は僅か 4部 と極め

て 少 ない の で 直 ち に その内容 を吟味す る。
こ の疑問は第

一
の課題 「

唯心 浄土 ， 本性弥陀」の 有無 との

関係で 後 に 明 らか に しよ う。

　 い ま外 された 4部 の 記述は 次の と お りで ある。

楊傑 「宗鏡録序 」（大 正 48 ・415上）

　　衆生界即諸仏界， 因迷而為衆生 。 諸仏心是衆生心 ， 因悟而成諸仏 。

……心仏衆生三無差別 。

義和 「
華厳念仏三 昧無盡燈序」（大正 47 ・169下

一170上）

　　又解脱 長者 ， 教以唯 心念 仏門。

……
， 諸仏心 内衆生 ， 新新作仏。 衆生心中諸仏 ， 念念證 眞 。

　　　
・・

， 唯西方弥陀世尊 ， 接引娑婆衆生願力偏重 ， 即本師故。

元 照 「
開元 寺三 聖 立像記」 （大 正 47 ・186 下）

　　或 日 。 経云 ， 諸仏如来是法界身 ， 入
一

切衆生 心想中 。

……則 山河国土草木…莫非諸仏法身之体 。

戒度 「追和渕明帰去来辞」 （大正 47 ・226中〉

　　衆妙之門， 唯心本具， 眞性常存 。

　以 上 の 4部 を簡単 に 考証 す る と ， 楊傑
「

宗鏡録序」 は前号第 四章 「唯心浄土 思想 の成立一永明延 寿

の 浄土思想 」で認 め た の で あ り， それ ゆえ弥陀浄土の 言及 は
一

語 も無 い 。 そ れ よ D も大著
『
宗鏡録』

の唯心 浄土 が諸仏浄土 で あ る こ とは前章で 立 証 した とお りで ある。次の義和 「
華厳念仏三 昧無盡燈

序 」 は延寿 を継 ぐ唯
一

の華厳系資料と して重 要で あるが，
一

部 に 「弥 陀世尊 」 と あっ て も華厳本師説

で，唯心浄土思想の 言及 「
諸仏心 内衆生……

。 衆生 心 中諸仏 ……
」 は 明 ら か に 唯心 の諸仏を意味す

る
。 従 っ て

，
こ の 2 部 は唯心諸仏思想で あ る 。 元照 「開元寺三 聖立像記 」の 三 聖 は弥陀三 尊

「
三 聖 立

像，見于観無量寿仏経」で あ る し ， 戒度
「
追和 渕明帰去来辞 」 も〈帰去来〉は浄土往生 を意味す るか ら

1「｝い ずれ も弥陀浄土資料で ある 。 また ， 元照
一

戒度の 師弟両師に は別 に
「

唯心浄土 ， 本性弥 陀」明 記

資料 もある か ら明 らか に 唯心 弥陀浄土思想家で あ る 。 し か し，当該文 に 限 っ て は
「会 通」 は と もか

く，
こ の 記述 を唯心弥陀 と特定 は で きない

。 従 っ て ， 以上の 4部の 当該文は弥陀浄土 思想で は ない

が
， しか し ， 唯心 浄土思想で あ る こ とは否定で きない 。

　 さらに ， こ の立場か ら細か く注意す る と ，

道因
「

慶懺 礼仏会疏 」 （大正 47 ・213下）

　　衆生心中之諸仏，……諸仏心中之衆生 。

宗蹟 「観無量寿仏経序 」（大正 47 ・167上）

　　夫正 遍知海 ， 従心想生 。 諸仏世界 ， 随心浄土 。

同　
「蓮華勝会録文 」（大正 47 ・177中）

　　念而無念 ， 生而無生者 ， 第
一

義諦也 。

……則上無諸 仏之可念 ， 下無浄土之 可生 。

王 闃 「浄土 自信録記 」（大正 47 ・209下）

　　其意若 日
， 浄土 自他 ， 凡聖因果 ， 即衆生之 自心耳 。
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な ど の 言及 も
，

わ れ わ れ は そ の 全文か ら判断す る と弥陀の 唯心 浄土思想に 特定で き るが ， 当該文 に

限定すれ ば ， 諸仏の唯心浄土思想で ある 。
こ うした事例 は ， 諸師が弥陀の 唯心浄土思想を説 く場合

に も， 絶 えず仏教思想全体 ， 従 っ て 諸仏の 唯心思想 を基 盤と して 主張 して い る こ とをわ れわ れ に 教

えて い る。唯心浄土思想 の 解明 は弥陀浄土教 に 限 っ て い て は不可能な の で あ る 。
こ こ で も また

一

つ
， 思想形態の 解明に 手が か りを見出した 。

　それ に して も， 諸仏の 唯心浄土思想の言及が 少な い の は何故で あ ろうか 。
こ こ に宋代浄土教の 特

徴を示 す重要な ポイ ン トが隠 され て い る よ うで ある 。

　以 上 ， 第一
の課題 「唯心浄土，本性弥陀」の 有無，それ に 伴 う第 二 の 課題 ， 唯心の 弥陀浄土 か諸仏

浄土か の 判別を整理 し，また新 た な課題 と手が か りを見 出 した 。 そ し て わ れわれ は ， この 分類か ら

宋代に確立 した唯心浄土思想 に つ い て の 全 く新た な
， 実 に 重要 な特徴 と性格を学ぶ こ とが で きる 。

初 め に第
一

類， 第二 類夫々か ら知 られ る特徴を指摘 し， 次 い で それに 伴 う諸仏の 唯心浄土思想資料

が少な い 理 由とそれ に 係わ る中国浄土教全体 か ら示唆 された重要な要因に つ い て 論及 しよ う。

　まず
「
唯心 浄土 ， 本性弥陀 （自性弥陀）」の 明記 18部，明記 しな い が 両思想 を説 く 12部 ， 合計 30

部の 第
一

類で あるが ， それ は弥陀の唯心 浄土思想資料 63 部 の 約半数 に 当る 。

　 こ の項 目で指摘 され る第
一

は ，
こ こ で初め て

「
唯心浄土 ， 本性弥陀（自性弥陀）」が 連記 さ れた 。 そ

れは画期的 な こ とで ある 。 弥陀の 唯心浄土思想 を経典か ら先行思想 と探 り続 けた前号 まで の 長い 過

程はた だ こ の両句に辿 り着 くた め に あ っ た 。
こ れ まで

「唯心浄土 」 の用語 は李通玄 （635− 730），永明

延寿 （904− 975）に あ っ た が ，
い ずれ も諸仏浄土 の 意味で ， 弥陀浄土で は なか っ た 。そ れ が

「

本性弥

陀 （自性弥陀）」 と連記 され る こ と に よ っ て ， 間違 い な く
「
唯心 浄土」 は弥 陀浄土 を意 味 し た 。

一
方，

「本性弥陀 （自性弥陀）」の 用語 に つ い て は ， これ まで全 く見出せ ず ，
こ こ で初 め て 使わ れた 。 こ の 点

で 初 め て 用 い た 四明知礼 （960− 1032）は名実 と もに唯心浄土思想の最初の 提唱者 とす べ きで ある 。

　第二 は ，

「唯心浄土 ，本性弥陀（自性 弥陀）」の 明記は唯心浄土思想が初 め て 完全 な形で 姿 を見せ た

こ とを意味 する 。

「唯心浄土 」 と
「

本性 弥陀（自性弥陀）」は浄土 思想大系で 言えば
， 前者 は 浄土 観 ， 後

者は仏身観に収 ま り， 浄土 と弥陀 は不即不離 とは い え ， 古来伝統的に
「
依正二 報」 で 解釈 さ れて い る

屮従 っ て ，
こ れ ま で の先行思想で は二 系統 で探求 し， 大きな矛盾もな か っ た 。 こ の 連記 は 二 系統の

完全な統
一 を意味 して い る 。 な お ， 日本仏教 との 関係 を再説す る と ， 今 日仏教辞典 で使 われ て い る

「
己心 弥陀」 と い う用語 は， い まの と こ ろ中国仏教で は

一
つ も見出 し て い な い 。

「

己心弥陀 」は ど う も

日本天台か らの用語 ら しい 曾レ従来の 研究の 中に は ，
こ の 用語が あ た か も中国で使 わ れ る か の よ うな

論考が あ るの は疑 わ しい 。

　第三 に
，

こ の よ うに
「唯心浄土，本性弥陀 （自性弥 陀）」 の両句 は唯心浄土思想の 確立 を端 的 に 示 す

重要 な用 語で あ る が ， それ で は両句が 定型句 とし て 中国で 市民権 を獲得 し定着 して い るか と言 う

と ， 必ず しも明 ら か で な い
。 関係資料総数 67部の 中で 明記は 僅 か 18部で あ り， 残 り 12部 は 同 じ

唯心浄土思想 を説 きなが ら も明記 して い な い か ら，定型句 とし て は定着して い な か っ た と考 え る方

が無難で ある 。 しか し また ， 第二 類の
「唯心浄土 」明記 5 部 ，

「

本性弥 陀（自性 弥陀）」 1部 ， 合計 6 部

との 関係 で 言 え ば，「唯心浄土 ， 本性弥陀 （自性弥陀）」明記 18 部 は多 い か ら， 唯心浄土 思 想 を端的

に 示 す代表的用語で ある こ とに は変 りない 。従 っ て ，「唯心浄土 ， 本性弥陀（自性弥陀）」 の用語 は中
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国で は定着しなか っ たが ， しか し ， 唯心浄土思想 を示 す 代表的用語で あ っ た ， と言うの が穏当な理

解で あ ろ う 。 それ に して も， 今日宋代浄土教の 特徴 と して唯心浄土 思想が 喧伝 され て い るわ りに

は ，

「
唯心浄土 ， 本性弥陀（自性弥 陀）」の 明記が 少な い の はや や 意外で あ っ た 。 従来 ， こ うした実証

的研究が な され な い ま ま に著名な唯心 浄土 思想に 限 っ て 研究され て い た こ との 証左 で あ ろ う。

　次 に ，

「
唯心浄土 」明記 5部 ， 同思想 19部， 合計 24部 と

「
本性弥陀（自性弥陀）」明記 1部 ， 同思想

8部 ， 合計 9 部の 第二 類で あ るが ，
い ずれ も第

一
類 30 部 に 較 べ て 少 な い か ら ， 両者 と も単独 で は

定着 して い な い と考えて よ い
。

　
「
唯心浄土 」に つ い て は ， 明記 5 部 と少な い が ， 同 じ思想を説 く資料 19部 ， さ らに 第

一rm　30部 に

も説か れ るか ら総数 54部 で ， 内容 的に は
「
唯心浄土 」 に 関する思想が圧倒的 に 多 い 。 こ の こ と は 今

日わ れ われ が使 う〈唯心浄土 思想〉と い う用語が極 め て 的確な熟語で ある こ と を示す。す で に 分類 し

た よ うに 唯心浄土 思想 を意味す る 用語 は 「唯心浄土 ， 本性弥 陀（自性弥陀）」 の 両句 ， 単独 の
「唯心 浄

土 」
「
本性弥 陀（自性弥陀）」で あ っ た 。 そ れ を総称 し て われわれ は 〈唯心浄土思想〉と呼 ん で い るが，

こ の 用語の厳 密な概念規定は こ れ まで な され た こ とは な か っ た。こ こ で の 分類整理は デー
タ と して

〈唯心浄土思想〉の 用語が 最 も正 し い こ とを立証 する。 これ も新たな知 見で ある。

　「本性 弥陀 （自性弥陀）」 に つ い て は
， 明記 1 部 ， 同 じ思想 8 部， 第

一
類 3  部 ， 総計 39部 と少 な

い
。 それに よ っ て ， こ の 用語が 定着 しなか っ た こ と， 唯心浄土思想 を〈本性弥陀思 想〉あ る い はく自

性弥陀思想〉と総称 で きな い こ と も納得で きよ う。

　 と こ ろで ， 唯心の 弥陀思想 に つ い て は，本稿 で は
「本性弥陀（自性弥陀）」 と記した 。 それ は資料に

よ っ て
「
自性弥陀」 と も書か れ る か ら で あ る 。

こ こ に対称的な現象が み られ る の で ， 両用語 の 出典 を

挙 げる 。

「

本性弥陀」の 資料

　　知礼 「復楊公請住世書 」，斉玉 「
四十八 願後序 」 ， 道磔 「唯心浄土説」， 可旻

「
讃浄土 漁家傲並 序」，

　　元照
「

無量寿仏讃」 ，戒度 『観経義疏正観記 』，

『無量 寿仏讃註 』， 江公 望 「
念仏方便文 」。

　　他 に 「唯心本性」 ；道深
「
唯心 浄土説」， 可旻

「
懐西方詩 」， 戒 度 『観 経扶新論 』， （王 日休）「

王 虚中

　　伝 」 ， 宗曉 「註 （臨行自餞）」。

「自性弥陀」 の資料

　　楊傑 「直 指浄 土決疑集序 」， 宗臨
「蓮華勝会録文 」， 懐深

「
勧念仏頌」，宗杲

「

妙喜 老人跋 」， 林鎬

　　
「
明師勝地論跋 」，

王 日休
「
浄土起信 」， 鍾離松

「
宝積蓮社画壁記」 。

分類 して 初 め て気づ い た こ とだが ，

一
読 し て

「
本性 弥陀 」は天台系 ，

「

自性弥 陀」 は禅 系 と別 け られ

る 。 就 中 ， 律系の元照 は天台教学に造詣が 深 く ， 居士 楊傑 ・王 日休 は禅者 と交わ りが ある こ とは前

節で 述 べ た。従 っ て ，

「
本性弥陀」は天 台系の ，

「
自性弥陀 」は禅 系の 用語 と考えて よ い 。そ の 初出は

「
本性弥陀」 は知礼，

「

自性弥陀 」 は楊傑 で あ るが ， 知 礼は と も か く， 楊傑 が 「自性弥 陀J の 最初 の 人

か ， 当時両宗に こ うした用語 の 規定 が あ っ た か どうか は なお検討の 余地が あるぽ｝

　以 上 ， 第
一

類
「
唯心浄土 ， 本性弥 陀（自性弥陀）」 ，第二 類 「唯心 浄土」

「
本性弥陀 （自性弥陀）」夫 々 の

項 目か ら知 られ る特徴 を指摘 した 。
い ずれ も唯心浄土思想の確立 に つ い て の 新た な知見 と思 わ れ

る 。
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　なお
，

こ こ で第
一

，
二 類 の用語 の有無 に つ い て補註す る 。

「唯心浄土 ， 本性弥陀（自性弥陀）」の有

無 は本稿 当初か らの課題で ， 本節 に 入 っ てそ れ は解決 したが ， しか し ， 本節で は明記 され な い に も

か か わ らず，39部 を同 じ思想 を説 く資料 と無前提 に規定 した点で ある。こ れ は前節 まで の 峻別 と

矛盾す る 。 し か し ，
こ れ らの資料 は い ずれ も明 らか に 弥陀浄土資料で ， しか もすで に

「
唯心浄土 ，

本性弥陀（自性 弥陀）」が 明記 され 標榜され た同時代の 思想 と い う点で それ以 前の 諸宗の 資料 と質 的

に異 な る 。 こ の 点で 明記され な い として も， 弥陀の 唯心浄土思想 と査定して よ い で あ ろ う 。 以 降も

同様に扱 うこ と とす る 。

　唯i心浄土思想を端的に 示 す用語 ， 第
一

類 と第二 類か ら幾つ か の こ とを学んだ われ われ は ，
こ こ で

前に 留保 した第 二 の 課題か ら提起され た疑問 ， 諸仏 の 唯心浄土 思想資料が僅か 4 部 と極端に 少な い

理 由を考え る こ と に しよ う 。

　 まず容易に気づ く理 由の 第
一

は ， こ こで の 調査資料は弥陀浄土思想に 限 られ た もの か らの関係文

とい う点で あ る 。 中で もそ の 大半を抄出した の は
『
楽邦文類』収録で あ る か ら ， 弥陀浄土の 資料ばか

りで ある のが 当然 で ある 。 従 っ て ， 前 の 4 部の うち
『楽邦文類 』収録 の 3 部 （義和

「

華厳念仏三 昧無盡

燈序」 ， 元照「開元寺三 聖立像記」， 戒度
「
追和渕明帰去来辞 」）は編者宗曉の 会通 で あ り， 楊傑

「
宗録録序」

は偶々 眼に 触れ た資料で ある。また ，細か な言及に み られ る諸仏の 唯心浄土 思想 もあ くまで も弥陀

浄土 を前提 とした とい う制約が ある 。 む しろ本章の 関係資料すべ て は弥陀浄土 資料を前提と して い

る点で
， 前章ま で の 関係資料 と決定的に 異な る こ とが 重要で ある 。 そ れ ゆ え に ， 宋代は唯心弥陀浄

土思想の確立な ので ある 。 こ の重要性 は第
一

類 ・第二 類 の 資料 の 分析で 評価 した とお りで ある 。 本

章 の関係資料は
『楽邦文類 』を主 と して い るが ゆ えに ， 諸仏 の 唯心浄土 思想資料 が少な い ， と い う の

が第
一

の 大 きな理由で ある。

　そ こ で 当然の こ とな が ら， それ で は宋代仏教全体の 中で 諸仏の 唯心浄土思想 は どうか と い う疑問

が提起され る ．
こ の こ とは楊傑

「
宗録録序」が正 にそ うで あ り， 前号 まで の先行 思想の 幾 つ か が 浄土

教資料で は な い 諸宗の代表的論書 か らの関係文で あ っ た 。 もと よ り， こ うした宋代仏教す べ て の 資

料か ら の調査 は要求 され る し ， また新た な関係文の存在 も予想 され る。 しか し，それは い ま の筆者

の 力量 及ぶ と こ ろで はな い し ， す で に
「唯心浄土，本性弥陀 （自性弥陀）」が 明記 され標榜され て い る

以上 ， 弥陀の 唯心浄土思想 を主眼 と す る本稿で は最早大 き な意味 を持 た な い で あ ろ う 。 こ の こ とは

冒頭
「
問題の 所在」で 規定 した劇

　以上 の よ う に ， 諸仏の唯心浄土思想資料が極端 に少 ない の は『楽邦文類 』 を主 とする弥陀浄土 思想

典 籍に 限定 した か ら ， と言うの が
一

番の 理由で あるが
，

こ こ で 中国浄土 教全体 に係わ る重 要な要因

を提示 した い
。

　それ は ， 浄土教 の最 も重要な 「浄土」の 用語 と
「

浄土 教」の 概念が それ まで
「
諸仏浄土 」

「諸仏浄土教 」

も含 まれて い たの に 対 し て ， 宋代 に な っ て
「

弥陀浄土 」
「
弥陀浄土教 」に専有された と い う点で ある 。

　ある い は 本稿以上 に極 め て 重 要な課題で ， 詳 しい 論証 は別 に ゆず るが16＞代 表的成果 を紹介す る

と ，

　　「浄土」 とい う成語 は羅什に よ っ て 作 られ た が ， 本来
「
諸仏の 浄土」 を意味 し，「弥陀の 浄土 」で な

　　か っ た 。 そ れ が曇鸞 ・道綽に よ っ て
「弥陀の 浄土 」 に 使 われ ，「浄土教 」が成立 した 。
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とい う平川彰博士 の 見解で あ る9｝
し か し，博 士 の 見解は 初期の 漢訳経論 と曇鸞 ・ 道綽 に 限定 され

て ， 中国浄土教全体 に及 ん で い な い 。

　そ こ で 中国浄土教全体 の中か ら
「浄土」の用語 を漢訳浄土経論 の訳語 ， 中国浄土 教典籍の題名 ， 中

国仏教 の 主な浄土観，中国浄土教の主 な高僧の 用例 ， 往生伝類 の用語 ， 現代中国仏教の 用語 と分類

して 調 べ る と，す べ て の 分野 が共通 して 示唆す る
「弥陀浄 土」 は宋代 か ら の 資料で ， 隋唐代 ま で の

「浄土 」 の 用語 は 「諸仏浄土」 と 「弥 陀浄土」が
， 所謂〈善導流〉を除 い て ， 両義認 め られ る 。

　当面 ， 本稿の唯心浄土思想 に限る と ， 冒頭
「
問題の所在」以来 ， 諸仏浄土 と弥陀浄土の 峻別 を異常

なまで に注意 し， また ， 先行思想 まで そ の 通 りの 展開で あ っ た こ とが 両義の 存在 を端的 に 実 証す

る。

　若 し ， 宋代に な っ て ，

「
浄土」 は諸仏浄土 でな く， 弥陀浄土 を指す ように な っ た とい う宋代浄土教

の ，
こ の新た な重要な見解が正 しけれ ば ， 諸仏の 唯心浄土思想資料の 少ない 理由 も納得で きる 。 そ

して ，
こ の見解は宋代仏教の 全資料を調査 して も ， お そ ら く諸仏の 唯心浄土思想資料は少ない こ と

を予言す る 。 果して ど うか は別な課題 とす る 。

　以 上 ，

「
問題の 所在」で提起 した課題 の 第

一「

唯心浄土 ，本性 弥陀（自性弥陀）」の有無 ， それ に 伴う

第二 の 弥陀浄土 と諸仏浄土 の 判別に つ い て 分析 し考証 した 。 それに よっ て ， 唯心浄土思想の幾 つ か

の 特徴 ， ひ い て は宋代浄土 教 に 係わ る重要 な見解が知 られ た で あろ う。

　それ で は ， 第三 の 課題 ， 宋代の 唯心浄土 思想か らみ た主な経典，先行思想 は どあうで あろ うか。

　初 め に ， す で に 指摘 した主 な経典 と先行思想の題名（要語）を再 出 し ，

『
楽邦文類』宗曉附載に 倣 っ

て
， それ を引用す るそ の 後 の 先行資料 と宋代 の 唯心浄土思想資料を挙 げる。それ に よ っ て ， 唯心浄

土思想の 確立 に 至 る展開 と唯心浄土思想 に と っ て何 が最 も重要 な典拠で あるかが資料的に立証 され

る 。

主 な経典

『観無量寿経』
「
第八像観約心観仏」

　　曇鸞
『
浄土論註』 ， 慧遠 『観経義疏 』， 善導 『観経疏 』， 懐感 『

釈浄土群疑論』， 道信 （
『

楞伽師資記』），

　　李 通玄 『
新華厳経論』， 澄観

『
華厳 経疏 』 ， 智 顎偽撰 『天 台観経疏 』， 延 寿

『
宗鏡録』 ，

『
万 善 同帰

　 　集 』。

　　知礼 『妙宗鈔 』，

『
融心 解』， 遵式

『
往 生浄土 決疑行願二 門』，

「
十六観経頌 」， 有厳

「
十六観頌 」，彦

　　倫
「

念仏修心術 」， 道因
「
念仏心要頌並 序 」， 冲黙 「十六観近体詩 」， 元 照

『
観経義疏 』，

「

開元 手三

　　聖立像記 」 ， 戒度
『
観経扶新論』，

『
観経義疏正 観記』 ， 宗髓 「観無量寿仏経序」， 江公望 ※

「
念仏方

　　便文 」，宗曉 「専談浄土経論 」， 汪大献
「
楽邦文類序 」。

『般舟 （三 昧）経』
「
修仏立三 昧専念弥陀」 （同本異訳『方等大集経 』）

　　智顕
『

摩訶止観 』，堪然 『輔行釈 a ， 延 寿『宗鏡録』 ，

『万善同帰集 』 。

　　知礼
『
妙宗鈔』，

『融心解 』，遵式 『往生浄土決疑行願 二 門 』， 江公望 「念 仏方便文 」， 宗曉
「
専談浄

　　土経論」。

『六十華厳経 』〈唯心 偈〉

　　遵式 『往生 浄土決疑行願 二 門 』 ，

「
依修多羅立往生 正信偈 」，楊傑 「宗鏡録序 」。
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『
四十華厳経』

「
解脱長者得唯心念仏門」

　　澄観
『
清涼貞元疏 』， 延寿 『宗鏡録』，

『万善同帰集 』，

『心賦注 』。

　　義和
「
華厳念仏三 昧無盡燈序 」， 楊傑 「直指浄土決疑集序 」 ， 宗曉

「

専談浄土経論」 。

『
如来不思議境界経』

　　延寿
『
宗鏡録 』，

『
万善同帰集』。

『
維摩経 』〈心浄土 浄説〉

　　智顕偽撰
『
浄土十疑論』 ， 慧能（

『
六祖壇経 』）。

　　遵式
「
依修多羅立往生正信偈」， 丁注 「

讃喩弥 陀偈」 ， 楊傑 「安楽国讃三 十章 」，王 古
「

浄土 宝珠 集

　　序」， 海慧
「
海慧禅師示 心浄土浄」， 宗曉 「註 （霊山安養菴記）」 ，

「弁心浄則国土浄 」。

先行思想

『天台観経疏』

　　延寿 『宗鏡録 』。

　　知礼 『妙宗鈔』， 道因
「
念仏心要頌並 序」。

『浄土十疑言侖』

　　延 寿 『万善 同帰集 』 。

　　仁岳 「義学編論席解紛 」，楊傑
「
浄土 十疑論序」，

「
安楽国讃三 十章」， 王 古 「浄土宝珠集序」，

　　宗髓
「

蓮華勝会録文 」。

『
六祖壇経』

　　可観
「勧修西方説 」 ， 王仲回 「王司士伝 」， 王古

「

寂照集揀西方要義」。

　以 上 ， 限 られた資料に明示 され る記述で ある か らそ の 数 は極 め て 少 な い が18） それ ゆ え に最も確か

な影響関係 を立証する。さ らに 資料全体 に 当れ ば多 くの 引用経典 ・先行資料が見出せ るが
，

こ こ で

は当該資料に 限っ て知 られ る確か な展開 と重要な典拠 を指摘す る に と どめ る 。

　 まず ， 唯心浄土思想の典拠 として最 も重視 された経文 は ， 当初か ら予想 され た こ とで あ っ た が
，

『観無量 寿経』第八像観
「
是心作仏 ， 是心是仏 」で ある 。

『観経 』はすで に 隋唐代で も諸註釈書 ， 諸師 の

引用で 知られ た よ うに主要 な経典 で あ っ た が，し か し ， 当該経文 に よ っ て唯心浄土思想 を主張する

に は至 らなか っ た。それ ゆえ，正確 に は唯心浄土 的思想と して大き く底流 して い た 。その 中で も七

世紀後半か ら八 世紀前半頃に 智顎に仮託 して 作 られ た 『天 台観経疏 』が後の 天台浄土教に与 えた影響

は大 きい
。 や が て知礼が本疏 を精緻 に注釈 した 『同妙宗鈔 s六巻 を著わ す こ と に よ っ て

， 唯心浄土思

想 は初めて歴史の 表面 に姿 を現わ す 。 知礼 は
“ 「

是心作仏 ， 是心是仏」 こ そく
一心三 観〉で あ り， 『観

経』の 総体 ， 妙宗 で ある
”

（「作是
一

心修者乃不思議三観。十六観之総体，一
経 之妙宗」

『妙宗鈔』巻四 ）と ま

で高 く評価 し ，

「唯心之浄土 ， 本性之 弥陀」 を初め て 明記 し標榜 し た。因み に延寿
『
宗鏡録 』 に も当該

経文 は引用 され るが ， 弥陀浄土 思想の 言及 で はな く， ま た
， 彼の

「

唯心浄土 」は
『
如来不 思議境界経 』

に よ る諸仏浄土 で ， 弥陀浄± で なか っ た。 こ の こ と は前章 で 詳論 した 。 知礼 の 唯心浄土 は
「本性 之

弥陀」 と連記 され るゆ え に疑 い な く唯心弥陀浄土思想で あ る 。 や が て知礼門下 が趙宋天台 の主流に

な るか ら ， そ こ で の 唯心浄土思想の 典拠 は こ とごと く
『
観経』〈是心是仏〉の経文 に ある と言 っ て も過

言で な い 。 加 え て ， 天 台系以外 の 諸師 も こ の経文 を引用 して い る こ とは資料 が示 す とお りで ある 。
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『
観経 』〈是心是仏〉と同 じ思想 を説 く『般舟三 昧経 』は智頻 の く常行三 昧〉の典拠 としてあ ま りに も有

名で あ る 。 や がて こ の 常行三 昧 （般舟 三 昧）は堪然の 解釈か ら遠 く比叡山の 常行三 昧堂 に っ なが り，

そ こか ら法然 ・親鸞の 浄土教へ と新た な発展 を遂 げる 。 中国浄土 教 で も最初期廬山慧遠 （334− 416）

定中見仏の 典拠 とな り ， 遙か 後世 ， 宗曉 ・志磐に よ る 蓮社 （蓮宗）の 系譜 の 共通思想 に な っ た 。 蓮社

第 二 祖善導 と言 え ど も般舟三 昧行者 と考 えられた 。
こ の よ うに本経の 影響 は大 き く， 唯心浄土思想

に とっ て も有力な典拠で あ っ た こ とは誤 りで な い
。 しか し ，

『天台観経疏 』か ら知礼 『同妙宗鈔』 の系

譜が は るか に 強 く， 主 流は
『
観経』に移行した こ とが 資料 に 現わ れ て い る。

　華厳経類で は ， と く に
『
四十華厳経 』

「
解脱長者得唯心念仏門 」の み

「

安楽世界無量寿如来 」の 記述が

あ り， 資料 を辿れ る の は宗曉 「専談浄土経論」 の功績で あ る 。 他の 二 経は阿弥陀で は な く， 唯心 諸仏

思想で あるが ， 華厳 ・天台 ・禅 を代表す る唯心浄土思想家 た ち （延寿 ・遵式 ・楊傑）に引用 され て い

る こ とは，宗派 を越 えた融合的宋代仏教の 特徴 を示 して い る。

　 以上 の経典が い ずれ も唯心諸仏思想 で あ る の に対 して ， 『維摩経 』〈心浄土浄説〉の み唯心諸仏浄土

思想で ある 。 それ を経証 とす る 『浄土十疑論』が 天台宗に
，

『六 祖壇経』が 禅宗に 及 ぼ した影響は極め

て 大 き く， 唯心浄土 思想の 有力 な典拠 とな っ た。

　 これ ら僅か な経典 か ら も ， そ の 思想内容に よ っ て 唯心 の 諸仏思想 と諸仏浄土思想 の 二 系統が あ

り ，
い ずれ も弥陀浄土 思想で は なか っ たが，後 に唯心弥陀浄土思想に引用 され ， しか も宋代に は宗

派を超え て 唯心浄土 思想の 典拠 と さ れ た こ と が 知 ら れ る
。

そ の 中で も主要な浄土経典
『
観経 』〈是心

是仏〉の 経文が主流で あ っ た こ と を諸師 の引用 は示 して い る 。

　次い で ， 先行思想 に つ い て は い ま辿 っ た主 な経典の 引用資料に収ま るか ら再説 しな い
。 新た な見

解を加 えれ ば ， 智顎偽撰 『浄土十疑論 』の 宋代浄土教 に 及 ぼ した 影響 も『天台観経疏 』 と同様に 大 き

く ， そ の
一

端が示 され て い る 。

『六 祖壇経 』に つ い て は西方浄土批判 （
「迷人 念仏求生 彼 ［西 方浄 土」， 悟

人 自浄其心 」大正 48 ・352上）で あ り， 善導の 指方立相論 と対立 す る説で あ る 。 それ を ど う解釈 する

か 。 唯心 浄土思想 と指方立相論 との 関係 は 本節初め に宋代浄土教 の特徴か ら提起された課題で あ っ

た 。 宋代の唯心浄土 思想で は 『六 祖壇経 』の影響 を うけて指方立相論 を否定 した の か肯定した の か，

後の 具体的思想形態で 明 らか に しよ う。

　以 上 ， 主な経典 ， 先行思想の 展 開を明示 さ れた 資料 に 限 っ て辿 り， 宋代の 唯心浄土思想 の典拠 を

明 らか に した 。 こ れ ら は 数は少な い が
， 明示 され て い るが ゆ え に極め て 説得力が ある 。

　最後 に この 全体か ら示唆 され る留意点 と課題 を確認 して ， 第三 の課題の 結び とす る 。

　第
一

に ，
こ こ で 指摘され た諸資料の 相互関係の ほ ぼ す べ て は宗曉 『

楽邦文類』の 功績と い う点 で あ

る 。極 く
一

部 は新た な現存資料で あ るが ， 他の 多 くは 『楽邦文類』 に よ っ て 知 られ た の で あ り ， ま た

「専談浄土経論 」 と附載資料な くし て は ， わ れ われ は そ の 多 くを看過 した で あ ろ う 。 宗曉 『楽邦文類 』

の 中国浄土 教史 に お け る評 価はす で に 本章第 二 節
「

唯心浄土思想の 諸資料
一『

楽邦文類 』の 関係 資料

一
」で 述 べ た が ， 本書 は宋代浄土教研究に 豊富な資料 を提供 す る だ けで な く， 共通思想 を繋 ぐ 二 と

に よ っ て 中心浄土 教 の 系譜 す らも示唆す る。唯心 浄土思 想の 実態 も宗曉 『楽邦文類 』ゆ え に 可能 に

な っ た こ とを銘記す べ きで ある 。

　第二 に ，こ こ で も唯心浄土 思 想の 最初 の 提唱者永明延 寿の 宋代で の 影響 は資料的 に 明 らか で な
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い
。 す で に前号第四章

「
唯心 浄土思想の 成立 一永明延 寿 の 浄土思 想一

」で 詳論し た よ うに ， 大著『宗鏡

録』百巻 に は洪水の 如 く厖大 な経論 ・典籍が 引証 され，その 中に唯心浄土思想 の主 な経典 ・先行 資

料 も含 まれ て い る 。 しか し ， それ らは唯心思想 の典拠で あ っ て
， 唯i心浄土思想 の典拠 は 『如来不思

議境界経』だけで ある。それ よ りも気 に な る こ と は ，宋代の 唯心浄土思想資料 に は延 寿著述の 引用

が
『
楽邦文類 』に 至 るま で 無い と い う点で あ る 。 確実な引用に よ る実証 的研究 を意図す る本稿で は ，

延寿の 唯心諸仏思想は宋代の唯心弥陀思想 の先行思想で ない と再 び保留 して お く。

　なお ， こ こで は経論名 ， 先行典籍名を唯心 浄土思想関係文 に限 っ て指摘したの で ， そ の数は非常

に 少 なか っ た 。 しか し， 諸師の 浄土思 想全体か ら見れ ばさ らな る先行 思想 は見出せ る し19｝共通思想

と な る とまた新た な諸相 も認 め られ る 。
こ うした点か らの 指方立相論 と の 関係，延寿の 影響等 の 解

明は次 の 課題 と しよ う。

　第三 の 課題 ， 宋代の 唯心浄土 思想か らみ た主な経典 ， 先行思想を総括す る と ，

「
唯心浄土思想 の典

拠 と して の 経典 は
『
観無量 寿経』〈是心 是仏釈〉，

『
般舟三 昧経』〈常行三 昧〉， 華厳経類 く唯心思想 〉，

『
維摩経』〈心浄土 浄説〉で あ る が ， 最大の 経証は

『
観無量寿経』〈是心是仏釈〉で

， やが て 『天台観経疏 』

『浄土十疑論 』か ら知礼 ・遵式 に展 開する天台系唯心弥陀浄土 思想の 主 流の 系譜 とな る 。

一
方 ，

『維

摩経』〈心浄土浄説〉は『六祖壇経』の 西 方浄土批判 説 を経 て ， 禅系唯心浄土 思想の 系譜 とな り， 両系

譜 が融合 して 弥 陀の 唯心浄土思想が確立 した 。 こ れ らの 経典 ・先行思想 は宋代の 唯心浄土思想の

依 っ て立 つ 強力 な思想基盤で ある 。 融合的 とは言え ， 唯心浄土 思想の 主要 な形態 と論拠 は どうやら

天台系と禅系に 集約さ れ そ うで ある 。

　｛1） た と えば ，

「
出家楽讃」，

「
帰西方讃」

『浄土 五 会念仏法事讃』広略二 本 （大 正 47 ・483下，大 正 85 ・1247 中，IZ61

　　中下 ｝，塚本善隆
「唐 中期 の 浄土 教 』242， 254− 255頁，金岡照光

『
敦煌 の 文学』 131− 133頁 。

　  　前号 第
一

章
「

従 来 の 見 解 と 問 題 の 所 在 」4− 7 頁，神 子 ⊥ 恵龍
『
弥陀身土 思想 の 展 開』（

『弥 陀身土 思想 展開 史論』）仏

　　身篇 ， 仏 土篇 。

　（3｝ 前号第
一一
章 4− 7頁，次章

「
附 日本仏教 に お ける 唯心浄土 思想 」87− 89頁参照 。

　（4｝ 「

唯 心 之 浄 土，本 性 之 弥 陀 」の 嚆 矢 ば知礼 で あ る か ら，「
本性弥陀」 を知 礼 とす る こ とに 異論 な い が ，「

自性弥陀」

　　を楊傑 と す る に は 彼 の 師天 衣義懐 も唯心浄土 思想家（守 納 1堆 心浄土文 」）で あ り， 同 時代 の 宗蹟 も用 い る か ら
一

概

　　に言 えな い 。た だ，そ の 先行思想 と し て
『六 祖壇経』に は「自性 」の 用 語 が多く（た とえ ば

「
無上 菩提之 自性也」，

「
何期

　　自性 本 自清浄，……
自性 本不 生 滅，……自性本 自具足 」，「吾与説

一
体三 身 自性仏 」な ど，大正 48 ・348下．349 ヒ，354中，

　　忽 滑 谷 快天
『
禅 学 思 想 史 』上 巻 389− 390頁）， と くに 西 方 浄 土 往 生 批 判 を説 く項 で は

「
自性迷即 是衆生，自性覚即是

　　仏，……
平直即弥陀」（352中）とあ るが 最 も有力 な典拠 と思わ れ る。従 っ て，「

自性弥陀」の 用語が 「六 祖壇 経』に 由

　　来す る こ と は 確か で あ ろ う。

　  　
“
本 稿 で は あ く まで も弥 陀 浄土 を意味 す る 唯心 浄土 思想 を主 眼 と し……。

”

前号 第
一

章 4頁。

　（6） 本稿執筆と並 行 して こ の数年，中国仏教 に お け る
「
浄土 」の 用語 と「浄 土 教 」の 概念 に つ い て 調 べ て い る。そ の 目

　　的 は，羅什 に よ っ て 作 られ た 「
浄土 」の 用 語 は本来

「
諸仏 浄 土 」で あ っ た に もか か わ らず，何 ゆ え何時か ら「

弥陀浄

　　土 」 を 指す よ うに な っ た か を 漢訳 経 論 か ら中国典籍 まで 洗 い 直 し，引 い て は 複雑多様 な形 態 を持 つ 中国浄土教全

　　体 の 概念規定 を明確 に した よ う と意 図 して い る か ら で あ る。そ の
一

端 は す で に 発 表 した が （描稿
「

訳語 と して の 阿 弥

　　陀 仏の
「

浄土」」
『印度哲 学仏教学』第 7号，同

「
中国仏教に お け る

「浄土」
の 用語 」，『宗教研究 1，第 299号 ），詳論 は 別 に 予 定 し

　 　 て い る。

　　　こ の 研究 の 直接 の 動 機 は 本稿 執 筆 中 で，本 来 諸 仏 浄 土 の 唯 心 思 想が 宋代 に 入 っ て 弥陀の 唯心 浄土思想 に 忽然 と

　　変容 し確 立 す る。ま さ に
「
諸仏浄土 」か ら

「
弥陀浄 土 」

へ の 大 転 換 で あ る。従 っ て ，本 稿 で は
「
浄土 」が 諸仏浄 土 か 弥

　　陀浄土 か を峻別 す る こ とが 必須 で あ る 。 そ して こ の こ とは 中国 仏教 に お け る
「
浄土 」の 用 語に つ い て も両 義あ る こ
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　とを教 え る 。 と くに本稿 で 厳 し く注 意 し た の は ， 永明延 寿 の 浄土 思想 （前号第四 章）で あ る。従来 ， 日本浄土教 の

　感 覚 に 慣 れ て，われ わ れ は
「
浄土 」 と 言 え ば無前提 に

「
弥陀浄土 」 と考 え て い る よ うで あ る。

（7） 平 川 彰
「
浄 土 思 想 の 成 立 」，「

浄土 教 の 問題点」，「
浄土 教 の 用 語 に つ い て 」

「
平川 彰著作集』第七巻。

  　そ の 他 ， 細 か な引用 資料 と して は，

　　曇鸞
『
浄土論註』

→ 道綽 『安楽集』
→ 延 寿

『
宗鏡録』。

　　道綽
『
安楽集』

→ 延 寿
『
宗鏡録 』，『

万 善 同 帰 集』，有厳
「浄 土 修因或対」。

　　延 寿
『
宗鏡録 』

→楊傑
「
宗鏡録序」。

　　遵式
「
依修多羅立往生正信偈 」

→ 元 照 『観経義疏 3，戒度
『
観経義疏正 観記』 （続蔵 1 ・33 ・1，16）。

　　天 衣 儀 ）懐→守納
「
唯心 浄土 文 」，明 智 （中立 ）→ 陳 瑾

「

陳 了 翁談唯心 浄土 」

　 な どが 認 め られ る。

　　就中 ， 延寿
『
宗鏡録 』巻 22 の 曇鸞

『
浄土論註』引用 は僅 か 1個所 で ，当時

『
論註 』の 存在 は疑わ しい （青 山 法城

1
’
『往

　生論註』流伝 に 関 す る
一

考察 」
『宗 教研 究』第 299号〉。「

宗 鏡 録 』に は道 綽
『安 楽集』が 4個所引用 さ れ ，

『論註』当該 文〔二

　種 法 身）も 『安 楽集』に 引用 さ れ て い る か ら，『
宗鏡録』の

『論 註 』は 『
安楽集』か ら の 引用 と 補正 す る。な お ， 適 綽

・

　善導の中国後世 へ の 流伝 は一
部 に 認 め られ て も（道端 良秀

厂

宋代以後 の 浄土 教 と善 導 」
「中 国浄土 教史の 研 究』，山本 仏骨

　
「
道綽教学 の 研 究』142

− 173 頁，佐藤 成順 厂中国 と 日本 に お け る善導観 」
『

中国仏教 思想史 の 研 究』な ど），曇鸞 に つ い て は 未

　明で あ る。後 の 課題 とす る。

　　遵式 → 元照，戒度。義懐→守納。中立 → 陳瑾 に つ い て は 望月信亨
『
中国浄土教理 史』 369， 396，403 頁参照。

  　こ こで は唯心浄土 思想関係文 に 限 っ た が ， た とえ ば 遵式
「
往生浄土決疑行願 二 門 』の

「

決 疑 門 」が
『浄 土 十疑論』

　（
「

第
一

決疑門者……。或 日，天 台 智者 巳 有釈十疑論。何須此 文。然 略 由三 意」大正 47 ・145上 ）に 由る こ と は良 く知 られ

　 て い る 。 高雄義堅 『
中国仏教史論』169− 173頁。

　　 第四 項　天 台系 ・禅系唯心浄土思想 と諸問題

　こ れ まで ， 宋代唯心 浄土 思想 に つ い て の 宋代浄土教全体 との 関係 ，

「

問題の所在」で提起 された諸

課題 の解明をな し終え ， すで に唯心浄土思想の 具体的形態 の
一

部 と新 た な知見 と課題 を得た 。 そ こ

で 本項で は ，
こ れ まで の 考察が共通 して指示 した主 要な天台系 ・禅系唯心浄土思想の 形態 と論拠 を

取挙げ ， それ に係わ る諸問題 と新た な疑義を探究する 。

　具体的思想形態に つ い て は前節 38師 67部の とお りで ある が，諸師諸資料夫々 の 立 場 ・内容が 異

な るた め に
一
貫 した主 柱の な い こ と，実は それ が唯心 浄土 思想の 特徴で ある こ とをすで に 宋代浄土

教全体 か ら学ん だ 。 従 っ て ，わ れ われ に は依然 と して 38 師 67部 す べ て を考証 する義務が課せ られ

て い る 。 しか し ， それが厖大 な論述 にな る こ とは前章 「永明延寿の 浄土思想」 ある い は知礼 ・遵式等

に 関す る先学の 研究が 示す と お りで ある 。 しか も本稿で は宋代唯心浄土思 想の 総合的成果 を意図 し

て い る 。 ど うした らそれ が可能で ある か 。われ わ れ は 再び原点に 戻 っ て 諸資料 を分析 し考証す る こ

と か ら始 め よう 。 それ は また ，こ れ まで の 論述の 可否 を検証す る こ とに もな ろ う。

　こ うし て 原 点に戻 る と ， こ れ まで の論述 の中に は実 は思想形態 に係わ る幾つ か の 重要な示唆が 語

られ て い る こ と に 気づ く。 まず初 めに それ らを整理 し，思想形態の最初の 要点 としよう。

　これ まで の論述か ら教 え られ る第
一

は宋代唯心 浄土思 想の 代表的思想家 は誰れ か ， そ の 思想形 態

は何か で ある 。

　それ を知 る に は再 び第
一

節 「従来の 見解と問題 の 所在 」に学ぶ の が好便 で ある 。 それ は また独断 と

偏見 を避 け るため と本稿立論の 客観性を保証するた めで もあ る 。

　従来 の 見解で は ， 知礼 『観無量 寿仏 経疏 妙宗鈔 』三 文 ， 遵式 『往生浄土 決 疑行願 二 門』二 文 ， 元 照
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『観無量寿仏経義疏 』 ， 守納
「
唯心 浄土文 」， 道環 「唯心浄土説 」の 関係文が 紹介 され ， さ ら に 参考資料

と して知礼
『
観経融心 解』， 智円 「西資鈔 」 ， 王 日休 『龍舒浄土文』， 宗曉

『
楽邦文類 』な どが挙げられ て

い た 。 こ れ だ け で もわ れわ れ は天台系 （知礼 ・遵式 ・智円 ・道探 ・宗曉）， 律系（元照）， 禅系（守納 ・王

日休）の大略 を知 る こ とが で きた 。 そ の後の 研究成果を見て も彼等に集 中し て い る 。 しか し ， 本稿

で 従来の 見解 を不満 とした理 由は それ 以 外の 多 くの資料の調査 ，

「唯心浄土 ， 本性弥陀 （自性弥 陀）」

の有無等の課題で ， それ らは先刻な し終えた と こ ろで ある 。

　こ こ で ，従来 の見解で 指摘された代表的唯心浄土思想家の要点 を略述 すると，名実 ともに そ の 筆

頭 は
「唯心之浄土 ， 本性 之 弥陀 」を標榜 した 最初の 四 明知礼 （960− 1028）で あ る 。 し か し ， 彼の 唯心

浄土思想を含めた 思想体系は すで に安藤俊雄博士 の 精緻 な研究が あ り1呈 ）

最早贅言 を要しな い
。 そ の

代表的資料が 『観経疏妙宗鈔』で ， 端的な
一

文が く是心 是仏釈〉で ある こ と は再三指摘 した 。
こ こ で 注

意す べ き主張 を
一

点だ け挙 げる と， 唯心 浄土 と現象世 界 縦 っ て 西方浄土〉の 関係で ， 正 確を期す た

め に安藤博士の 説明 を引用する 。

　　知礼はむ し ろ眼対 の弥陀を見 る こ とを積極的 に肯定す る 。 す なわ ち 妙宗鈔巻二 に 云 う。

　　　雖従心相， 如在 目前 。 故云与 眼作対 。

……
， 知色 唯心 ， 知心唯色，五 眼所 対 ， 尚体唯 心 。

　 　 　
°゚°°°°

o

　　こ の 目に よ っ て 見る こ と の で き る弥陀の依正 を眼対の依正 と名付 け る望）

すなわ ち ， 知礼の 唯心 浄土思想は 天台の
「
色心不 二 」の 立場 か ら（3，西 方浄土 を積極 的 に肯定す る と

い う点 で あ る 。
こ こ に 天台系 に殊の 外 ， 唯心浄土 思想家の 多い 大 きな 思想的要因が 認め られ る 。 そ

し て ， そ の 後知礼門下の天台宗が 栄 える こ とは唯心 浄土思想家の輩出 を予告 して お り， 実際に そ の

と お りの 展開に な っ て い る。知礼 は西方浄土 を積極的に肯定す る唯心浄土思想家が あ っ た 。 わ れわ

れは従来 の見解に よる知礼
一

師の 思想 だ け で ， 唯心浄土思想 と指方立相論 （西方浄土）の 関係に つ い

て 有力な論拠 をえ る 。

　次 に 知礼 と同門の 慈雲遵 式（964− 1032）は ， 理論家知礼に 対 して実践家 と して と くに 称名十念の

行業 で 知 られ るが 14）また 関係文 を読 む限 り唯心浄土思想家で もあ っ た 。 しか し， 細か く注意す る と

彼の 唯心浄土 は上 輩三 品の 理解 と修行 で ，続 けて 中下品 と くに 下下 品の 十念往生 を説 く（
「
上輩 三 品

須解須行……
。 若其中下 之 流六 品生 因 ， 只 是精持禁戒行世仁慈，乃至下下品生本是悪 逆 ， 十念精誠便生彼

国 」
『往生浄土決疑行 願 二 門 』）

（5）か ら，彼 は 上品の 唯心浄土 ， 中下 品の 浄土 往生 と考 え て い た。こ の

上根 は唯心浄土 ， 中下根 は浄土往生の 機根論 は当時の
一

般的浄土観で あ っ た よ うで ， そ の 他の 事例

は後 に指摘し よ う 。 こ こ で も唯心浄土 と西 方浄土 の 関係に つ い て
， 知礼 と異な る論拠を える。

　律の 元照 （le48
− 1116）が 天 台教学 を学 び ， と くに 遵式 を引用す る程 の 唯心 浄土思 想家で あ る が ，

彼 も
「

利根達理 ， 則
一切唯心 。 鈍根未達 ， 則事依事行 」 とある よ うに 機根論で 唯心浄土 と西方浄土 を

考えて い る。禅 の守納 「唯心浄土 文 」は唯識の立場か ら唯心浄土 思想 を主 張 （
「

吾 甞学唯識 ，

……
心外

無境，境全是心 。

……生仏同体 ， 弥陀全是於自心 」）する が ， また西方浄土否定論者 を批判 （
「
然学頓者，

払之為権説 。 不通理性者，泥之 於事相」）し，決定 して往生 を求 め よ と結ぶ 。 天台の 道環
「唯心浄土説 」

も
「
約事須当往生，拠理即心而是 」 を議 し ， 円家の 事 理

一
体 の 立 場 か ら唯心 浄土 と西方浄土 と認 め

る 。
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　以 上 は従来の 見解で 指摘 された代表的唯心浄土思想の
一

端で あ るが ， 僅か五 師に 限 っ て も思想形

態 には微妙 な差異 が認め られ ， さ ら に西方浄土 ［指方立相論］との解釈も異な る 。 ただ ， 代表的唯心

浄土思想で あ りな が ら ，
い ずれ も共通 して 西方浄土 を肯定 して い る点は注意 され て よ い

。 それ は 唯

心浄土思想が 指方立相論を否定 した形で 成立 し た の で はな か っ た こ とを予 告 して い る 。

　 次い で ， 第二 ・三 節で は唯心浄土思想関係資料を調査 し ， 38師 67部 を便宜的 に分類 し整理 した

が ， 概数は天 台系 19師 34部 ， 律系 2 師 7 部 ， 華厳系 1師 1部， 禅系 10師 18部 ， そ の 他 （居土＞6

師 7部で あ っ た 。 この こ とは便宜的で あ っ た に せ よ
， 唯心浄土思想 の 諸形態が天 台系 ・禅系に ある

こ とを指示 す る 。 そ し て 具体的記述内容 に 入 っ た本節で は ， 宋代浄土 教の 特徴 ，

「

唯心浄土，本性

弥陀（自性弥陀）」の 用語 ， 典拠 の経典 ・ 先行思想の 引用 資料 を取挙 げた 。 こ こ で も主流 は『観 経』是

心是仏釈→
『
天台観経疏 』

『浄土十疑論 』
→ 知礼 『

妙宗鈔 』， 遵式
『
往生浄土 決疑行願二 門 』 をは じめ各宗

諸師関係文 と
『
維摩経 』心浄土浄説→

『六祖壇経』西方浄土批判説 → 主 に禅系 ・ 居士 関係文で あ っ た。

こ れ らはそ の ま ま宋代唯心浄土思想 の依 っ て立 つ 思想基盤で ある と同時に
， 天台系 ・ 禅系の思想形

態を指示 して い る 。

　以上 の よ うに ， これ まで の論述が 共通 して指示 す る宋代唯心浄土思想 の 諸相 は ， 融合的で あ る と

は言え ， 天 台系 ・禅系の 立場 で あ る。 しか し ， 天 台系は西方浄土 を積極的 に 肯定 し， 禅 系は
1
六 祖

壇経』の西方浄土 批判説 ゆえに それ をどう解釈 し会通す る か に 分か れ る よ うで ある 。 わ れ われ は以

上の 要点を唯心浄土 思想 の 諸形態の第
一

の 特徴 とし ， 以下 に 具体的思想形態の諸相を取挙げなが ら

主 な特徴 を探究 し て い こ う。

　そ こ で第二 に ， これ まで の論述か ら指示 され た天 台系 ， 次い で 禅系唯心浄土思想の諸相 とそれ に

係わ る諸問題 に つ い て 考 え，次 い で残 され た思想形態に 言及 しよ う。

　初め に ， 天台系唯心浄土思想 の形態 と諸問題 を取挙 げる 。

　われ わ れ は 天台学の 中心 思想 と し て ，

一
般的に 天台性具説，

一心三 観， 五 時八 教 ，

一
念三千論 ，

性悪 説 ， 四種三昧等々 を学ん で い るが 16｝試み に
「
唯心浄土思想の 主な要語」 （前出）か ら天 台関係 の 言

及 を抽出する と ，

　　般舟三 昧 ， 約心観仏，心具心造 ， 是心是仏釈 ，

一
心三 観，心外無仏 （知 礼）， 生仏体等 ， 是 心是

　　仏 ， 般舟三 昧経 ， 起信論 ， 介爾心 中（遵式）， 心性 之為体 （智円）， 天 台智者 ， 生即 無生 （仁岳〉，

　　無生妙観 ， 理観相応 （有厳〉， 即心観仏， 唯心本具 ， 是 心是仏，心外無仏 （彦倫 ）， 明智法師，
一

　　念三 千（陳瑾）， 去則実無去 （斉玉 ）， 円家事理 ， 十界 四土 本具，具足百界 ， 只
一

三 千 ， 心具楽邦

　　（道探）， 天 台智者 ， 実相為体 ， 我与弥陀不二 （道 因）， 本心 自具仏性 （思梵）， 法華 ， 我心本具妙

　　法 （呉 克己）， 是心 是仏 ， 慈雲云，理観事想 ， 非相即相 ， 理事 一如 ， 真俗不二 （元照）， 唯心本具

　　（戒度）， 聖凡
一

体 ， 機感相応 ， 無生即是生 ， 以理奪事 （楊傑）， 生而無生 ， 第
一

義諦 ， 不離三 千

　　（宗蹟）， 生仏同体 ， 弥陀全是於 自心 （守納）， 衆相具 足（守
一

）， 有理有事 （王 日休）， 唯心 本性人人

　　皆具 ， 円観事理 （宗曉）

な どで あ る 。 さ ら に 関係文前後の記述 に 当れ ば多 くの 天台典籍 と要語が見出せ る 。 し か もそ れ は 天

台系以外の 諸師に も及 ん で い る。 こ こ で は天 台系唯心浄土思想 を強調す るあま りに
一

部牽強が あ っ

た とし て も，そ の 多 くは容認 さ れ よ う。 宋代唯心 浄土 思想 は融合 的で あっ た が ， 強い て 主柱 を挙 げ
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る とすれば天台思想 とい う こ とが 要語 を通 して 知 られ る 。

　それで は ， こ の 天台系唯心 浄土思想か らわれ われ は何 に 注意 し， 何を学ぶ か 。

　まず第
一

に ， 天 台思想に よる限 り西方浄土 ［指方立相論］は絶対的に 肯定され る とい う点で ある 。

諸師夫々 の主な立論 は後の 唯心浄土思想 と指方立相論の 関係で 指摘す るが ， 天台本来の思想か らは

西方浄土否定論 は成 り立 た な い とい う点を銘記す べ きで ある 。

一
般 に 天台性具説 と は現実の 差別 ・

相対 の現 象世界 に 即 して普遍 ・絶対の世界が本来的に 具わ っ て い る と い う意味で ， そ こか ら
一心三

観 ，

一
念三 千論，性悪説な どが説明 され る。こ れ を浄土観 に 適用す る と， 事相の西方浄土 に即 して

唯心 浄土 は本来的に具 わ っ て い る の で あ り ， 西方浄土 な くして は唯心浄土 も成 り立た な い
。 天台思

想 に よる限り必然的 に西方浄土 を肯定せ ざ る をえな い の で ある
。 もと よ り天台の 四種浄土観で は西

方浄土 は最下位の凡聖同居土で 上位 の 常寂光土 とど う係わ るか な どの論議 は あるが17］それ は問わ な

い
。

こ こ で は天台思想 の 根本 に 係わ る性具説か ら必然的 に帰着す る浄土観 は相即 （西方浄土即唯心浄

土）で ある こ とを確認 して お く。

　第二 に ， こ の こ とは西方浄土 を否定 して ， 唯心浄土 が成立 した の で は な い こ と を意味す る 。
こ の

点 は中国浄土教史の 変遷 を考える上で は極 め て 重要で ある 。 すで に述 べ たが，経論 に 説か れ る弥陀

浄土 は ，

『
観経 』

「
是心是仏 」（あ る い は

「

去此不遠」）を例外 として ， す べ てが有相の西方浄土で あ っ た 。

従 っ て，経論を絶対の 真理 とす る弥陀浄土教 は西方浄土 を否定 して は成 り立たない 。 しか し ， 無相

の唯心浄土 はそ の対極 に位置す る 。
で は ど うし て唯心浄土思想が 成立 したの か 。 主流 の 西方浄土思

想 を大前提 とし ， 肯定 した上 で新た に唯心浄土思想 に 展開さ せ た の で ある 。 宋代浄土教 は唯心浄土

思想 と対立す る こ とな く ， 西方浄土思想 も盛 ん で あ っ た 。 そ の 端的な現象が知礼 ・遵式 を含めた 実

践 としての念仏結社で あろ う禦第二 節
「
唯心浄土思想の 諸資料 」の

“

宋代浄土教 は唯心浄土思想だ け

で な い
”

とい う留意点の 正 当性 は こ こ で の天 台系西方浄土 肯定論で 思想的 に も立証 される 。 また ，

本節初め に論述 した 唯心浄土 とい う新思想の 出現 も主流の 西方浄土 思想を肯定 し た 流れ の 中に 新た

に展開され た と見 る こ と に よ っ て ， よ り明 らか に な っ た 。

　天 台思想は それ 自身が現象世界を不可欠 とす る とい う点で ， 弥陀浄土教 を積極的に 認め る の で あ

り， 事実その通 りの 展開で あっ た 。 唯心浄土思想 の 最 も大 きな支流は天台浄土教で あるSS）ただ ，
こ

こ で も留意す べ きは資料的に も思想的に も唯心浄土 思想が 天台系 に ある こ とを示唆 して い るが ， そ

の 大 きな 要因は天台僧宗曉 『楽邦文類 』に よ っ て い る こ とで ある 。
こ の 点は過大視 を防 ぐた め に も，

多少割引か な けれ ばな らな い 。

　次 い で ， 禅系の唯心浄土 思想 と諸問題 を考 える。

　われ わ れが 中国禅の 中心思想 として 教え ら れ る 要語 は
一般的 に 不立文字，以 心伝心 ， 直指人心 ，

見性成仏，即心即仏 な どで あ るがlm唯心浄土思想関係の 中か ら そ れ に近 い 言及 を抽 出す る と，

　　六祖壇経 （可観，王仲回 ， 王 古）， 自性弥陀 （楊傑，宗臨 懐深 ， 宗果， 林鎬 ，
王 日休 ， 鍾離松）， 直

　　指心源 （冲黙）， 禅家語 （宗驥），天衣義懐（守 納）， 是心即仏 （守
一

）， 伝燈録 （海慧）， 肉団心 （江公

　　 望）， 直指本心 （王 闘），参禅者（王 日休）， 禅宗 （宗曉）

な どである91）天台系 よ り少な い が，こ こ に も禅系特有の 思想形態が認 め られ る 。

　それで は ，
こ の 禅系唯心浄土 思想か らわ れ われ は 何に 注意 し， 何を学ぶ か 。
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　 第
一

は， 禅本来の思想に よ る限 り， 弥陀浄土 は如何なる場合 も唯心浄土で なけれ ばな らな い と い

う点 で ある。こ の点 は天台系唯心浄土思想 と同 じ で ある 。

　第二 は， しか し，西方浄土説 に つ い て は否定され 批判 さ れ ね ば な ら な い
。

こ れ は天 台思想 と全 く

異な る 。た だし ， それ は理論的に否定され る とい う意味 で ， 修行 と い う実践的に も否定され る とい

う意味 で は な い
。

こ の こ とは浄土 行 を実践 す る禅浄双修 の 禅 師たち に深 く係わ る事柄で後に 述 べ

る 。

　禅系唯心浄土思想で 看過で きな い 事項は 何と言 っ て も
『六 祖壇経』に 認め られ る西方浄土批判説 と

それ に係わ る
一

連の 唯心浄土 思想家か らの 禅者批判で ある 。

『
六祖壇経』西方浄土批判説 （大正 48 ・352上）

　　 （刺 史又問日 ， 弟子常見僧俗念阿弥陀仏願 生西方。請和 尚説，得生彼否 ……
。 ）

　　師言，

……
， 迷人念仏求生於彼，悟人 自浄其心 。 所以仏言 ， 随心浄即仏土 浄 。

……
， 凡愚不 了

　　 自性 ， 不識身中浄土……。悟人在処一
般。

こ の 主張 は『維摩経 』心浄土浄説 を経証 とす る唯心 浄土 思想で あるが ， 天台系思想 と基本的に異な る

点 は西方浄土 を否定 して ， 唯心浄土 を主張す る立場で あ る 。

　関係文か ら西方浄土批判説 とそれ に対す る反論 を ま と め て挙 げる
。

　　或 日 ， 豈用迢然求生他方浄土 耶 。 釈日 ， 子又不善心土之義也 （遵式）

　　何必定生西方極楽。

……大妄語罪 ， 其誰当之 （仁岳）

　　世伝六 祖壇経
……

六 祖答 ，

……何処覓西方……。噫，如此鄙俚一笑可也 （可観）

　　慈雲云 ， （豈用迢然求生他 方浄土也……
， 元照）

　　有人云 ，

……西方何必求生他方浄土 。 今謂非無此理 （元照）

　　発三 種不信心 ， 不 求生 者 ， 尤可嗟惜 。

一
日 ， 吾当超 仏超祖 ， 浄土 不 足生 也 。 二 日 ， 処処皆浄

　　土 ， 西方不必生也。 三 日 ， 極楽聖域 ， 我輩凡夫不能生也 （楊傑）

　　祖 師云 ，

……
不用更求生 西方 （王 仲回）

　　六祖壇経云
……

， 誌公 云 ， 愚人愛往西方……
， 何故二 大士 排遣 （王 古）

　　学人間日 ， 願生浄土未審 ， 実有浄土否 （海慧）

　　世有専於参禅者云 ， 惟心浄土 ， 豈復更有浄土。自性阿弥 ， 不必更見阿弥。此 言似是而非也 （王

　　 日休）

　　禅宗不修浄業者云 ，

……何用別求生処。・…・・其 自欺之甚也 （宗曉）

38 師 の うち ， 10師に西方浄土 往生批判説の 言及 が あ る こ とは ， 当時相 当根強 い 西方浄土教批判 の

あ っ た こ と を窺わ せ る 。 た だ ， 細 か く注意 する と ，

「
六祖壇経」

「
祖師云 」の 引用や「参禅者」

「
禅宗云 」

の 批判 は禅宗の 人 々 と考 え て 良い が
，

「或 日 」
「
有説云 」は禅宗 とは特定で き な い し， 三 種不信心 の

「
三 日 ， 我輩凡夫不能生也 」（楊傑）は禅宗 で は あ りえない 。また

「
願 生 浄土 ， 未審 」（海慧）も今日で も

あ りう る
一

般的疑問で あるか ら， す べ て が 禅宗か らの 西方浄土批判説 とは限 らな い
。 それ に対す る

反論 も多 くは 手厳 しい （大妄語罪 ， 此鄙浬
一

笑 ， 似是而非 ， 自欺之甚）が ， また元 照の よ うに
一

応認 め

る立場 （非無此理）と様 々 で ある 。 従 っ て ， 西 方浄土往生批判者 は禅 宗系 とは限 らな い が，そ の 絶対

的根拠が 多 く
『
六 祖壇経 』に ある こ と か ら，西 方浄土 批判説 を

一
先ず禅宗系に 代表 させ て 考 え る こ と
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に す る 。

　こ れ を唯心浄土思想 の 立場か ら見 れ ぼ ， 種々 の禅師が 浮 び上が る 。 まず禅師に と っ て は直指人

心 ， 見性成仏が 真の 目的で あるか ら ， 唯心浄土 は当然 の こ と として 歯牙 に もか けず， 真摯 に 求道す

る禅師た ち で ある。彼等に と っ て は西方浄土 も唯心浄土 も関心事 に はな りえなか っ た 筈で ある。そ

れ が禅宗本来 の 正統的流れ で あ り ， われ わ れ が学ぶ 中国禅 宗思想史で ある こ と を忘れ て は な ら な

い
。 しか し ，

こ うした大 きな歴史の 流れ の 中で ， お そ ら く浄土教が無視 で きな い 勢力 とな っ た ので

あろ う。 弥陀浄土 を どう考え るかの論議 と疑問が現われ る 。 そ の 端的な例が 『六 祖壇経』西方浄土批

判説で あり ，

一
方 ， 天台宗 で は智顕に 仮託 し て 『天台観経疏 』

『浄土十疑論 』を創作 した 。 そ の 後の禅

師た ち は 六 祖慧能の 故事を絶対 と して ，激 し く西方浄土往生 を非難し ， 天台の法師たちは智顎の 教

説 と信 じ て 西方浄土往生 を鼓吹した 。 従 っ て
， 禅系の場合に は西 方浄土 を否定 し無視 した上 で の 唯

心浄土思想で あ る 。 しか しまた ， 宋代にはお そ らく天台浄土教 の 影響で あ ろ うか
， 西方浄土 を肯定

す る禅系唯心浄土 思想家が現わ れ た 。 唐代 まで に は無か っ た現象で あ る 。 彼等は逆 に西方浄土否定

論者を厳 し く非難 し ， 唯心浄土 と西方浄土の両立 を主張 した 。 そ の僅か な事例が前出の関係文で あ

る 。

　こ の ように ， 禅系唯心浄土思想 に つ い て は
， 禅本来 の 立 場か ら言えば当然 の こ と で 全 く無関心 ，

無視の真摯な禅師たち ，

『六祖壇経』の とお りに西方浄土 を否定す る禅師たち ， 唯心 浄土だ け を主張

す る禅師た ち ， そして 西方浄土 を否定す る禅師た ち を激 しく非難 し ， 西方浄土 を認 め つ つ 唯心浄土

を主張する禅師（法師 ・居 士 ）た ち に分 か れ る 。

　と こ ろで ， 西方浄土批判説は 唯心浄土思想 に 限 られ た問題 で は な い
。 浄土教史の 上で は，すで に

慈愍慧 日（680− 748）の 『往生浄土集』巻上 （残存）に は
〔12 ）

　　或有
一
類男女道俗 ， 於彼浄土 ， 都不信有 。 但令心浄 ， 此間即是 。 何処別西方浄土。奇哉罪業 ，

　　不信聖教 ， 豈仏世尊虚妄説耶 。

を含 め ， 空見 に確執し ， 諸行 を否定す る禅師を終始痛烈に 非難 し，諸行兼修の 浄土教を主張す る 。

さらに ， 唐中期の法照 『浄土五会念仏法事讃 』 （略本）に はY3｝

　　豈同今之 学者 ， 柴金之容都撥為有相 ， 髻珠之教懸指為文字 ， 語無色則捨於真色 ， 論無声乃厭於

　　梵声 。 坐 号無為 ， 行称失道。即顛墜邪 山， 良可悲矣 。

　　今坐禅 ， 但当念仏 。 豈同離念求乎無念 ， 離生求於無生，離相好求乎法身， 離文字求解脱 。 夫如

　　是者 ， 則住於断滅見 ， 諦仏毀経 ， 成櫃 法業 ， 墜 無間矣 。

それ を継 い で ， 延寿（904− 975）『万善同帰集 』巻中もY4）

　　古徳釈云 ， 禅宗失意之徒，執理迷事云 ， 性本具足 ， 何仮修求 ， 但要亡 情 ， 即 眞仏 自現 。

と非難 し ，

「慈愍三 蔵録 」を引証 す る 。

　時代 は正 に 慧能系の 南宗禅の 成立 と流行 に 相応す るか ら ， 中に は禅 の 本質 を心 得な い 入々 卜 類

男女道俗］で あ っ た と して も ， 禅徒 に強力 な西方浄土批判 が あ っ た こ とは史実で ある。そ の 絶対 的

根拠が 『六 祖壇経 』西方浄土批判説で あ り， それ に対す る浄土 教側 か らの 反 論であ る 。

　 こ こ で また新た な疑問が 生 じる 。 禅系唯心 浄土思想 は禅本来の 思 想か ら も肯定 され る もの で ある

が ，し か し ， 天 台系と異 な り，西方浄土 思想 は論理 的 に否定 され る の で あれ ば ， 宋代か ら現わ れた
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禅浄双修の 浄土 とは何 か と い う点で ある 。 唯心浄土思想の 場合に は ， 無方無相の 唯心浄土 を悟る こ

と に あ るか ら， 禅本来の 思想 と矛盾 しな い が ， 若 し禅浄双修の
「
浄」が西 方浄土 で あるな ら ， 往生が

不可 欠 とな り ， 悟 りを 目的とす る
「
禅」 と往生 を 目的 とす る

「
浄」 と の 双修 は論理 的 に 成 り立 た な

い 95レ

　 こ こ で想起 され るの は ， 前号で扱 っ た永明延寿の
「
四料揀」の疑義で あ るLl　6）

　
『浄土指帰集』大佑（1393 年 ， 続 蔵 2 ・13 ・1， 67− 68）

　　
一

日有禅無浄土　十人九蹉路　陰境若現前　瞥爾随他去　……

　　 二 日無禅有浄土 　万修万人 去　但 得見弥陀　何愁不 開語　謂 未明理性　但願往生 ……速 登不

　　　　退 。

　　三 日 有禅有浄土　猶如戴角虎　現世為人師　来生作 仏祖　……

　　四日 無禅無浄土　鉄床井銅柱　万劫与千生　没個人依怙　
……

こ こ で の 疑義は後世 の 資料で ， 延寿の 浄土思想か らは資料的 に も思想的に も禅浄双 修は成 り立た な

い と い う論証 で あ っ た 。

「
四料揀 」の 浄土は明 らか に 西方浄土往生 を意味 す るか ら ， 上根の 唯心 浄

土 ， 中下根の 西方浄土 を主張する 延寿の 思想 で は機根が違 うゆ えに成 り立た な い の で あ る 。

　こ の 論理 的矛盾 は禅系唯心浄土 思想の場 合に も当て は まる 。 彼 らが 唯心浄土 だ けを肯定す る の で

あれば問題 な い が
， 若 し西方浄土思想を肯定す るので あれ ば ， また 別な論理 を必要 とす る 。 禅浄双

修 に は こ うした 重要な問題が あるが
， 本稿 の課題 で は な い の で他 日 に期 し ， こ こ で は唯心浄土 と西

方浄土 （指方立相論）の 関係解明の折 に注意 し， そ こ で論拠を探そ う。

　以上 が
， 天台 ・ 禅の 中心 思想か ら知 られ る唯心浄土思想 と ， と くに西方浄土思想 との対称 的な肯

定論 と否定論で あ る 。 こ の中にはす で に律系元 照 ・戒度 ， そ の 他の 居士 もほ ぼ含 まれ る か ら， 概ね

宋代 の 唯心浄土思想の諸形態 は天 台 ・禅思想を背景 として確立 した と規定 し て よ い 。

　そ こ に洩 れた思想形態 と して は ，

「
華厳念仏三 昧無盡燈 序」義和 は先行思想 の 澄観 （738− 839），延

寿 （904− 975）を継承す る唯一
の 華厳系唯心 浄土思 想で ， それ ゆ え か 諸仏 の 唯心浄土 思想 の色彩が 強

い
。 資料的に は残存の 一

文 に 過 ぎな い が ， 後世 明代 の 高僧雲棲株 宏（1532− 1612）， 藕益智旭 （1599−

1655）の華厳思想 を根底に した荘大な唯心浄土 思想 を考 え る上で は 貴重 で ある。

　その他 とし て は ，

「
十六 観経頌」遵 式，

「
十六 観頌 」有厳，「示陳行婆頌 」従諫 ，

「雕弥陀香像頌 」 可

観 ，

「懐西方詩 」
「
讃浄土漁家傲並序」可旻 ，

「
霊山安養菴記」程倶 な どの主 に偈頌 に 認め られ る唯心浄

土思想 は多 く咏嘆調で ， 具体的思想形態は窺 えな い
。

　以上 に よ っ て ， 宋代唯心 浄土思 想の 具体的諸形態 とそれ に係 わ る問題 点 は指摘で き た と思 わ れ

る。

　（D　安 藤俊雄
『
天台性具思想論』191頁以 下，「

天 台思 想史』34頁 以 下，『
観無量 寿仏経疏妙宗鈔概論 』（真宗 大谷 派安居

　 講 本），と くに 唯 心 浄 土 思 想 に つ い て は 4− 5，8e− 89
，
119− 122頁 ，

『天 台学』329− 384頁な ど。な お ，最近 で

　 は 池田 魯参駒沢 大 教 授 の
一

連 の 研究 （「趙 宋天 台掌 の 背景 」
『
駒 沢大仏 教学 部 論 集』第 14 号，『

四 明尊 者教行 録 の 研 究』，

　
「
四明 知 礼の 生 涯 と著述」

『

東洋 文化研究所紀 要』第 100冊 な ど〉が 注目され る。

  　安 藤 俊 雄
『
妙宗鈔 概論 』88頁，そ こ で の 典 拠

『

妙 宗 鈔 』第 二 （大 正 37 ・202 上 ）。 な お
「
雖託彼境 ， 須知依正 同居

一

　 心 」巻
一

（195 中）も同 じ主 張 で あ る。

（3） 「
色心不 二

」は知礼 の 中心 思 想 で あ る 。

「
十不二 門指要鈔』 大正 46 ・708中一711中。
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（4） 知 礼 と遵 式 の 学風 に つ い て は「慈 雲 法 師 之 教 行，四明 法 師之 観智，近者霊芝律師之 弁論」（晃 説之
「浄土略 因 」

『楽 邦

　文類』巻四 ， 大 正 47 ・209上）， 称名十念に つ い て は
「

十念門者」
『往生浄土決疑行願 二 門』 （大正 47 ・147 上 中），

「
往

　生 西方略伝序」，「念仏 方 法 」 ，

「
往 生正 信 偈」 〔

『

楽 邦文類』第二 ， 四 ， 五 。 大正 47 ・167下一168中 ， 210下，216 上 中な

　ど）。 望 月信亨 「中 国 浄 土 教 理 理 史 』356− 360頁，高雄義堅
『
中国 仏教史論 』169− 173頁 等参 照。

（5｝ 「
往 生 浄土 決疑 行 願 二 門』大正 47 ・146上。

  　天 台学の 中心 思想が何か ，ま して や趙宋天台 の 山家山外派 で 展開 され る難解 な論議 か ら的 確 な要語 と概念 （た

　 と えば 別理随縁，理事 両重 総別 な ど）を抽出す る こ と は 本稿の 及ぶ と こ ろ で は な い し ， 関係文 を見 る限 りそ こ まで の

　言及 は認 め られ な い ．こ こ で は極 く
一

般的 な要語 に と どめ る。島地大等
『天 台教学史 』， 塩 入 良道

「
天 台思 想 の 発

　展 」
『講座東洋思想 6』，田村芳朗

「
天台法華の 哲理」

『
仏教の 思想 5 』， と くに 安藤俊雄， 前掲書 な ど参照。

（7｝ 望 月 信 亨，前掲書，107− 11L　 280− 290，342− 366 頁，山口 光 円 『天 台浄土 教史』 91− 98，127頁以下。安藤

　俊雄 『妙宗鈔概論』67− 89 頁。

（8） 小笠原宣秀
『
中国近世浄土 教史の 研究』42− 50頁 。

  　か つ て 山 口 光円師 は，法然 の 浄土 三 流 に 加 えて
“

その 何 れ に も摂す る こ との で きな い 天台独特 の 浄 土 教
”

を

　
“
前代未聞で ある 天台浄土 教 と命名

”
し提 唱 した が （前掲書，105− 109頁 ），傾聴 す べ き で あ る。

（10） 天台以上 に 禅宗 ， と くに 五 家七 宗 の 禅風 は異 な り，こ こ で も
一

般的な 要語 に と どめ る 。 忽 滑谷快天 『禅学 思 想

　史』，関 口 真大 「禅宗思 想史』，柳田 聖山
「
中国禅宗史」

『
講座禅』第三 な ど。

（ll＞ 他 に
「
是心即仏」 （遵 式｝，

「
即仏浄土」（有厳）

，

「

眞禅侶 之棲 止 」（斉 玉 ｝な ど類 似 語 は あ るが，天 台 系諸師 で 禅 の 要

　語 と特定 で きな い Q

O2） 『略 諸経 論念仏法門往生浄土集』巻一ヒ（大 正 85 ・1241中），小 野 玄 妙 「慈愍 三 蔵の 浄土教 」
「
現代仏教』第 18，19号 ，

　道端良秀
「真 宗 よ り見 た る慈愍三 蔵」

『
中国浄土 教史の 研究』， 拙稿

「

慈 愍 三 蔵 慧 日 に 関す る二，三 の 問題 」
『
印仏研』

　第 17巻第 2号。

（13） 『
浄土五 会念仏略法事儀讃 g （大正 47 ・475上，476 中〉， 塚 本善隆

『
唐中期の 浄土教』278− 279 頁 。

（14　『万 善 同帰集』巻中 （大 正 48 ・973中）。

a5） 忽滑谷快天師 は
『
六祖壇経』西方浄土批判説 を紹介した後に

，

“

禅門 の 本義 当に 是 の 如 くな るべ し。後 世 禅 浄習

　合の 説，慧能の 法門 と天 渕の 別あ り。

”
（前掲書，上巻 394頁 ）と後 の 禅浄双 修 を厳 し く批判 され る が ， 傾聴 す べ き

　 で あ る。

q6） 第四 章第二 節
「
永明延 寿 の 唯 心 浄土 思 想」6｛｝− 61頁，第四 節

「
中国浄土 思想 史 に お け る永 明延 寿」91− 93頁。

　　第五 項　残 され た課題 一 唯心浄土 と西方浄土，永明延寿の影響

　最後 に ，残 され た課題 ， 具体的に は唯心浄土 と西方浄土 の 関係 ， そ して永明延寿の 影響 を考 え ，

宋代唯心浄土思想の 未だ気づ か な い 諸相を明 ら か に し ， 本節を終 える こ と に する。

　まず ， 唯心浄土 と西方浄土の 関係で あるが ， すで に提示 され た事項か ら手掛 りを挙 げれ ば ， 天 台

思想か ら の積極的肯定論 と禅思想か らの否定論 に対す る反論， さ らに禅浄双 修の
「

浄土」の 概念で あ

る 。 唯心浄土 思想家が それ を どう考 えたか は 中国浄土 教史を考 える上 で は極 め て 重要で あ り， また

今日的課題で もある 。

　今
一

度調査 して ， 西 方浄土，広 く事相世界 に係わ る具体的な論述 を取挙 げる 。

知礼
『
妙宗鈔 』巻二 （大正 37 ・202上）

　　雖従心相 ， 如在 目前 。 故云 与眼作対。

……
， 知色唯心 ， 知心唯色 ， 五 眼所対 ， 尚体唯心 。

遵式 『往生浄土決疑行願二 門』 （大 正 47 ・146上）

　　上 輩三 品須解須行……。若其中下之 流六 品生 因 ， 只 是精持禁戒行世仁慈 。 乃 至下下品生本是悪

　　逆 。 十念精誠便生 彼国 。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

柴　田 泰 55

有厳 「浄土修因或対 」 （大正 47 ・206上）

　　所云 修無生妙観……乃 上根得生之一
門耳 。

……安樂集云 ， 生得生者 ， 有二 種。

一
有相心 ， 謂著

　　相忻樂。
二 無相心 ， 謂理観相応 。 若今之世 ， 中下鈍根 ， 愚迷障重 。

※
『
安 樂集』に 当該文 な し．

彦倫 「
念仏修心術」 （大正 47 ・211中下）

　　諸大乗経勧生浄土 ， 因通二 種 。

一
定二 散 。 定謂即心観仏……唯心本具……

。 二 者散善，用純実

　　心 ， 信有西方……
。 是知 ， 若定若散 ， 或鈍或利 ， 皆浄土 因 。

道環
「
唯心浄土説 」 （大正 47 ・207 上

一
下〉

　　或答 ， 事理 有異 。 約事須当往生 ， 拠理即心而是 。 今議 日 ， 円家事理 ，

一
体無殊 。 何得抗分而通

　　此義 。

……
， 若 了唯心本性，只

一
三 千融妙之法，十万遐方皆不為礙。

元 照
『
観経義疏 』 （大正 37 ・280下， 282中下 ， 284中）

　　利根達理 ， 則
一

切 唯心 。 鈍根未達 ， 則専 依事行 。

……
， 利根修者莫非理 観 ， 鈍 根修者皆帰事

　　想 。

　　
一

者法性土 ……，此謂唯心浄土……。二 者応化土・…・・。今経所明即是弥陀所取同居浄土 。

　　有人云，心若清浄即是 自性，西方何必求生他方浄土。今謂非無此理 。 斯乃 教中之法性理土而非

　　今経所明也。

同　
「開元寺三 聖立像記 」 （大正 47 ・186下）

　　如能達此相即非相 ， 非相即相 ，

……莫非諸仏法身之体 。

……
， 理 事

一
如 ， 眞俗不二

。

「
王 司士伝 」 （楊傑記）（大正 47 ・195下一196 上）

　　祖師則云 ， 心即 是浄土 ， 不 用更求生西方 ， 其不同何也 。

　　答云 ， 実際理地 ， 無仏無衆生……
， 豈得更以生不生為心耶。 此以理 奪事也 。

……
， 於無念 中起

　　念 ， 於無生中求生 ， 此以事奪理也。

　　（宗曉註）此伝不可棄。但論事理相奪 ， 未若台宗所謂円観事理 ，

一
念具足 。

王 古
「

寂照集揀西方要義 」 （大正 47 ・201上）

　　問 。 六 祖壇経云 ， 凡 愚不 了 自性 ， 不識身中西 方……
。 誌公 云 ， 智者知心是仏 ， 愚人愛往西 方

　 　 　
9’

o

　　答 。 仏説法有隠顕 ， 教有権実 ， 人根有利鈍……
。

宗蹟
「
蓮華勝会録文」 （大正 47 ・177 中）

　　念而無念 ， 生 而無生 者 ， 第
一

義諦也 。

……
， 所以終 日念仏 ， 而不乖於無念 ，

……而不乖於 無

　　生 。

守訥
「
唯心浄土文 」 （大正 47 ・207下）

　　仏説極楽浄土 ，

……応当発願生彼国土。然学頓者 ， 払之為権説 。 不通理 性者，泥之於事相。吾

　　甞学唯識 ， 唯遮外境 ， 識表 自心 ， 心外無境 ……。浄土豈離乎当念。

王 日休 「浄土起信 J （大正 47 ・255 下）

　　世有専於参禅者云 ， 惟心 浄土 ， 豈復更有浄土 。 自性阿弥 ， 不必更見 阿弥 。 此言似是而非也 。 何

　　則西方浄土 有理有跡 。 論其理 ， 則能浄其心 ……為唯心浄土矣 。 論其跡 ， 則実有極楽世界 。

鍾離松 「宝積蓮社画壁 記 」（大正 47 ・189中）
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一

以万法唯心，
一

以指西方径路，較余功徳 ， 眞所謂百千万億分不及
一

者歟 。

　こ れ らの 記述か ら ， わ れわ れ は 唯心浄土 と西方浄土 の 関係に つ い て の 具体的な論証を知 る だけで

な く， それ に係わ る禅浄双 修の
「浄土 」 の概念 と新 た な事柄 に つ い て も学ぶ こ とが で き る 。

　第
一

に 天 台思想 に よる限 り， 西方浄土 は積極的に 肯定 され る とい う点で ある 。 すで に 天台系唯心

浄土思想で 指摘 したが ，
こ こ で の 記述は

一部重出で再確認で ある。
一

方，禅思想本来の 西方浄土 批

判説 はそ の 反論 として言及され る 。

　第二 に ， そ の 論証 として多 い の は所謂
「
理 事無礙」で解釈す る浄土観で ある 。

「理事無礙 」は華厳宗

の 澄観
「
四法界 」， 延寿の 中心 思想 として有名で あるが11）こ こ で は有厳 ・道磔 ・元照 ・王 仲回 ・王 日

休 ・ 宗曉な どに 認め られ るか ら ， す で に宗派を超 えた宋代仏教 の代表的見解 と考 えて よい 。就中，

唯心浄土 と西方浄土 の 関係を端的に 示 す言及を重ね て挙 げる。

道深 「唯心浄土説 」（大正 47 ・207 上）

　　約事須 当往生 ， 拠理即心而是 。

元照 『
観経義疏 』 （大正 37 ・280下〉

　　利根達理 ， 則
一切唯心。鈍根未達 ， 則事依事行 。

王 日休
「
浄土起信 」（大正 47 ・255下）

　　論其理
……為唯心浄土 。 論其跡 ， 則実有極楽世界 。

こ の論証 は極め て 判 り易 い 。普遍的な理性 とし て の 唯心浄土 は現象世界の 事相 として の西方浄土 と

の相即 ・一如 ・不二 と解釈す る。同様の 論法 は有厳の 有相心 と無相心 ， 元 照 の法性土 ［唯心浄土］と

応化土 ［弥陀浄土 ］， 宗蹟の 第
一

義諦 （と俗諦）に も認 め られ る 。

　 こ の よ う に 唯心 浄土 と西方浄土の関係 は
「理事無礙 」の解釈が 最 も有力で あるが ，

こ の 僅か な論証

か らだ け で も ， また新た な事柄 に気 づ く。

　 まず第 1 に ， 道環
「
唯心浄土説」の

「
約事須当往生，拠理即心而是」 の答 え に対 して ，

　　い ま， それ を論議する と， 円家の事理 は
一
体無殊 （が 当然 で あ る の に ）， 何ゆ え （事 と 理）に 分け て

　　通解 しよ うとす る の か 。

・…・・
， 唯心 （浄土）本性（弥陀）を了解す る こ とは ， た だ

一
念三 千の 融妙

　　の 法で ，十万 （億土 を超 えた）遠 い 西方 （浄土〉を礙 げな い 。

と い う記述で ある 。 これ は殊更
「
理 事」に限定す る解釈が天台本来の 立場 を狭 くす る こ とを注意 し ，

理 と し て の 唯心浄土 と事と して の 西方浄土だ けに執着する こ とを暗 に 諌め て い る 。 天 台本来の思想

に に る限 り， 西方浄土 は積極的に 肯定さ れ る と い う第
一

の論証 と理 事無礙 に 限定 して解釈 する第二

の論証 は同 じよ うで も天 台思想全体か ， 理事 の個別か で 違 うこ とを注意した い
。 殊更 ， 第

一で 天台

思想 に よ る西方浄土肯定面論 を重 出し再確認 したの は そ の た め で ある 。

　第 2 に ，
こ の こ とか ら禅浄双修 の

「

浄土j を考 え る場合の
一

つ の 有力な示 唆 を受ける点で ある 。 浄

土 に 関す る理事無礙 は
， 本来 ，

「
理 と し て の 唯心浄土 」の 了解 と

「事 と し て の 西方浄土 」の 往生 の 無礙

で あ る 。
こ の中の事 と して の 西方浄土 だ けが禅師に肯定され た ら ど うな る か 。 事 と して の 西 方浄土

を認 め るか ら， 必然的 に理 として の 禅に な らざるを得な い 。 すなわち ， 理 と して の 禅 ， 事 と し て の

西方浄土 の 禅浄双 修の論理 で あ り ， 成立で ある 。 し か し こ れ は禅系唯心 浄土思想か らは論理的に成

り立 た な い 。す で に 知 っ た こ とだ が ， 禅本来の 思想の仮 りに直指人心 ・見性成仏の 立場 で は ， 唯心
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浄土 を直指 し見性す る こ とが 眼 目で ， 事 とし て の 西方浄土 を容認す る 余地 は な い 。 それ ゆ え，
『
六

祖壇経 』の 西方浄土批判説 で ある 。 理事無礙 は天台 に は天台 の 理事無礙 で あ り， 浄土 に は理 とし て

の 唯心浄土 と事 と して の 西方浄土の 無礙で ある 。 当然 ， 禅 に は禅の 理事無礙が あるわ けで ， 仮 りに

直指人心 ・見性成仏 を理 とすれ ば ， そ の た め の 実践修行が事 に な る 。 どうして 西方浄土 の 往生行が

理 と し て の 唯心浄土 を直指 し見性す る事相 に な りえ る の か ，論理 的に は成 り立 た な い 。 しか し，唯

心浄土 と西方浄土 の 最 な有力な （お そ ら く天 台系の理 事無礙 の 論証が 強調 さ れ た と き
， 西方浄 土の

弥陀浄土教 の 大 きな勢力 もあ っ て
， 事 と して の西方浄土 だけが独立 して ，

い か に も空無 を探求す る

理性 の 強い 禅宗 と融合 し て禅浄双修思想が成立 した の で は なか ろ うか 。

　理 事無礙 の 論理 的構造 か ら気づ い た禅浄双修思想 は宋代浄土教以降の 大 きな特徴で 唯心浄土思想

と深 く係わ る が，禅 と西方浄土 往生行 と の 双 修で あるな らば
， 新た な重要な課題 と し て 別 に改 め て

考 えね ばな らない
。

　第 3 に
， 元照 『観経義疏 』

　　
一

者法性土……，此謂唯心浄土……。二 者応化土……。今経所明即是弥陀所取同居浄土 。

の記述 で あ る。元照 は唯心浄土 を法性土 ， 観経の 弥陀浄土 を凡 聖同居の 応化土 と解釈す る 。

　唯心浄土 が 通常の 浄土観（法性 土 ・報身土 ・応化 土 な ど）の い ずれ で あ る か は ，
こ れ まで全 く論及 し

て い な い 。

　唐代 まで の 主な浄土観 に つ い て は前号第三 章 「唯心浄土思想成立以 前の先行思想」で辿 っ たが ！
2｝

わ

れわれが
一

般的に学んで い る弥陀浄土観は浄影寺慧遠 ・吉蔵 ・智顕等の 諸師が事浄土 ・凡聖同居土

と低 く解釈 した の を古今楷定 して ， 善導が指方立 相の 報土説 に 高めた こ とが 有名 で あ る 。
い ずれに

せ よ， 経論 に よ る限 り， 弥陀浄土 は こ とごと く西方有相浄土 で あ っ て ， 経論を絶対 とす る諸師 に は

弥陀浄土 を無方無相の法性土 と解釈で きな か っ た 。 と こ ろで ， 唯心 浄土 は心の 表わ れ で あるか ら無

方無相の浄土で あ っ て ， 西方浄土に は な りえな い
。 従 っ て ， 論理 的に は法性土 ・法身土 に な らざ る

をえな い 。 こ うした論理 を背景 として ， 先行思想の 主な浄土 観の考察で は ， 唯心浄土 思想は 弥陀浄

土 観の 展開で は な く， 諸仏浄土 観が 後に転用 され た と予測 した 。 ただ ， 細 か く注意すれ ば， 諸師の

弥陀浄土観に も法性土的萌芽が あ り， それが 永明延 寿の諸仏唯心浄土 思想 に 展開 し， さらに 宋代の

知礼 ・遵式 を初 め とす る弥陀唯心浄土思想に な っ た 。 元 照の 記述は唯心浄土 が法性土で あ る こ と の

一
例 に過 ぎな い が ，

『
楽邦文類』 に は弥陀法身説が 十数部認 め られ る曽）宋代 の 唯心浄土思想が 善導の

報身報土説を更に 高め て法身法性土 説 を成立 された こ と は弥陀仏身仏土観 の展開 として 銘記 して よ

い で あろ う。

　唯心浄土 と西方浄土 に つ い て の
「
理 事無礙 」の 解釈 に よ る浄土 観は 有力な論証で あるだ けでな く，

禅浄双 修 の成立 ， 弥陀法身法土説と い う新た な諸相 も示唆 し て い る。

　第三 に ，

「

理事無礙 」に よる浄土観 とも係 っ て ， 定善 と散善 ， 理観 と事観の 行業論 か ら の 解釈で あ

る 。 主 な記述 は ，

彦倫
「
念仏修心術 」 （大正 47 ・211中下）

　　諸大乗経勧生浄土 ， 因通 二 種 。

一
定二 散 。 定謂即心観仏 ，

……
唯心 本具 。

……経云 ，

……是心

　　作 仏，是心是仏。此乃 如来親示 唯心 三 昧 。

……心外 無仏，性外無土 ……。二 者散善。用純 実
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　　心 ， 信有西方……。然事想彼国 ， 但無三 観 ， 名散善耳。……。吾祖智者云 ， 根有利鈍 ， 行有定

　　散 ， 観仏三 昧名定 ， 修余善業説以為散 。

元照
『
観経義疏』 （大正 37 ・28  下）

　　今経観法 ， 通摂利鈍 。 利根修者莫非理 観 ， 鈍根修者皆帰事想 。

な どで あ るぽ
）

彦倫 は定善の即心 観仏は唯心 三 昧で あるか ら唯心浄土 ， 散善は西 方浄土が ある と信じ

るこ とと し， 元照 は利根者が理観 を修す るゆ えに 唯心浄土 ， 鈍根者は事想 を修す るゆ え に 西方浄土

と説 く。

　観経十六観法 を理観 とみ る か 事観 とみ るか ， 定散二 善を どの 経文 に 当て るか は浄影寺慧遠以来 ，

種々 の 解釈が あ り，と くに 善導 の 定散二 善 ・事想観は有名で あるがIS）当時 も諸説に 別れ た よ うで ，

元照 『
観経義疏』巻上 に は

， 前引 の 見解 に続 けて ，

　　然古今利釈 ， 互説不同 。

一云 ， 十六妙境無非理観 。

一
云 ， 拠経始末皆是事想 。

一
云 ， 前後十五

　　是事 ， 唯第九仏観為理 。

それ を註釈 した戒度 『同正観記』巻上 は，す べ て 理観 は知礼，事想は択瑛，第九理観 ・他の 十五 事観

は智円 の主張 と言 う鱠

　 こ れ を唯心 浄土 に当て は め る と ， 定善 は理観ゆ え に唯心浄土 ， 散善 は事想 ゆ えに西方浄土 とい う

図式 に な る 。 観経解釈は諸師夫々 に異 なる か ら， 別 に細か な論証 を必要 とす る が ， こ の 僅か な記述

か らだ けで も， 知礼は理観 ゆ えに 唯心浄土，元照 は
「

通摂 」ゆ えに唯心浄土 と西方浄土 を主張 した こ

とが知 られ る 。 観経十六観法 は当時 も重要な行業論で ，著名 な唯心浄土思想家知礼 ・元照等の 見解

ゆ え に
一

つ の 代表的解釈で あ る 。

　第四 に ， これ まで の 論証 に再々 認め られ たが ， 上根 と中下根の機根論 か らの 解釈 で あ る 。 主な事

例と して は ，

遵式
『
往生浄土決疑行願二 門』（大正 47 ・146 上）

　　上輩三 品須解須行……
。 若其中下之 流六品生因 ， 只 具精持禁戒行世仁慈， 乃至下下品生……

。

有厳
「

浄土修 因或対 」 （大正 47 ・205下
一206上 ）

　　浄土非難易 ， 難易在人 。

……
所云 修無生妙観……乃上根得生之

一
門耳 。

……
。 若今之世中下鈍

　　根……
。

彦倫 「念仏修心術」 （大正 47 ・211 下）

　　若定若散 ， 或鈍或利 ， 皆浄土 因 。

元照 『観経義疏 』 （大正 37 ・280下〉

　　利根達 理別
一

切 唯心 ， 鈍根未達則専依事行 。

王 古 「浄土宝珠集序 」 （大正 47 ・173上）

　　被円頓機 ， 則皆
一

生 補処 ， 明方便門 ， 則有九品階差。

同　 「寂照集揀西方要義 」（大正 47 ・201 上）

　　仏説 ， 法有隠顕 ， 教有権 実， 人 根有利鈍 ， 宗師有抑揚 。

江 公 望 「念仏方便文 」 （大正 47 ・212中下）

　　若是利根之人 ， 念念不生……
。 初機後学……心口念念声声 ， 称誦勝号 。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

柴　田 泰 59

などで あるS7）

　こ の 先行思想 と し て は
，

『観経 』九品往生説 （あ る い は 『無量寿経』三 輩往生説）の 解釈 ， さ ら に は
『
浄

土十疑論』 （「智者熾然求生浄土 ， 達生体不可得……
。 愚者為生所縛聞生 ……

不遠此理 」），

『六 祖壇経 』（
「
人

有両種 ， 法無両般 。

……迷人念仏求生於彼 ， 悟人 自浄其心 」）の 強い 影響が あ りIS〕近 くは延寿 『万善 同帰

集』 （「唯心浄土者，了心方生……。其乃力量未充，観浅心浮……須生仏国」
「
九品経文自有昇降。 上下該摂不

出二 心 。

一
定心，如修定習観，上品往生 。

二 専心 ， 但念仏名号・…・得 成末品」）とある か ら19）上 根 の 唯 心

浄土 ， 中下根の 西方浄土 と い う機根論 は長 い 歴史 を継承 し た 当時の 一般的解釈 と考 え て よ い
。

　以上 ， 唯心浄土 と西方浄土 の関係 に つ い て ， 多少 とも西方浄土 に言及する資料を摘 出 し， そ こ か

ら知 られ る解釈を探求 した。初 め に天台思想 か らの西方浄土肯定説 と禅思想 か らの批判説 を確認

し， 理 事無礙の 浄土観 ， 理観事観 ・定散二 善の 行業論 ， 上根下根の機根論 か らの解釈 を知 っ t，。こ

こ で は夫々 別個 に論述したが ， 同
一

資料が再出され て い る こ とは諸師夫々 に 微妙な違 い を見せ な が

ら も浄土観 ・行業論 ・機根論が唯心浄土 と西方浄土の 関係 とい う同
一基盤 で相互 に 密接に 繋て．て い

る ことを意味す る 。

一思想家の 思想大系 として は当然の こ とで あ る 。 仮 りに それ を図示 す れ ば ，

弥陀浄土⊥欝‡一鞴二蠶蘿一‡震
とな ろう 。 就中， 浄土観に つ い て は天 台思想の 立場か ら言え ば「

無礙」
「
相即 」

「
不二 」で あ り ， 禅思想

で は西方浄土 は否定され るか ら安易な会通は許され な い
。 行業論 と機根論は明 らか に 異な る の で あ

り ， 会通す ら成 り立た な い
。 従 っ て ， なお細心な論証の余地は残され て い るが ， これ まで の 論述 で

唯心浄土 と西方浄土の 関係だ け で な く， 唯心 浄土思 想の 具体的な諸形態す ら もよ り明 らか に な っ た

と思われ る 。 さ ら に ， 各論か ら派生 した 問題 と して ， 禅浄双修思想の
「

浄土 」の 概念 ， 弥陀浄土の 法

身法性土説 ， 観経解釈の 諸説な どを知 っ た が ， こ れ らの 課題 は別 に稿を改め る に して も ， 宋代浄 土

教の諸相を多少 とも解明で きた と思われ る 。

　最後に唯心 浄土思想の 最初の 提唱者永明延寿（904− 975）の 宋代唯心浄土 思想 に 及ぼ した影響 に つ

い て 整理 し論及す る 。

　延 寿は偉大 な唯心思想家ゆ え に 宋代仏教 に 与 えた影響 は当然予想 され る こ と で ， と くに趙宋天台

との 関係に つ い て は勝 れ た成果が 認 め られ る騨 しか し， 彼 の 浄土 思想 の 宋代 へ の影響 に つ い て は

未だ詳細な論証 は認め られ な い
。 そ れ以前に 延寿の厖大 な著述， と りわ け『宗鏡録』百巻 を対 象 と し

た浄土思想 の 解明 も無か っ た わ け で ， それ ゆ え詳論した の が 前号第 四章
「

唯心浄土思想の 成立一で あ

る 。

　細か な諸点は前章 に ゆず り， 従来の 研究 で も必ず言及 され る有名 な唯心浄土思想 の典拠 を挙 げ

る 。

『万善 同帰集 』巻上 （大 正 48 ・966中下）

　　問 。 唯心浄土 ，周遍十方。何得託質蓮台 ， 寄形安養
……

。

　　答 。 唯心 仏土 者， 了心方生 。 如来不思議境界経云
……

。 故知識心 方生 唯心浄土 。

……乃知心外

　　無法 。 又 平等之 門 ， 無生 之 旨， 雖即仰教生信 。 其乃力量未充 ， 観浅心 浮 ， 境強習重 ， 須生 仏国

　 　
■・o．・

o
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彼の浄土思想 は『如来不思議境界経 』を引証す る十方に 周遍 の
「

唯心浄土 」 と力量充た ず観浅 く心 浮 く

者の 生 ずる 「仏 国」 （安養浄土 ）の 二 つ の 見解で あ り， 両者の 関係は 同書の 根本思想
「
理 事無関」で 会通

され る 。

　こ こ で ， 延寿の 浄土思想 と宋代唯心浄土思想の 共通点 ， 従 っ て 影響関係を挙 げる と， 第 1 に
「
唯

心浄土 」 の 明記 で ある。 こ の用語 はすで に 李通玄 （635− 730）の 十種浄土
「

第九唯心浄土 」に あ っ たが ，

『
維摩経』の浄土で ， 弥陀浄土は 「

第
一

阿弥陀経浄土・・…・
。 第二 無量寿観経浄土 」 と最下位の 査定で あ

るLl　11延寿の 唯心 浄土 は特定 され て い な い か ら諸仏の唯心浄土で ， そ の
一

浄土 と して 弥 陀の 唯心浄

土 を認め るに過 ぎな い
。 しか し ，

「唯心浄土」明記の 主張は画期的 なこ と で ， 高 く評価 された の で あ

る 。 第 2 に
「
理 事無関」に よる唯心浄土 と西方浄土の解釈で ある。 こ の解釈が 『万善同帰集 』の 根本思

想で あ る こ とは確か で ある し ， 宋代の 唯心浄土 と西方浄土 の関係 を解 く最 も有力な浄土観で ある こ

とはすで に論証 した とお りで ある 。 理事無礙 は延寿の 中心 思想で あ る と と もに 宋代浄±教の 主要な

浄土解釈で ある 。 第 3 に 延寿は西方浄土 往生 を中下根の 人 に 積極的 に勧 め る。宋代浄土教で も上根

は唯心浄土 ， 中下根は西方浄土 の機根論は非常に多い 。こ の よ うに ， 延寿の浄土思想 と宋代浄土教

は 驚 くほ ど
一

致す るか ら ， わ れわ れ は延 寿の 宋代唯心 浄土思想 ， 広 く浄土教 に 及ぼ した影響は 極め

て 大 きい とい う印象 を受 ける 。

　 しか し ， これ ら の 共通点 は以下の 反証 で 消失する 。

　第 1 の
「

唯心浄土 」の 用語 を彼が最初に 用 い た とい う点は高 く評価す べ きで ある。 しか し，それ は

『如来不 思議境界経』 を引証 とし ， 十方 に周遍す る諸仏の 唯心 浄土 で ， 彼は弥陀浄土 を前提 と し特定

し て 主張 し た の で は無 い
。 諸仏 の 中の

一
仏 とし て 弥陀の 唯心浄土 を認 め る の と

， 初 め か ら弥陀浄土

を前提 と し特定 して 唯心浄土を主張す る の とで は大 きな違 い が あ る 。
こ の点で

『
観経』

「是心是仏」 を

経証 とし ，

「唯心之浄土 ， 本性之弥陀」 を明記 し主張 した知礼 と根本的 に異な る 。 第 2の
「理事無礙 」

の 解釈は華厳教学 に対抗 した湛然 （711− 782）以降の 長 い 天台教学で の 中心 命題 で ， 趙宋天 台で は山

家派知礼の
「
別理 随縁」

「
事理両重総別」， 山外派智円等の

「
縁理断九 」

「
理 総事別 」の難解な論争 に 展開

す る の で あ っ てll2延 寿や唯心浄土思想 に 限 られた解釈で はな い
。 そ れ ゆ え宗派 を超 えた 宋代仏教

の 最 も有力な解釈 と前に注意 したの で ある 。 第 3 の 中下根の 西方浄土往生 も
『
観経』九品往生説 ， あ

る い は
『
無量寿経』三 輩往生説の経文 を忠実 に 解釈す る限 り， 浄影寺慧遠 （523− 592＞の註釈以降弥陀

浄土 教で は伝統的解釈で ， 延寿に 特筆 さ れ る主張で はな い
。 延寿も諸師の 解釈を踏襲 した こ と は す

で に 述 べ た 。 従 っ て
， 宋代浄土教の 機根論 も延寿の 影響 と特定で きな い 。 こ の よ うに 延寿の唯心浄

土 思想 と宋代唯心浄土思想 を結ぶ 共通点 は，弥陀浄土教 ， 広 く唐宋仏教思想の 大きな流れ の 中 に埋

没 し ， 影響関係 は色褪せ る 。 反 っ て ， こ こ で 残 された延寿の 諸仏の
「
唯心 浄土 」 と宋代唯心浄土思想

家の
「唯心浄土，本性弥陀 」の 質的違 い の 方が大 き く際立 つ

。 延寿の宋代唯心浄土 思想に 限 っ た影響

は特定で き な い
。

　加 えて
， 大 きな理由は唯心浄土思想資料に延寿著述の 引用が今の と こ ろ

一
つ も見出して い な い 点

であ る 。 第三項 で 論証 した よ うに ，

『
観経』

「
是心是仏 」をは じめ諸経典 ，

『天台観経疏 』
『
六 祖壇経』等

の 先行思想の 引用 は認 め られ る の に ， 時代的地理 的に も最 も近 い 延寿著述の引用は何故か
一

点 も認

め られ な い 。資料 的に 立証 で きな い の が最大の難点で ある 。
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　しか し ，
こ の こ とは延寿が宋代仏教で評価され て い な か っ た と言うので はない

。 彼の伝記 は早 く

に
『
宋高僧伝』巻二 八 （988年），

『景徳伝燈録 』巻二 六（1004年）に 載せ られ るが1131厳 しい 修行者 と し て

で ， 浄 土思 想 家 と して で は な い 。浄土 資料 で も『新修 往生 伝 』巻下 （1084年），『龍舒 浄土 文」巻 五

（1162年）に 載 るが 114唯 心浄 土思想 を伝 える もの で は な い 。延寿 を高 く評 価 した の は 宗曉 『楽邦 文

類』巻三
， 四 ，

五 （1200年）で ， 前引の 『万善同帰集』第 28 問答を始 め 6 問答 と伝記が 収録さ れ る
。

し

か し， 宗曉 は蓮社継祖 （慧遠 ・善導 ・法照 ・少康 ・省常 ・宗髓 ）に入 れ て い な い 951それ 以降 ， 延寿の 評

価 を決定 した志磐
『仏祖統紀』巻二 六 （1269年）を経て ， 元代か ら益々 讃仰 され る。延寿像 の変遷 と禅

浄双 修思想 （四料揀）の 疑義 は前章 で辿 っ た し116）次章の 資料が それ を証 明 し よ う。 延寿の 評価 は
「楽

邦文類』に 依る と こ ろ が 大 き く， それ ま で の 唯心 浄土思 想資料 に は認 め られ な い
。

　延寿の厖大 な著述 と荘大 な唯心思想 が時代の近時性か ら考えて宋代仏教 に影響を与えな い 筈はな

い と思われ るが ， 唯心浄土思想 に限 っ て は資料的 に も思想的 に も今の と こ ろ立証 で きな い
。 さ ら に

探求 を続け る つ も りで あ る 。

　（1） 澄 観
『
大華厳経略策」 （大 正 36 ・707下 ），同

『
華厳法界玄鏡』巻 上 （大 正 45 ・672

’
下），木村清孝『中国華 厳 思 想 史』

　　221− 225頁。

　　　延寿
『
万善1司帰集』巻下 （大 正 48 ・991上 ， 992上）， 前号 45− 47頁 。

　（2｝ 前号 第三 章第
一

節第
一

項
「

中国仏 教 に お け る 主 な浄 土観 と 唯心 浄 土 思 想」27− 31 頁。

　（3） 拙稿
「

弥 陀法 身説 と その 展開」
『
印度哲学仏教学』第 5 号 。

　（4） 他 に有厳
「一一

有相心，謂著相忻樂。二 無相心 ， 謂 理 観相応」〔
「

浄 土修因或対 コ）な ど 。

　（5） 坪井俊映
『
浄土三 部経概説』347− 352頁。

　（6） 戒度
『
観経義疏正 観記』巻上 （続蔵 1 ・33 ・1，18）。

　  　他 に
「
衆生根有利鈍，其近而易知。簡而易行者，唯西方浄土也」 （

「
大 宋 無為 楊提 刑 伝」

『

楽邦 文 類』巻 三，大 1147 ・

　　195中）な ど。

　（8） 『浄 土 十疑 論 』大 正 47 ・78上，『六 祖壇 経』大正 48 ・352上。（土 古〉
「
寂照集揀西方要義」の

「
誌公云 ， 智者知心

　　是仏 ， 愚人 愛往西方」 も同 じ見解 。

　｛9） 延 寿『万 善 同 帰 集」
『
』巻上 ，大 正 48 ・966中下，968下。そ の 他

『
宗鏡録』巻 16，17，36（大 正 48 ・501T ，5 6

　　上，623 中下），『
受 菩 薩 戒 法 』（続蔵 2 ・10 ・1，IO）な ど。 前号 第 四 章

「
唯心 浄土 思想の 成立一

永明延寿 の 浄土 思想 」

　　64− 67
，
71− 73頁参照 。

　（10） 安藤俊雄
「
観無量寿経疏妙宗鈔概論』4− 5，81頁 ， 池 田 魯参

「
趙 宋 天 台 学 の 背景 」

『
駒駒大学仏教学部論集．第 L4

　　号 な ど。

　（IO　李 通 玄 『
新華厳経論』巻六 （大正 36 ・759中一760上）。

　（12） 安 藤俊雄
『天 台 性具 思 想論』136− 145，／71頁以下，同

『
天台思想史』37− 41頁，塩入 良道

「
天 台思 想 の 発 展 」

『講

　　座東洋思想』 6．日比宣正 『唐代天 台学 研 究』255− 265，274− 277，315− 381 頁な ど。

　a3） 『宋高僧伝』巻二 八 （大正 50 ・887 中），

『景 徳 伝 燈 録 』巻 二 六 （大正 51 ・421下一422上 ）。

　a4） 『
新修往生伝』巻下 （

『

続浄土 宗全書』巻
一

六，124− 125貞〉，

『
龍舒 浄 土 文』巻五 （大正 48 ・268中下）。

　  　
『
楽邦文類』巻三，四，五 （大正 47 ・192 下，195 上 中，198 下

一2〔）O 上，214 下
一215 上 〉。

　  　前号第 四 章第四 節
「
中国浄土 思想史に お ける 永明延 寿」 89− 95項。

要 結

　本章で は ， 唯心 浄土 思想家が 輩出す る宋代 を唯心浄土思想の 確立 と規定 して ， 初め に 関係資料の

調査 ・整理 ・分析等 の 資料研究 を行 な っ た 。 次 い で ， 思想研究 に進み
， 宋代浄土教全体の 特徴 か ら
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唯心浄土 思想 の 手 がか りを得てか ら ， 具体的な 思想形態の 諸相 と諸問題 を解明 した 。 そ れ に よ っ

て ， 宋代 の 唯心 浄土 思想の 総合的研究は な し終えた と思わ れ るが ， また新た な課題 も提起 さ れ た 。

　第
一
節

「
従来の 見解 と問題 の 所在」で は ， 唯心浄土思想 に 関する従来の 研究 は宋代仏教， と くに趙

宋天台 に多 く， 初め て
「
唯心浄土 ， 本性弥陀」の 用語が認め られた が ， 知礼 ・遵式 ・元照等の 著名な

思想家 に限 られ ， 未 だ総合的成果 は認 め られ なか っ た 。 そ こで ， 本章の 問題の 所在は唯心 浄土思想

資料 を調査 し整理 し ， 思想形態 とそれ に 係わ る諸問題 を解明 し ， 総合的成果を意図 した。

　第二 節
「
唯心浄土 思想の 諸資料

一『
楽邦文類 』の 関係資料

一
」で は ， 多 くの浄土資料を集録 す る

『楽邦

文類 』を客観的 に評価 し ， そ こ に認 め られ る唯心浄土思 想関係文 を指摘 した 。 総数 は 58文 に 及び，

そ れ に伴 う留意点 （総数の多寡 ， 西方浄土 と の関係 ， 弥陀 と 諸仏の 会通 な ど ）に注意した 。

　第三 節 「唯心浄土思想の 形成過程
一

宋代 ま で の唯心浄土思想資料集成
一

」で は ， さ ら に 現存資料 ・先

行資料 ・引用資料 を加味 し，可能 な限 り年代別系統別の 分類 ・整理 を試みた 。 概数は経典 7部， 先

行 思想 8部 ， 宋代関係文 38師 67 部で ある。そ れ に よ っ て 宋代 まで の 資料集成 ， 従 っ て ， 本稿の 大

きな意図の
一

つ
， 資料に係わ る総合的成果 はな しえた と思わ れ る 。 次 い で ， 資料か ら知 られ る宋代

の 唯心浄土 思想の 特徴に論及 し， 第一
に中国浄土教史の

一
大潮流 ， 第二 に延寿の 影響 の 有無 ， 第三

に融合的傾向を指摘した 。

　第 四節
「
唯心 浄土思想の 諸形態 」で は ， 宋代 の唯心浄土思想の 具体的形態 と論証 ， それ に係わ る諸

問題等 を解明 した 。

　初 め に ， 第
一

項 で 思想解明の 手が か りを宋代浄土教 の特徴 か ら学 び ， 唯心浄 土思想 の 融合的性

格 ， そ れ に伴 う成立の事情 と課題 （西方浄土 と の関係 ・延寿の影響な ど）の 示唆 を得 た 。

　次 い で ， 第二 項で 唯心浄土思想関係文か ら主な要語 を整理 し， 第三項で
「

問題の 所在 」で提起 した

課題 （「唯心浄土 ， 本性弥陀（自性弥陀）」の 有無 ， 弥陀浄 土 と諸仏浄 土 の 判別 ， 先行思 想 の 確定な ど）を吟味

した 。

　 「唯心浄土，本性弥 陀（自性弥陀）」の 用語に つ い て は知礼が初出で ， 初め て 唯心浄土 系の 浄土 観 と

本性弥陀系の 仏身観が 統
一

され ， 唯心 弥陀浄土思想が成立 し確立 した。中国で は 「己心弥陀」の 用語

は無 い 。「唯心浄土 ， 本性弥陀 （自性 弥陀）」明記は 18部で資料的 に 多 くな い が，わ れ わ れが 使 う〈唯

心 浄土思想〉と い う総称 は資料 か らみ て的確な用 語で あ る
。 天 台系 は 「本性弥陀」， 禅系 は

「自性弥

陀」 が多 い こ と な どが知 られ た 。 こ れ らは新し い 知見 と思われ る。

　 また ，唯心の 弥陀浄土 と諸仏浄土の 判別で は ， 前代 まで に較べ て 唯心諸仏浄土 思想資料が極端に

少な い 理 由は
『
楽邦文類 』 に よ る が ， 宋代に は

「浄土 」は弥陀浄土 に 専有 された とい う中国浄土教史上

の傾向 を指摘 し た 。

　典拠の 経典 ・先行 思想の 確定で は ， 宋代引用典籍 を指摘 して 実証 した 。 就中，

『
観経』是心是仏釈

→ 『天台観経疏 』
→

『
同妙宗鈔 』の 天台系 と 『維摩経』心浄土浄説 →

『
六祖壇経 』西方浄土批判説 → 禅師 ・

居士 の 禅系が 主要な流れで あ る。それ に よ っ て また ， 西方浄土 との関係 ， 延寿の 影響の 課題が残さ

れた。

　第四 項 ， 天 台系 ・禅系唯心浄土思想 と諸問題 で は，まず従来の 研究か ら知礼 ・遵式 ・元照 ・守納

・道深の 見解を整理 し
， 前節 ま で の 考察か ら天台系 ・禅系の 大要を辿 っ た。そ こ で も共通 して 唯心
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浄土 と西方浄土 の 関係が課題で あ っ た 。

　次い で天 台系唯心浄土 思想を主な要語か ら指摘 した が ， それは最早天台系諸師 に限 られた もので

はな か っ た 。 思想 として は天台思想で あるが，人 と して は律師 ・禅師 ・居士 に及んで い る。天 台系

唯心浄土思想の特徴は第
一

に西方浄土 肯定論 で ，理論的根拠 は天台性具説の
「相即 」

「不二 」 で ある。

第二 に 天 台系唯心 浄土思想は唐代ま で の 弥陀浄土 教 を否定 し た の で は な く， 肯定 した上 で新思想 と

して 出現 した 。 それ ゆ え天台系思想家が 多い こ と も論理的 に立証で きた。

　禅系唯心浄土思想 に つ い て は ， 禅本来の立場か ら唯心浄土は肯定され るが ， しか し， 天 台系 と罠

な り， 西方浄土 説 は論理的 に成 り立たない 。そ こ で ， 禅家の 西方浄土批判説 とそれ に対す る唯心浄

土 思想家か らの 禅者批判が 現われ る
。

こ こ で は具体的資料を挙げ ， 併せ て 中国浄土 教史上 の 禅家批

判 を紹介 し ， 当時 の状況 を推定 した 。 そ こ で新た な疑問が 生 じた 。 禅本来の 立場か ら西方浄土．説が

批判 され ると した ら， 宋代か ら現われた禅浄双修思想の浄土 とは何か とい う点で あ る 。 禅 と唯心浄

土 と の双修 は問題 ない が，禅 と西方浄土往生行 との 双修は論理 的に矛盾す る 。 それ は別 な課題 とし

た 。

　そ の他 の 形態 と して は ， 華厳系唯心 浄土思想， 思想形態が窺えな い 偈頌 に 多い 咏嘆調 の表現 など

が あ り， 以上で宋代の唯心浄土思想 の諸形態 と諸問題は論述で きた と思われ る 。

　第五項 で は ， こ れ まで に再三 提起 され た課題 ， 唯心浄土 と西方浄土 の 関係，延寿の 影響 に つ い て

考えた 。

　唯心浄土 と西方浄土 と の 関係 に つ い て は ， 具体的資料を挙 げて 主な理論的根拠 を調 べ た 。 第一
は

天台性具説の再確認で ある。第二 は理事無礙の 浄土 観か らの 解釈 で ある 。 理 として の 唯心浄土，事

として の 西方浄土の無礙で ， 最 も有力な論証で ある 。 また ， それ に よ っ て 禅浄双修 思想の成立，唯

心浄土 の 法性土説 と い う新 た な事柄が知 られ た 。 第三 は定散 二 善 ・ 理観事観の 行業論か らの解釈 で

あ る 。 第四 は上 根 ・ 中下根 の 機根論か ら の 解釈で あ る 。 行業論 ・機根論 と も
『
観経』解釈の 長 い 歴史

を継承 した 宋代 の 一般的見解で あ る 。 総括す る と ， 理 と して の 唯 心浄 土 は上根 の人 の 定善理 観行

で ， 事 と して の西方浄土は 中下根の人 の散善事観の 往生行 となるが ， 諸師 に よっ て微妙 に異な り，

安易な会通 に注意 した。

　最後に 延寿の 宋代唯心浄土思想 に 及ぼ した影響に つ い て は
，

「

唯心浄土」の 用語， 理 事無礙思想 ，

中下根の 西方浄土往生 に共通点 はあ るが ，

「
唯心浄土 」は質的 に異 な り，他 も延寿個有の 思 想とは限

らな い
。 それ よ りも， 宋代 の唯心浄土思 想資料に延寿著述 の 引用が

一
点 も認 め られ な い 。唯心浄土

思想に 限 っ て は資料的 に立証 で きない の が最大の 難点で ある 。

　以 上 に よ っ て ，
「
唯心浄土思想の確立 」の資料的思想的研究はほ ぼな しえた と思わ れ る 。 それ は ま

た本稿
「
中国浄土 教に お ける唯心浄土思想の研究」で 意図 した総合的成果の最大の テーマ を終 えた こ

と を意味す る 。
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第六 章　唯心 浄 土 思 想の 継承 一 元明清代の 唯心 浄土思想資料 一

　前章で は唯心浄土思想 に関 して 最 も重要 な確立の 時代 ， すなわ ち宋代の 唯心浄土思想の諸資料 と

思想形態 ， それ に係 わ る諸 問題 に つ い て 考察 した 。 それ に よ っ て ， 中国浄土 教に お ける唯心 浄土思

想の 研究 と して重要分野 の考証 はほ どな しえた と思われ る 。 しか し ， 唯心浄土思想の 総合的成果を

意図す る本稿で は，なお そ の 後 に続 く元明清代の 資料 と思想に つ い て の考究 も課せ られ て い る。時

代社会が 異な る以 上 ， 思想 も また 新た な展開を遂 げる か らで ある 。

　しか し ， 前号 と同じ く本号で もなす べ き課題 は 多 く， 最早紙数 も時間的制限 も越え ， 加 え て 次号

の 見通 しも諸般の事情で約し難 い 。 それ ゆ え本章で は元明清代 の 唯心浄土思想資料の 抄出に と どめ

ざる をえな い
。 資料はわれ わ れ が被見 しやす い 大正蔵 経諸宗部 （浄土 関係資料）， 続蔵経浄土宗部な

ど の 唯心浄土 思想で あ る 。

一
読 して宋代か らの明 らか な影響 ， 新 た な諸相 と課題等が認め られ る

が ， こ うした総合 的成果 はそ の他の資料調査 を含 めて他 日を期 した い
。

元代（1206
− 1367）の 唯心 浄土思想資料

「礼念 弥陀道場懺法 』十巻　王子成（1213年頃，続蔵 2 乙 ・1 ・1− 2）

※
「

重刊礼念弥陀道場懺法序」 （75）

　　余観古今論 ， 念仏往生者， 多誇 自力 ， 所謂唯心浄土 ， 不往而往 ， 自性弥陀 ， 不成而成之類也。

　　竊意斯論 ， 似軽仏力也 。 　 至順三 年 （1332 年）日本国沙門至道序 。

「弥陀懺序」　李純甫撰　　崇慶二 年（1213年 〉序（76）。

巻三 　「引教比證 」第三 （90）

「龍舒 虚中　浄土法門 」　 勤修須断　勤執求生

　　世有専於執著者云 。 唯心 浄土 ， 豈復更有浄土，自性弥陀，不仏更見弥陀 。 此言似之 而非也 。

巻六　「発菩提心」第七 （106）

　　欲了唯心浄土 ， 須依離相菩提 。

『仏祖統紀 』五 四巻　志磐（1269年，大 正 49）

巻一六（230下，231上〉

　　道珠 。

　　忽感悟 日 。 唯心浄土
一

而己矣 。 良由弥 陀， 悟我心之 宝刹 。 我心 具弥陀之樂邦。

　　書偈 日 。 唯心浄土 ， 本無迷悟。

巻 ニ ニ （247上）

　　王 聞。

　　衆生本心，具四浄土 。

「蓮宗宝鑑 』十巻　普度 （1305 年，大正 47）

　　 ※ 蓮宗宝鑑序 （302下 ， 303上）
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　　　　　観経金口所宣而 日 。 是心作仏是心是仏 ， 故観心即観仏也。

　　　　　或難言 ，
三 聖接引 ， 則浄土在西方明矣 。 得無与 自性惟心 之 旨相矛 盾乎 。

　　　　　余日 ， 弥陀者衆生 之 弥陀也 。 衆生者弥陀之衆生也 。 極楽者弥陀之惟心也 。 惟心者衆生之

　　　　　極楽也 。 故識自性惟心之 旨 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 紫柏弟子 銭士 升

巻二 　
「念仏正教説」

「

離相念仏三 昧無住法門」（310下）

　　是名離相念仏三 昧 。 此則見
一

切衆生 ， 本性皆同弥陀 。

「参禅念仏三 昧究竟法門」 （312上）

　　是我本性阿弥陀。

「摂心念仏三 昧調息法門」 （312中）

　　三 昧忽爾現前 ， 即是唯心浄土 。

「慈照宗主円融四土選仏図序」 （313中 ， 第五 章第三 節参照）

　　 自性弥陀仏　唯心 浄土機

「常寂光浄土 」（314下）

　　唯心浄土 ， 唯心 浄 。

「西方四土 」 （315中）

　　善観心者 ，

一切万法 ， 唯心本具耳 。

「

心仏無殊 」 （316下）

　　此心即是弥陀仏　弥陀即是 自心源

巻三 　
「
念仏正 宗説 」

「李長者華厳合論十種浄土権実宗体 」 （318上 中）

　　第一阿弥陀経浄土 ……
。 第 二 無量寿観経浄土……。第九唯心浄土……

。

「
寂室大師示浄土実見 」（319上）

　　不修浄業者云，……浄土唯心 ， 我心既浄則国土浄 ， 何用 別求生 処 。 寂室日 ，

……
。

巻四　「念仏正 派説 」（319下）

　　故我祖師欲令大地衆生 ， 見本性弥陀 ， 達唯心浄土 ， 普能覚悟菩提之 妙道。
「
天竺 慈雲懺主」 （325中）

　　懺主悟本性之常寂光 ， 履唯心 之仏土 ， 浄自利利他
……

。

「
龍舒居士 王 虚中」 （326下）

　　噫 ， 自非了唯心本性之道 ， 達生 死変化之数 。 不臻于是。

巻五 　
「
念仏正 信説 」 （327中）

　　夫 ， 唯心 楽国普遍十方，自性弥陀円融
一

智。

「

断疑生信」 （328上）

　　所以正信心中憶念仏名 ， 浄念相継 自性弥陀現前 。

「
無為楊提刑直指浄土決疑序」 （330上）

　　唯心浄土 自性弥陀，大光明中決無魔事 。
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巻六　
「

念仏正行説」（330下）

　　清涼国師云 ， 諸仏心内衆生新新作仏 ， 衆生心 中浄土念念証眞。

「

修進工 夫」 （331上 中）

　　浄土唯心之説既巳明矣 。

　　上上根智人直下自悟 ， 識自本心 ， 見 自本性即是弥陀 ， 此則是如来
……。其未能頓悟之人 ， 須是

　　諦信浄土 ……
。

「自行化他 」（334下）

　　自見本性弥陀 ， 亦教人見本性弥陀。

「
以 事検心 」 （335中）

　　今引万善同帰集後偈 。

・・…願 生唯心浄土 。

巻七　「念仏正願説」 （335下 ， 336上）

　　願我盡生無別念 ， 唯心浄土独相随。

　　従這裏入頭悟 自性弥陀 ， 達唯心浄土入 諸仏境界 。

「
勧発大願 」 （336中）

　　予応之日。不然善知識仏是覚也 。 浄土是心也 。 此心誰不有之覚即心也 。 迷則衆生也 。

「
慈照宗主示念仏人発願偈並 序」 （336下 ， 第五 章第三 節参照）

　　臨終見仏 ， 即非外来 ， 盡是唯心 顕現 。

……臨終発現浄土 弥陀 ， 即非外来 ， 皆従 自心出也 。

巻八 　
「
念仏往生正訣説 」（338中

一339上）

　　必欲 生浄土見阿弥 ， 而後 巳須知仏本無身亦無 ， 其土皆衆生心浄所由致感也 。 経不云乎 ， 是心作

　　仏是心是仏 ， 諸仏正遍知海従心想生 。

　　夫心者 ， 造罪之 源 ， 成仏之 本 。

……
非但浄土唯心，蓋地獄亦唯心矣。

　　 自性弥陀決然可見。

「化仏来迎 」 （340中下）

　　宗鏡録或問 日……。……只此
一
念是本性弥陀， 只此

一
念達唯心浄土 。

巻十　「念仏正 論説」 （343中）

　　大矣哉 。 浄土 之 道。 其為体也 。 以弥陀即 本性，其為宗也 。 以浄国即唯心 ， 其為用也 。

「西方弥陀説」 （344上 一
下）

　　如経所載有理 有迹。論其理者西方即 自性也 。

……
， 了見本性弥陀， 直達唯心浄土 。

「
眞如本性説 」（344下）

　　禅宗則日正 法眼蔵 ， 蓮宗則 日 本性弥陀 ， 孔子則日 天理 。

「破妄説災福」 （345下，346上 ）

　　夫仏祖正法 ， 以本性弥陀為体 ， 念仏信願為宗 ， 自行化他為用 。

　　比来学者迷失宗 旨……本性弥陀罔知下落 ……実可悲哉。

「弁明 三 関 」 （347下）

　　 阿那箇是我本性弥陀。

「弁明大小 二 乗」 （347 下 ）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

柴　 田 泰 67

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 此義須行三 諦三 観説之 …（291（中）。

　　 問 ， 唯心浄土 之 唯心与本性弥陀 ， 及十不二 門唯色唯心之唯心 ， 同異如何 。 答 ， 唯心浄土是所観

　　陰境，本性弥 陀是所顕法門……（291下）。

『
懐浄土詩 』　中峯明本 （1263− 1323年，大正 47）

　　禅外不 曽談浄土　須知浄土外無禅（229中）。

　　 自性弥陀不用参　五 千余巻是司南（229下）。

　　即心 自性弥陀仏　満面塵埃又
一一

年（230上〉。

　　 自性弥陀絶証修　只消扣己便相投 （230 中〉。

　　因忘自性弥陀仏　異念紛飛総是魔（230中下）。

　　
一

尊自性弥陀仏　出現扶桑照眼紅（230下）。

「浄土或問』　天如維則 ［
− 1335〜1340− ］著 ， 株宏編， 広信校 （大正 47 ・294上 一295上 ）

　　問日。……然亦嘗聞有惟心浄土本性弥陀之説 。

……所謂浄土者，……所謂弥陀者，……逆在惟

　　 心本性之外矣。果何謂耶。

　　答日 。 汝言局矣。

……
当知 ， 浄土惟心 ， 心外無土……

。 惟心浄土 ， 土外無心 。

　　所謂 ， 十 方微塵国土者， 惟吾心中之土 也 。 三 世恒沙諸仏者 ， 惟吾 中心之仏也 。 知此則知無
一

土

　　不依吾心而建 立 ， 無一
仏不由吾性而発現 。 然則十万億外之極樂 ， 独非惟心之浄土乎 。 極禦 国中

　　之教主。独非本性之弥陀乎 。

　　知此則知諸刹諸塵 ， 塵塵皆唯心之極樂也 。

一
塵

一
仏， 仏仏皆本性之 弥陀也 。

『
阿弥陀経句解 』 性澄（1341年，続 蔵 1 ・33 ・2）

　　須了知弥陀世尊 ， 雖居十万億刹之外 ， 全我
一

心本具 。

……，能念之心 ， 本無 自性（150）。

「
西 斎浄土 詩』三巻　梵埼 （1296− 1370年，『

浄土十要』巻 八 ， 続蔵 2 ・13 ・5）

巻二 　
「列名浄土詩

一
百八 首 」 （419）

　　正是結交頭本性弥陀仏 ， 人間総 自由。

巻三 　
「
析善導和尚念仏偈八首 」 （422）

　　不如及早念仏　悟取弥陀 自性 。

……
。

　　但念阿弥陀仏　此心念念是仏　仏外更 無別心 　心外更無別仏。

　　或言。 我学上乗 ， 却又不識本性弥陀， 唯心浄土之 旨。

（後序）
「
名徳題 跋 」

　　弥陀自性時時現　浄土唯心法法彰 （352中）。

　　以惟心 浄土 ， 本地風光 （352下）。

　　仏子 ， 見自性弥陀 ， 悟本来清浄（353上）。

「西蜀楚山和尚示 衆念仏警語」 （353下）

　　便見 自性弥陀 ， 頭頭顕現常光浄土 、

「
浄土 境観要門』　懐則 （1310年 ， 大正 47）

　　弥陀海衆正 報之身三 十二 相等，皆是我 心本具，皆是我心造作 ・…　 。能 了此者方可論於即 心 観

　　仏。 所以 得云 ， 唯心浄土 ，本性 弥陀 （290上 〉。

　　問 ， 浄土依正 在十万億刹 外 。 何云 唯心浄土本性弥陀
…

。 答，
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「西方樂漁家傲十六首」 （425）

　　著唯心浄土誰云 隔 。

明代（136S− 1662）の唯心浄土思 想資料

「阿弥陀経略解 』　大佑（1334− 1407）（1392年，続蔵 1 ・33 ・2。

『
阿弥 陀経略解円中鈔』伝燈参照）

「序 」（154）

　　而応了唯心之本具 。 億刹非遥 。

「略解」 （159）

　　然須 了達法界唯心 ， 心 外無境 。 弥陀相好元是 自心 ， 十万億程不踰当念 。

「
浄土 指帰集』

二 巻　大佑（1393 年，続蔵 2 ・13 ・1）

巻上　 「宗 旨門 」第 二

「
心 外無法 」（63）

　　慈雲懺主云。或日，浄土在心 。 何須外覓
……

。 釈日， 子又不善心土 之義也 。

「浄土唯i心 」（63
− 64）

　　欲達唯心 浄土 ， 先了諸法互 融。

……
， 須知 ， 心外無法，故云唯心 。

　　心外無土 ， 土外無心 ， 此即事之理 ， 唯心浄土 也 。

……而求往生 ， 此即理 之事， 西方浄土也 。

「
十種無礙」 （64）

　　修性不 二 。唯心浄土，是本具之理 ， 全修在性也。……，故経云 ， 是心作仏 ， 是心是仏 ……
。

「

挙
一

全収」 （65）

　　真歇了禅師日 。 或 日，唯心浄土 ， 人人本具 。 何不直下承当反求之於十方億刹之外耶。

　　答日 。 若会得唯心浄土 ， 豈但十万億国微塵刹土亦未為遠…
。 不但唯心浄土 ， 地獄天宮唯心所現 。

「法相門 」第三

「
定散二 業」 （65）

　　定謂即心観仏 。 想彼西方依正 主伴 ， 唯心本具 。

……
， 故経云 ……是心作仏 ， 是心是仏……

。

巻下　
「

證験門」第六

「念不問断」 （81）

　　王 仲回 ， 問無為子日。……祖師則云 ， 心即是浄土 ， 不用更求西方……
。 無為子 日 。

……此以理

　　 奪事也。

「

決疑 門」第七

「
以理奪事」（87＞

　　六 祖壇経説，……自心有西方 ， 何処覓西方……
。 又誌公云 ， 智者知心是仏 ， 愚人願往西方 。

　　二 師所言，皆以 理奪事。……，以事即理故 ， 念而無念，生而無生 。

「求仏加護 」 （89）

　　照律師云 。 或問 ， 観経云 ， 是心作仏，是心是仏 。 心 既是仏，何須念他仏耶 。

　　答 ， 祇由心本是仏故 ， 令専念彼仏 。

……
， 即 是以我未成之 仏求他已成之仏，而為救護耳 。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

柴　田 泰 69

『
浄土 簡要録 』 道衍 （

− 1418）（1381年 ， 続蔵 2 ・13 ・2）

　　四明法智法師 ， 答楊文公請住世書略 日 。

……求往惟心之 浄土 ， 願見本性之 弥陀 （103）。

　　眞歇了禅師日 。

……
。 問 ， 既是人人本具 。 唯心浄土 ， 本性弥陀 ， 何不直下承当反求十万億国之

　　外乎。対 日。若会得唯心浄土，本性弥陀。何禅十万億国之程河沙国土，亦未為遠……。故弥陀

　　世尊直示心中之
一

仏耳。若指心之全体，不値唯心浄土 ，唯心地獄唯心六 道，所 由生也 （10∵）。

　　天衣懐禅師・・…・見訥師惟心浄土 文 （108）。

　　山堂倫 法師日 。

……
， 定謂即心観仏 ， 想彼西方依正主伴 ， 唯心本具 。 我心空故如来本空 ， 我心

　　仮故如来宛爾……
。 故経云……是心作仏 ， 是心是仏……（108）。

　　円弁法師日。唯心浄土
一

而巳矣。良 由弥陀我心之宝刹，我心具弥陀之楽邦 （108）。

　　寂室日。……人示以浄土 ， 必 日 ， 浄土唯心……
（108）。

　　陳翁与明智法師論台宗三 千法 ， 其間示 唯心 浄土之 義日
……

（109）。

「後序 」（110）

　　心外無法 ， 故日唯心。即 心之法彊名浄土……
。 　　大佑敬書於篇末。

『宝王 三 昧念仏直指』二 巻　妙叶（1395 年，大正 47）

※ 「
序」智旭 （354中）

　　而 世之昧者 ， 猶以 為自性弥陀 ， 非即楽邦教主 ， 惟心浄土 不在十万億西……
。

巻上　
「斥妄顕 眞」第二 （357上，判

　　西方即我眞心 ， 眞心無性 ， 即彼名体以顕我心 。 名体本空 ， 亦即我心而示 其相。 心境
一
体，生 仏

　　同源 。 求彼仏 ， 即 求自心 。

　　謂 ， 是唯心 浄土 ， 本性弥陀者 ， 実遼遠矣 。

　　実不出吾之心 性， 故名唯心 浄土本性弥陀 。

・…・得 名為惟心本性 之仏耶 。

巻下 　
「附 眞妄心境図説」（379中）

　　仏祖有云 ， 惟心浄土 自性弥陀者 ， 正在此以 方相為喩 。

f附破妄念仏説」 （380 上 ， 下）

　　又我心即是彼仏之心 ， 彼仏即是我心之仏 ，

一
体無二

， 故云 ， 惟心浄土 ， 本性弥陀。

　　捨穢取浄則感応道交 ， 見彼本性弥陀。 了悟
一

心則浄穢自分，可 i吾准心浄土。

「帰元 直指集』二 巻　宗本（1570 年 ， 続蔵 2 ・13 ・2）

巻上　
「
念仏正信往生文 」（112）

　　蓮宗宝鑑云 。 夫唯心 楽国 。 普偏十方 ， 自性弥陀 ， 円融
一

智 。

「行脚求師開示序」 （116）

　　只此一念是本性弥陀 ， 只 此
一
念是唯心浄土 。

「
開示 参禅亀鏡文 」 （117− 118）

　　偏法界是箇 自己弥陀，盡盧空是箇唯心 浄土 。

「
龍舒王居士 勧人径修浄土 」 （123）

　　世有専於参禅者 ， 只 説唯心浄土 ， 豈復更有浄土 。 自性阿弥 ， 不必更見阿弥 。 皆失之矣 。

……。
「

諸祖指帰浄土文 」 （125，126）
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　　寂室大師示浄土実見云。不修浄業之人 ……或聞説浄土 ， 必日浄土唯心 ， 我心既浄則国土浄 ， 何

　　用別求生処。寂室日
……

。

　　無盡居士云 。 自歎……
本性弥陀， 唯心浄土 ， 不能悟達 。

「三 教 眞如本性説 」 （135）

　　禅宗則日正法眼蔵，蓮宗則 日本性弥陀，孔子則日天理 。

「西方百詠普告諸賢」 （142，143）

　　本性弥陀皆具足　現成公 案不須参

　　西方直指易修持　本性弥陀孰得知

　　疑到情忘心 絶処　元来自己是阿弥

巻下　
「
円修浄土決疑論」 （162，163）

　　或日 。 自性弥陀 ， 本具唯心 ， 浄土現成 。 何須念彼仏而求生他土乎 。

……
。

一
元 日 。 仁者雖説唯

　　心之言 ， 実未達唯心之理 。

　　唯心浄土者，常寂光是也 。

　　況可又執 自性弥陀唯心浄土 哉 。 固雖唯心 浄土 自性弥 陀 ， 人人 本具，未到此地者，不許説此話

　　也。

　　即是現成 自已弥陀 ， 何必求生 他方浄土 ． 此等之人 可悲可痛可愍可笑 。

　　可便説現成 自已弥陀 ， 不必求生西方浄土 。 此等盲人……自取誅滅 。

「山居百詠聊述鄙懐 」 （175）

　　了得唯心 眞浄土　方知極楽在娑婆

「
浄土 決 』　李贄（続蔵 2 ・13 ・2）

「
前引」 （179）

　　故知 ， 阿弥陀仏浄土，即 自心浄土 。

「
寿禅師勧修浄業見万善同帰集」（179）

　　問 。 唯心浄土 ， 周偏十方……
。 答 。 唯心 仏土者 ， 了心方生……。

「
西 方偈賛 （宗本）」（189）

　　 西方直指易修持　本性弥陀孰得知

　　疑到情忘心絶処 　元来 自己是阿弥

『西方直指J三 巻　
一

念（続蔵 2 ・13 ・4）

巻上 　
「
浄土弁疑 」（312）

　　 浄土唯心

　　心外無土，土 外無心 。 此 即事里 ［理 ］唯心浄土也 。

……衆生念彼土 之 仏， 而求往生 。 此即理 之事

　　西方浄土 也 。

「題西方直指」 （324＞

　　舎唯心浄土 之外 ， 別求眦盧性海 ， 亦無是処。　　 万暦丙午 〔1607年 ）
……登甫題。

「中峰国師三 時繋念仏事 』 （明代年不詳，続蔵 2 乙 ・1 ・D

　 第
一

時（58）
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　　因忘自性弥陀仏　異念紛馳総是魔

　　阿弥陀仏即是我心 ， 我心即是阿弥陀仏。 浄土即此方， 此方即浄土 。

……
， 以 自性阿弥陀

・・…・。

　　人人分上 ， 本有弥陀 ， 箇箇心 中 ， 総為浄土 。

　第 二 時 （59）

　　経云，……
， 有仏号阿弥陀， 今現在説法。 総不 出唯心 浄土 ， 本性弥陀也 。

「中峰 三 時繋念儀範』 （明代年不詳 ， 続蔵 2 乙 ・1 ・1）

　第一時仏事 （63）

　前出 『中峰国師三 時繋念仏事 』第
一

時 と同文 。

「

重刻三 時繋念跋」　　万暦辛卯 （1591年）周従龍 ・徐名世和南謹跋 （71）参照 。

「
’
阿弥陀経略解円中鈔J二 巻　大佑述 ， 伝燈鈔 （1621年， 続蔵 1 ・91 ・4）

「
序　伝燈」 （382）

　　又 日 ， 了 唯心本具 ， 億刹非遥 。

（鈔）惟心浄土 ， 本性弥陀之妙法 ， 第言之雖易 ， 理亦難精（384）。

（疏）了 惟心 之本具 ， 億刹非遥 。 （鈔）能了事理体
一

， 生仏原同 ， 則十万億刹之遐方 ， 皆我惟心本具。

　　雖遠不遠 （385）。

（鈔）此経不 出千言。 備詮惟心浄土本性弥陀之 旨（385）。

巻上

（疏）阿弥陀是理 。 （鈔）阿弥陀判属於理者 ， 以是本性弥陀故（388）。

（疏）経云 ， 有信者 ……
。 （鈔）信則信有惟心浄土 本性弥陀……（389）。

巻下

（鈔）円教人 ， 能達浄土 唯心 ， 弥陀本性……（410）。

（疏）弥陀相好 ， 元 是自心 。 （鈔）弥陀相好 ， 乃我本性之弥陀， 十万億刹 ， 乃吾唯心之 浄土 。 故E1元 是

　　自心 （411＞。

（疏）皆為諸仏護念 。 （鈔）此唯心浄土 ， 本性弥陀之 旨， 皆為諸仏之所護念 （414＞。

「
刻円中鈔跋 」 （422）

　　惟心 浄土 ， 本性弥陀者 ， 必以 是為蒭狗……
。　　 皇明天啓五 年 （1625年）……無盡燈僧書、、

「
浄土生無生 論』　伝燈 （1603年 ， 大正 47）

「
身土 縁起門」 （382中〉

　　弥陀已成吾心 当果 ， 悉由心性 之 所変造 。 心具 而造 ， 豈分能所 。 即心是仏 ， 即 仏是心 。 即心是

　　土 ， 即土是心 。

「
心 土相即門」 （382中）

　　謂十万億遠之仏土，居於凡夫介爾之心 。 即心是土 ， 即土 是心 。

「

生仏不二 門 」 （382下）

　　蓋諸仏乃悟 衆生心内諸仏 ， 衆生乃迷諸仏 心内衆生。……。故古徳云 ， 諸仏心 内衆生塵塵極楽 ，

　　衆生心 内諸仏念念證眞 。 故弥陀即我心 ， 我心即弥陀 。

「感応任運門 」 （383中）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

72　　　　　　　　　　　　 中国浄土教に お け る唯心浄土思想の研究◎

　　故日 ， 諸仏是衆生 心内諸仏 ， 衆生是諸仏心内衆生。

「
彼此恒一門 」 （383下）

　　蓋西方極楽世界乃吾心之
一

土耳 。 娑婆世界亦吾心之
一

土耳 。

「幽渓 無盡法師浄土法語 』　正知 （『浄土十要』巻九，続蔵 2 ・13 ・5）

　　言言閙浄土之惟心 ， 句句演弥陀之本性 （429）。

　　悟極楽原是我惟心 之 浄土 ， 不 是他土。了弥陀原是我本性之 眞仏 ， 非是他仏 （430）。

※
『
観無量寿経図頌』伝燈 （続蔵 1 ・33 ・1）

　　
「
敘」各有自性弥陀 ， 自現惟心 浄土 。　　 歳次乙未（1655年）張文嘉仲嘉甫（50）。

「浄土生 無生 論註』　正 寂（1612年 ， 続蔵 2 ・14 ・1）

　　土既唯心 ， 心非遠近 （16）。

　　既日浄土唯心……（16＞。

『浄土生無生論親 聞記』二 巻　受教 （1626年 ， 続蔵 2 ・14 ・1）

巻上

　　如是之人 ， 与談惟心本性可也 。 談惟心浄土本性弥陀，莫之可也 （21）。

　　弥陀即我之本性 ， 浄土即我 之惟心 。 是以無生而生 ， 生即無生 （2D 。

　　　
…
得此為本 。 然後可以譚惟心浄土 ， 本性弥陀也 （22）。

　　即性具十界 ， 五陰国土 ， 名空如来蔵等。然則惟心浄土，本性弥陀……（23− 24）。

巻下

　　唯心浄土本性弥陀之 旨， 談至此可謂妙絶古今矣（33）。

　　或有妨云 ， 浄土惟心 ， 誰人 不具
……

（37）。

『阿弥陀経疏鈔 』四 巻　株宏（1532 − 1612）（続蔵 1 ・33 ・2− 3）

巻一

　　心仏衆生
一

体，中流両岸不居 ， 故謂 ， 自性弥陀 ， 唯心 浄土 。

　　蓋心即是仏，仏即是生。諸仏心 内衆生 ， 念衆生心中諸仏也 。 故云
一
体 。

　　自性弥陀 ， 唯心浄土，意蓋如是 。 是則禅宗浄土 ， 殊途同帰 （167− 168）。

巻二

（鈔）今経言 ，

一心不乱。即 自性弥陀，惟心浄土 ， 為
一

経大 旨也（185＞。

「
同事義i 　株宏 （続蔵 1 ・33 ・3）

　　十種権実浄土 。

……
， 第 九唯心浄土 （251）。

『
答浄土 四 十 八 間 』　株宏（1584年 ， 続蔵 2 ・13 ・2）

「
序」 （192）

　　若夫悟 心外之無土 ， 則
一

眞湛而万法泯 ， 誰是西 方。 了土外之無心 ， 則七宝飾而九蓮 開 ， 何妨本

　　 寂 。

「

本文 」

　　心浄土浄，語則誠然。但語有 二 義 。

一
者約理 ， 謂心即是土 ， 浄心 之外無浄土也。二 者約事 。 謂

　　心為土 因 ， 其心浄者其土浄也 （192）。
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　　若云浄土 唯心 ， 心体常楽（197）。

『往生 集 』三 巻　株宏 （1584年， 大正 51）

「

序」 （126下）

　　而客有過我者……勃然 日，浄土唯心 ， 心外無土 ， 往生浄土寓言也・・…・
。

巻二 　
「
王仲回司士 」 （138下）

　　而祖師云 ， 心是浄土 ， 不必更求 ， 如何 。 楊公答日
……

。

『雲棲浄土奐語 』　株宏 （清虞執西 ・厳培西録 ， 続蔵 2 ・14 ・1）
「

竹窓二 筆」 （81＞

　　 浄土不可言無

　　有謂唯心浄土 ， 無復十万億刹外 ， 更有極楽浄土 。 此唯心之 説 ， 原出経語 ， 眞実非謬 。 但引而拠

　　之者 ， 錯会其 旨。

「牛ケ片恩三 筆」 （82）

　　念仏不見悟人

　　況実心念仏者， 志出娑婆 ， 精求浄土 ， 念念如救頭然，即其悟本性之弥陀， 了惟心之極楽。

「
浄土 資糧全 集』八巻　株宏校正 ， 荘広還輯 （1594− 1600年 ， 続蔵 2 ・13 ・3）

「
序」 （214）

　　慨自唯心 浄土之 旨， 不明于世 。

巻二 　
「
楊次公」 （233）

　　蓋 以唯心浄土 ， 自性 阿弥 。 恐修 浄業者，但知 西方之有浄土阿弥 ， 而 不知吾心 之 浄土 自性 之 阿

　　弥 。

「
龍舒浄土起信文 」 （235）

　　世有専於参禅者云 。 唯心浄土 ，豈復更有浄土。自性阿弥。不必更見阿弥 。 此言似是而非也 。

　　攷證 　唯心浄土 。 浄土 指帰 日
， 欲達唯心浄土 ， 先了諸法互 融……

。 心外無土 ， 土外無心，此即

　　事之理 ， 唯心浄土也 。

……
， 即 此土衆生 ， 念彼土之 仏 ， 而求往生 ， 此即理之事 ， 西方浄土 也。

「
蓮池禅師浄土 疑弁」 （241）

　　攷證　由是観之 ，所謂，微塵 国土者 ， 唯吾心 中之土也 。

巻五 　
「
論

一
心三 観 」 （288）

　　又日 。 問 ， 浄土依正在十万億刹外 ， 何云 惟心浄土 ， 本性弥陀…
。 答 ， 此義須約三 諦三 観説 之 。

巻六 　
「
論数息念仏 」 （296）

　　三昧忽爾現前，即是唯心浄土。

「阿弥陀経 疏鈔演義 』四巻　古徳演義 ， 慈帆智願定本（続蔵 1 ・33 ・3− 4）

巻
一

　　
「科分 」　科中通序大意者 ， 含 二 義 。

一
通序 ，

一
経大意以 明性賛経 。

二 科 ， 発揮 自性弥陀 ， 准心

　　浄土 ， 為修持之本 ……
（265）。

　　
「

註 」 此経以 自性為宗……
。 又復経中

一
切依正 ，皆彰我 自心 （266）。

　　今此念仏往生 ， 必先明 自性弥陀為本 ， 然後
一

心称名 ， 求願往生 （269）。
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「
序」　乃 知下 ， 是明理一心境界 。 匪離四句 ， 正説唯心浄土也 （272，

cf ．
『
疏鈔 』167）。

通乎事相者， 不悟 自性弥陀，唯心浄土 ， 但以妄念念仏 ， 離此生彼 ……（273， cf．168）。

「註 」　事依理起者，事不 自事，因理而事。因 自性弥陀，故勧人念弥陀 。 因唯心 浄土 ， 故勧人生

浄土 。 理 得事彰者 ， 理 不自彰 ， 由事乃彰 。 因念弥陀， 方顕 自性弥陀 。 因求浄土 ， 乃悟唯心浄

土 。 由是心是仏 ， 方乃 是心 作仏。 因是心作仏 ， 方顕 自心是仏故 （273）。

仏以大慈下 ， 双 約事理 。 約事則四 十八 願……
。 約理則 自性 弥陀（275）。

汝若悟心 万 牛莫挽者 ， 悟心之土 ， 知浄土唯心。生 浄土者，非生浄土，生 自己心 中也（281， cf．

172）。

古云 ， 諸仏心内衆生 ， 塵塵流転 ， 衆生心中諸仏 ， 念念證 眞也 。

……
。 今独拳根本自心 者， 以信

浄土唯心 ， 為浄業之独要也 （287， cf．177）。

巻二

　　又即理五 句，是依理成事門 。 随其心 浄 ， 悟惟心浄土 ， 正所依之理也（296， cf．185）。

　　華厳合論云 。

……第九唯心浄土 （309，
cf ．196）。

巻四

　　又 猶予者 ， 利根執 自性弥陀，唯心浄土 。 不信十万億外 ， 有世界極楽。鈍根執事 ， 不信自性 唯心

　　之 旨。皆猶予也 （342，cf．229）。

『
蓮邦詩選 』 広貴（続蔵 2 。15 ・4）

「
西方詠」

一
元 （318）

　　西方直指易修持 　本性弥 陀孰得知

「
浄土詩」　中峯（318）

　　即心 自性弥陀仏　満面塵埃又
一

年

　　 自性弥陀如不念　未知何以敵無常

　　因忘 自性弥陀仏　異念紛馳総是魔

「懐浄土 」　楚石 （319）

　　 自性弥陀不外尋

「浄土偈 」 藹益 （319，
321

，
324

，
326， 334）

　　西方即是惟心 土 （16首）

「無量寿仏讃」　大智（322）

　　八 万四 千妙相 ， 得非本性之弥陀。十万億刹遐之方 ， 的是惟心之浄土 。

「念仏詩」　優曇 （325）

　　 自性弥陀見也麼　問他面 目是如何

「
浄土詩」　楚石 （328）

　　 妙喜有云，若見 自性之 弥陀 ， 即 了惟心之浄土……
。

　　有心者 ， 悉 当念仏 。 前所謂惟心浄土，自性弥陀 ， 不出戸庭 ， 夫何遠之有 。

「

浄土詩」 博山（328− 329， 332− 333， 336， 337）

　　 浄心 即 是西方土 （17首）
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「西方詠 」　
一元 （330）

　　疑到情忘心絶処　元来 自己是阿弥

「懐浄土 」　 中峯 （331）

　　 自性弥陀絶證修　只消扣巳便相投

　　長鯨
一吸四溟乾　自性弥 陀眼界寛

「
陵浄土詩 」　　蓮隠（335）

　　浄土惟心好荷擔　四字弥 陀窮徹底

「
西方合論』十巻　袁宏道 （1599 年，大正 47）

巻
一

　
厂
第

一
刹土 門 」（390 中）

　　二
， 惟心浄土 者 ， 直下 自證 当体無心 ， 即是浄土 。 如維摩経云 ……

。 夫 ， 心是即土 之 心 ， 土 是即

　　心 之土 ， 心浄土浄 ， 法爾如故。

巻四　
「
第四教相門」 （400上）

　　五 ， 頓悟教者 ，

……
。 如観経中， 是心作仏， 是心是仏等語 。 皆直指心 宗 。

巻五 　
「
第五 理 諦門 」（401下）

　　
一

， 即相即心門者 ，

……弥陀海衆正報之 身， 三十二 相等 ， 皆是我心本具 ， 皆是我心造作 一1ttt・
，，

巻八 　
「
第八 見網門」 （412下）

　　八 ， 唯心堕 者， 謂 自性浄土 ……何須分 別 。 答。

……
。 是 故 当知 ， 諸仏以 唯心 故 ， 忻厭 出生

　 　 　 o゚

「
浄慈要語 』二 巻　元 賢 （1578− 1657）（1634年 ， 続蔵 2 ・13 ・5 ）

巻上 　
「
浄土 教源 」（502）

　　雖日唯心浄土 ， 而不妨有極楽世界 ， 以世 界即
一

心之 所現也 。 雖日本 性弥陀，而不妨有極楽教

　　主 ， 以 教主即本性之 所成也 。

「
念仏正 信」 （502）

　　所信仏言凡有二 門 。

一
信其理 ， 二 信其事 。 信其理者 ， 信我心便是浄土 ， 我性便是弥陀也。信其

　　事者， 信西方果有浄土 ， 西方果有弥陀也 。

「浄土弁疑」 （505）

　　問 。 唯心浄土 ， 何用求生極楽乎 。 答日 。 汝謂唯心浄土者 ， 乃執方寸之心 ， 為浄土 ， 而極楽遠在

　　十万 億之外 。 此全不知唯心之 旨者也 。

『阿弥陀経要解』 智旭 （1599 − 1655）（1647年 ， 大正 37）

　　苟能
一

念 回心決定 ， 得生 自己心 中本具極楽 ， 更無疑慮（364中）。

　　奈何舎［離］此浄土 ， 而別談［譚］唯心浄土 （369下，

『浄土十要』巻一　続蔵 2 ・13 ・4，335）。

　　然有事持理 持 。 事持者 ， 信有西方阿弥陀仏 ， 而猶未達是心作仏是心是仏……
。 理持者 ， 信彼西

　　方阿弥陀仏，是我心具 ， 我心造……
（371中）。

※
「
刻弥陀要解後序 」（374下）

　　古人 云 。 念自性弥陀 ， 生 唯心浄土 。 合而観之，則是 心作仏，是心是仏 ， 心 外無仏， 仏外無心之

　　義明矣。後人不達．捨西 方極楽， 而 別 言唯心浄土 。 捨万徳 慈尊， 而別言自性弥陀 。 不幾心 外有
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　　仏 ， 仏外有心耶 。 吾藕益師深悟心性無外之体 。　　 古呉浄業弟子正 知識 。

「浄土十要」十巻 　成 時（1618− 1678）（1668年， 続蔵 2 ・13 ・4− 5）

「重刻序」 （326）

　　浄土法門亦如是。自心之阿弥，還度 自心之生死 。

巻三 　
「
阿弥陀経行願儀」 （358， cf ．337）。

　　然有事持理 持……。

巻八 　
「霊峰藹益大師西斎浄土詩賛 」 （409）

　　成時日 。 事理 分張悪 者， 謂捨西方功徳荘厳之阿弥陀仏 ， 而別計 自性弥陀 。 捨西方功徳荘厳之極

　　楽世界 ， 而別取唯心浄土 。 此則事理 乖張成大邪見
……

。

清代（IG16
− 1911）の 唯心 浄土思想資料

『浄土晨鐘 』十巻　周克復 （1659年， 続蔵 2 ・14 ・2）

「 自序 」 （96）

　　或 日，惟心浄土 之説 ， 誠謬乎日否 。 究竟只 是惟心 浄土。

　　不乱之心 ， 即是作仏之 心 ， 即是無住平等之心 ， 即是惟心浄土之心。

　　従来言者之失徒 ， 在空談此心耳 ， 不思惟心浄土 ， 不可説現成空頭話 。 須有修為工 夫， 在念仏求

　　生浄土 。 正是修悟 自性 ， 惟心之工 夫 。

巻 二 　 「浄土啓信 」

　　
「浄土脚踏実地不可不信」 （107− 108）

　　世有専於参禅者云 ， 惟心浄土 ， 豈復更有浄土 。 自性阿弥 ， 不必更見 阿弥 。 此言似是而非也 。

巻四 　
「
浄土念仏法門」

　　
「
摂心調息念仏三 昧法門」 （117）

　　三 昧忽爾現前 ， 即是唯心浄土 巳上蓮宗宝鑑 。

　　
「

参禅念仏三 昧法門」 （117）

　　見性則成仏 。 畢竟那箇是我本性阿弥陀 。

……
， 豁然明悟 ， 親見本性弥陀

……
。

　　
「
論約心観仏」 （119）

　　能了此 者 ， 方可論即心観仏，方得云唯心浄土本性弥陀 。 故天台大師釈是心作仏是心是仏二 句 。

　　
「

言侖
一

JV 三 観」（119）

　　如是修 ， 如是観 。 所謂 ， 惟心浄土 ， 本性弥陀 。 無時不在行者心 目間矣 。

…… 巳 上纂懐則大師境

　　観要門 。

巻五 　 「功行法門 」 （120）

　　心浄土浄，斯 之謂 ， 惟心浄土 ， 本性弥 陀。

巻六 　「浄土 策進 」

　　
「
策願 力」（127）

　　要人 自信 自肯 ， 従這裏入頭 ， 悟 自性弥陀 ， 達性 ［惟］心浄土 ， 入 諸仏境界。
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巻八 　
「
浄土正弁」

　　 「弁心境非二 浄土不可言無 」 （136）

　　有謂唯心浄土 ， 無復十万億刹外 ， 更有極楽浄土 。 此唯心之説 ， 原出経語 ……
。

巻九　 「浄土 了俗」

　　 「了邪教之妄」 （146）

　　慈照宗主 ， 欲令大地衆生 ， 見本性弥陀 ， 達惟心浄土 ， 普皆覚悟菩提之妙道。

　　　　
・
， 亦教人発願往生 ， 自見本性弥陀 ， 亦教人見本性弥陀 ， 各禀正因 ， 同帰正道 。

≒嵳壟十　　
「浄土持験 」（148）

　　今此法門，有心浄土浄之理 ， 而因有安養往生之事。

『
：浄土 全書』二 巻　兪行敏 （1664年 ，続蔵 2 ・14 ・3）

巻上 　
「
浄土起信」 （215）

　　世有専于参禅者云 ， 惟心 浄土 ， 豈後更有浄土 ， 自性阿弥 ， 不必更見阿弥 。 此言似是而非也 。

「修持要約1 （219）

　　三 昧現前 ， 即是唯心浄土 。

「
浄土 警語 』　行策（1626− 1682＞（続蔵 2 ・14 ・2）

「勧発眞信」 （193）

　　我是未成之仏 ， 弥陀是 巳成之仏 ， 覚性無二
。

　　次要信得我雖障深業重 ， 久居苦域 ， 是弥陀心内之衆生 。 弥陀雖万徳荘厳 ， 遠在十万億刹之 外 ，

　　是我心 内之仏 。 既是心性無二
。

「
観仏亳相法」 （202）

　　
一切世間中， 莫不従心 造 。 故知 ， 弥陀亳相 ， 自是我心本具 。 定中所現，亦是我心造 出。是心作

　　亳相 ， 是心是亳相 ， 不 従也得， 不向外来 。

『浄土 旨訣』　道霑 （1615 − 1702＞（1681 年 ， 続蔵 2 ・14 ・1）

「
答襲岸斎居土 浄土八 問」 （88）

　　問。……。夫参念仏是誰 ， 与看如何是本性弥陀……
。 答 日 。 参禅念仏 ， 原非二 法 ， 各随根器

　 　 　
°゚
o

「温陵円行上座請示浄土普説」 （90）

　　但 ， 近代参禅不 得旨者 ， 毎執自性弥陀唯心浄土 之説 ， 不信此浄土法門 。

「阿弥陀経略註J　続法 （1641− 1728）（1700 年 ， 続蔵 1 ・91 ・4）

「序」 （357）

　　既以 自性為弥陀 ， 還以唯心為浄土 。

略註 （361）

　　過十万 億有者 ，

……
， 表超十界十使十悪十苦 ， 即見唯心浄土 ， 自性弥陀矣 。

「
西 帰直指」四巻　周夢顔 （1656

− 1739）（続蔵 2 ・14 ・2）

巻二 （173）

　　問 。 浄土摂機 ， 誠哉広矣。然所謂浄土者 ， 在十万億仏刹外 。 較之唯心浄土本性弥陀之 説 ， 似乎
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　　著跡矣。

　　答 。

……
， 則知無一土不依我心而立 ， 無

一
仏不因我性而現 。 然則十万億刹外之極楽， 独非唯心

　　之 浄土 ， 極楽国中之教主 ， 独非本性之弥陀乎 。

「角虎集 』二 巻 　済能 （1770年，続蔵 2 ・14 ・3）

「
／1丶序」 （25D）

　　大乗起信論 ， 分析三細六 蠱 ， 旨帰唯心浄土 。

　　永明智覚禅師，

……
極力主張唯心浄土 。 故有角虎之喩 。

巻上 　
「
楚石梵埼禅師」（252）

　　「懐浄土百韻詩」

　　本性弥陀
一

句子

　　惟心浄土無高下　自性弥陀不去来

「張商英居士 」（253）

　　公甞著発願文云 。 自歎 ，

……
本性弥陀惟心浄土 ， 不能悟達。

「氷懐済能禅師」 （261）

　　問。威音那畔父母未生前 ， 亦可名浄土否 ， 亦可名自性弥陀否 。

　　答。威音那畔父母未生前 ， 固是眞浄土 ， 眞自性弥陀。

……
， 若能胸中無此骨董 ， 自然窮則変，

　　変則通 ， 通処見 自性弥陀 ， 即證唯心浄土時節也 。

「
眞歇清了禅師」 （263）

　　或日 ， 惟心浄土 ， 人人本具 。 何不直下承当 ， 反求之於十万億刹之外耶。

　　師答 El。 若会得唯心浄土， 豈但十万億 国微塵刹 土 ， 亦未為遠
……

。 若指心之全体 ， 不但唯心浄

　　土 。 地獄天 宮 ， 唯心所現。

「永覚元賢禅師」（269）

　　
「一

浄土 教源」

　　雖 日唯心浄土 ， 而不 妨有極楽世界 。 以世界即
一

心之 所現也 。 雖日本性弥陀， 而妨有極楽教 主 。

　　以教主即本性之所成也。

　　 「二 念仏正 信」

　　所信仏言 ， 凡有二 門 。

一
信其理 ，

二 信其事 。 信其理 者 ， 信我心便是浄土，我性便是弥陀也 。 信

　　其事者 ， 信西方果有浄土 ， 西方果有弥陀也 。

巻下　
「

雪関智闇禅師」 （271）

　　使知 眞禅宗即 是眞浄土，惟心之外無別仏 。 眞浄土 即 眞禅宗 ， 惟仏之外無別心 。 以心仏不可岐 。

「

居士 祁浄迢 」（275）

　　 大抵引心浄土浄之説 ， 以為惟心浄土 巳耳 。

　　 心浄則山河大地 ， 正 吾浄心也 。 此之謂惟心浄土 ， 而心浄土浄也 。

「法雲法秀禅師 」（277）

　　　　・
， 自性弥陀愈明，……，惟心浄土 愈顕……

。 只 因円 満，得個 自性弥陀惟心浄土 ， 非別有所

　　 加也。
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「永明延寿禅師 」 （279）

　　問。唯心浄土 ， 周偏十方……
。 答。 唯心仏土者 ， 了心 方生……

。

「
王古居士」 （283）

　　公有云 ， 弥陀心内衆生 ， 新新摂化 。 衆生心 中浄土 ， 念念往生 ……
。 念本性之無量光，本来無

　　念。生唯心之安養国 ， 眞実無生 。

「陳瑾居士」 （283）

　　常与人談惟心浄土 。

「
普度優曇宗主 」（287）

　　見性即成仏 ， 畢竟那箇是我本性阿弥陀……
。

「阿弥陀経直解正行 」　了根（1784年 ， 続蔵 1 ・33 ・4）

　　然則 ， 世人修入法門 ， 貴乎皈依 自性三 宝 ， 切念 自性弥陀 ， 如是行住坐臥
……

（374）。

　　　
・
， 何有浄土 耶 ， 何有禅 耶 。 今 人若能 打 破此 関 ， 即親 承親證 ， 弥 陀即 自性 ， 自性即弥陀

　　 （375）。

　　如果上上 根器 之人 ， 得聞自性即是弥陀之説 （379）。

『無量寿経起信論 』三 巻　彭際清（1740 − 1796）（1775年 ， 続蔵 1 ・ 32 ・ 3）

「
叙」 （254）

　　人人念仏了 自性　人人念仏證唯心　　　乾隆四十年 （1775年）羅有高撰

　巻下 （277）

　　本来成仏 ， 不於心外 ， 別有信仏之心 。 如是廻 向， 是名唯心浄土 。

「
華厳念仏 三 昧論 』　彭際清 （1783年作， 後記 1791年，続蔵 2 ・9 ・1）

　　上根利智 ， 了得 自性弥陀 ， 全顕唯心浄土 （88）。

「
省菴法 師語録 』二 巻　彭際清 （1786年，続蔵 2 ・14 ・4）

巻下（313）

　　都言 ， 浄土唯心 ， 是十万余程是外求。 但執妄心 居在内 ， 不知眞性体全収 。

『重訂西 方公拠 』二 巻　彭際清 （1792年 ， 続蔵 2 ・14 ・4）

巻下　
「
専意

一
念　虎谿尊者 」（344）

　　只此
一

念是本性弥陀 。 只此
一

念達唯心浄土 。

『念仏警策 』二 巻　彭際清（続蔵 2 ・ 14 ・4）

巻上 　
「
蓮宗宝鑑　優曇法師 」（357，358）

　　此則見
一

切衆生 ， 本性皆同弥陀 。

　　見性則成仏 ， 畢竟那筒是我本性阿弥陀 。

　　豁然明悟，親見本性弥 陀 。

　　只 此
一

念是本性弥陀。只此一念達惟心浄土 。

「与蘇州劉居士」 （361＞

　　若覿破此念起処 ， 即是 自性弥陀 ， 即 是祖師西来意 。

巻下 　
「浄土法語　幽渓法師」 （364）
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　　皆須
一一

参求 ， 悟極楽原是我惟心 之 浄土 ， 不是它土 。 了弥陀原是我本性之 眞仏 ， 非是它仏。

「
答卓発之文学　無異禅師」（367，368）

　　観経云 ， 是心作仏 。 心 即仏故 ， 浄土唯心 。

　　但
一

心不乱 ， 専持名号 ， 喚醒自性弥陀，

一切仏菩薩皆影現其中矣。

「示王心葵 」 （371）

　　信 自性中実有西方現成仏道之弥陀如来， 唯心 中実有荘厳之 極楽世界 。

「答卓左車茶話 」 （371）

　　若捨現前弥陀，別言 自性弥陀 ， 捨西方浄土 ， 別言惟心 浄土 。 比是淆論公案。

「
西方確指　覚明妙行菩薩」 （372）

　　諸弟子 ， 当知，十方諸仏是衆生心 ， 十方衆生是諸仏心 。 是故 憶仏念仏 ， 則十方諸仏現汝心内。

「浄土聖賢録」九巻　彭希煉 （1761− 1793）（1783年 ，

『
浄土宗全書』巻十八）

巻三 　「延寿 」 （650頁）

　　問 。 唯心 浄土 。 周偏十方……
。 答 。 唯心浄土者 ， 了心 方生 ……

。

「
宗臣責」（661頁）

　　然則 ， 唯心浄土，自性弥陀 ， 蓋解脱之要門 ， 乃修行捷径 。

「
道環」（672− 673頁）

　　作唯心浄土説。略云。或問唯心浄土，本性弥陀……
。 答EI， 当知十界四土 ， 若浄若穢 ， 不離我

　　心 ， 此但直具而巳 。

……
， 豈心外有法 。 故日 唯心浄土 ， 本性弥陀也 。

　　書偈日 ， 唯心 浄土 ， 本無迷悟 。

「f憂曇」 （686頁）

　　只此
一
念是本性弥陀 ， 只此一念達唯心浄土。

「宏済」 （687頁）

　　俄疾作 。 即召弟子 ， 示以 唯心 浄土説。

「妙叶 」（692頁）

　　我心彼仏心 ， 彼仏我心仏 ，

一
体無二 。故云，唯心浄土 ， 本性弥陀 。 非謂西方無土無仏 ， 不須求

　　生 。 但在汝生 滅縁影 中， 名為唯心本性也。

巻五　「景隆 」（697頁）

　　或云 ， 那箇是我本性阿弥 陀 ， 謂是摂心 念仏 ， 参究念仏 。

「性専 」（698頁）

　　余将俾海衆同悟本性弥陀。

「

伝燈 」 （711頁）

　　悟極楽原是我唯心之浄土 ， 不是他土 。 了弥陀原是我本性之 自仏 ， 非是他仏 。

巻六 　 「智旭 」 （715− 716頁）

　　有卓左車者，嘗設問言。

……冀和尚将向来 自性弥陀唯心浄土 等語
……

。

　　旭 答言 。

……
， 自応諦信是心作仏 ， 是心是仏 。

　　若捨現前弥陀 ， 別言 自性弥陀， 捨西方浄土，別言唯心浄土 。 此 是淆譌公案 。
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「行策」 （723頁）

　　 我是未成之仏 ， 弥陀是巳成之仏 ， 覚性無 二
。

　　 次要信得我雖障深業重 ， 久居苦域 ， 是弥陀心 内之衆生，弥陀雖万徳荘厳 ， 遠在十万 億刹之 外 ，

　　 是我心内之仏。既是心性無二
。

「超城 」 （725頁）

　　 直下擣得 ， 便知自性弥陀 ， 共證薬王三 昧 。

巻七　
「楊傑」 （742頁）

　　 聖凡
一
体 ， 機感相応。 諸仏心内衆生 ， 塵塵極楽 ， 衆生心 中之浄土 ， 念念弥陀 。 吾以是観之。

「
王 古 」 （742 − 743 頁）

　　 又 嘗著浄土宝珠集序云 ， 衆生心浄則仏土浄 ， 法性無生而 無不生……
。 念本性之無量光，本来無

　　 念 ， 生唯心 之安養国 ， 眞実無生。

「鍾離瑾 」（743頁）

　　子景融……嘗日 。

……不識弥陀， 弥陀便在西方外 ， 識得弥陀 ， 弥陀只在 自己家 。

「江公望 」（744 頁）

　　便成三 昧 。 所謂 ， 自心作仏 ， 自心是仏 ， 自心見仏 。

「陳讃」 （750頁）

　　有客過之 ， 呵 日 。 爾不聞大鑒之論唯心 者乎。 何厭垢而欣浄為 。 答 。 唯心浄土 ， 発之大鑒 ， 而非

　　自大鑒 始也 。 是心作仏 ， 是心是仏 ， 仏固先言之 矣。 蓋 懼人以不浄之心 ， 求浄土也 。

巻八 　
「黄承恵 」（772頁）

　　承恵 日 。 爾教我念自性 弥陀邪，念極楽弥陀邪。啓初日 。 汝将謂有二 邪。

『徹悟禅師語録 』二 巻　了 亮（1810年 ， 続蔵 2 ・14 ・4）

巻上 　
「示衆 」　普説 （380，38］）

　　娑婆之穢苦 ， 安養之浄楽 ， 皆唯心現 。 唯心之穢苦既現 ， 則遭大逼迫 。 唯心之浄楽既現 ， 則得大

　　受用 。

　　弥陀之所以為弥陀者 ， 深證其唯心 自性也。然此弥陀極楽 ， 非 自性弥陀 ， 唯心極楽乎 。 但此心性

　　乃生仏平等共有。不 偏属仏 ， 亦不偏属衆生 。 若以 心属弥陀 ， 則衆生乃弥陀心 中之衆生 ， 若以心

　　属衆生 ， 則弥陀乃 衆生心 中之 弥陀……。

巻下　
「

跋 」　浄土津梁跋 （389）

　　夫 ， 唯心浄土当処現成， 自性 弥陀覿体不隔 ， 乃為是津梁之 説 。

『径中径又径 』四巻　張師誠 （1825年 ， 続蔵 2 ・ 14 ・5）

巻一
　

「
起信法」　易行門

　　楽邦文類 。 楊次公日 ……諸仏心 内衆生 ， 塵塵極楽 。 衆生心中浄土 ， 念念弥陀 （419）。

　　楽邦文類序。 明給事中陳讃……
， 答 Ei， 唯心浄土 ， 発之大鑒 ， 而非自大鑒之始也 （421）。

　　明成時浄土十要序日 。

……彼心彼仏心 ， 彼仏我心仏 ，

……。故云 ， 唯心 浄土 ， 本性弥陀（4Zl）。

巻二 　
「

起信 法」　疑誤 門

　　龍舒浄土 文 日 。

……，又 日。世有専於 参禅者云 ， 惟心浄土 ， 豈 復更有浄土……。此 言似 是而非
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　　也 （422）。

　　長蘆蹟禅師日 。

……
， 然則唯心浄土 自性弥陀 ， 蓋解説之要門， 修行之捷径 （425）。

　　又 日 。 有謂唯心浄土 ， 無復十万億刹外更有極楽浄土……
。 但引而拠之者 ， 錯会其 旨（425）。

「起信法」　徴験門

　　蓮池大師往生集序日 。

……
， 勃然 日 ， 浄土唯心 ， 心外無土 。 往生浄土 寓言也……

（431）。

巻三 　
「立願法 」　決定門

　　元優曇大師日。……，只 此
一
念是本性弥陀 ， 只此

一
念達唯心浄土 （432）。

「
励行法」　精持門

　　明空谷大師景隆日 。

……
， 那箇是我本性阿弥陀。 謂是摂心念仏， 参究念仏 （437）。

巻四　
「
浄土雑詠選録附」

「
元 中峯浄土咏」

　　 自性弥陀如不念（452）。

「明漓益 」

　　西 方即是惟心土 （5 首 ， 452）

「自作 」 臨時

　　惟心 自性理 難明 （細註）参禅者毎謂惟心浄土 ， 豈復更有浄土……。此言似是而非（455）。

『念仏 百問』 悟開 （
− 183 ）（1825年 ， 続蔵 2 ・14 ・4 ）

「序 」 （399）

　　一
念念仏 ， 全念是仏 ， 是則名為 自性弥陀 。 観想西 方 ， 依正在観 ， 是則名為唯心浄土 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道光五年 （1825年）江玩 。

「
天 衣云。生則決定生 ， 去則実不去 。 何謂也 」 二 十三 （402）

　　若了 弥陀即本性 ， 本性即弥陀 ， 而如来者 ， 無所従来 ， 亦無所去。

「
又云 。 自問阿那箇是本性阿弥陀， 其法如此 」 廿七 （402）

　　若 自問阿那箇是本性阿弥陀， 未免引起識情湊泊之弊 。

「

学者皆称
……念仏不及参禅」 二 十八 （402）

　　達唯心 浄土 ， 了本 性弥陀 。 言達言了 ，
豈非悟境 。

『浄業知津 』　悟 開（1829年 ， 続蔵 2 ・14 ・4）

「
念仏進一

解説 」 （398）

　　夫 ， 即心 即仏 ， 仏在心頭 ， 唯心浄土，此等語句， 最高最上最第
一

。

「
阿弥陀経 要解便蒙鈔 』三 巻　智旭要解 ， 達黙鈔 （1850 年，続蔵 1 ・91 ・5）

巻上 （443）

　　喚作唯心浄土 ， 立則立即心之実境 。 即
一

句即心 之仏号 ， 乃四種唯心 之身土 。 後文云 ヂ 　
・・奈何

　　 離此浄土 ， 別談唯心浄土 （cf．「要解』 大正 37 ・369下）。

巻中（479）

（鮮）重重結示（cf．369下）。

（鈔）仏乃衆生心 内弥陀 ， 名為 自性弥陀。……，故 日 唯心 浄土 自性弥陀也。
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（鮮）奈何離此浄土 ， 別譚唯心浄土 （cf．369下）。

（鈔）別執縁影妄想 ， 以為唯心浄土 ， 自性弥陀 。

巻下 （487， 504）

（鮮）
……

， 若無信願
……

（cf．371上）。

（鈔）若無信願者 ， 不信西方極楽是唯心 ， 弥陀乃 自性 。 但信縁影妄想 ， 為唯心 自性 。

（解跋）古人 云 。 念 自性弥陀， 生唯心浄土 ， 合観之 ， 是心作仏 ， 是心是仏 ， 心外無仏 ， 仏外無心之 義

　　明矣 。 後人不達 ， 捨西 方極楽 ， 別言唯心浄土 ， 捨万徳慈尊 ， 別言 自性弥陀……
。

（鈔）古人云 ， 会自性弥陀 ， 生唯心浄土 者 ， 乃引祖語 ， 明極楽三 界万法 ， 亦皆唯心也 。

……
。

　　後人 不 達 ，

……
別執縁影妄想 ， 以為唯心仏土 ……

。 譬如離器求金，則於仏祖共相違也。

『
浄土生 無生 論会集J　達黙 （1849年 ， 続蔵 2 ・14 ・1）

　　偏執無生者 ， 大端堕在縁影妄想 ， 以為唯心浄土 ， 自性弥陀 。 故題 日 ， 浄土生無生論。 正破縁影

　　之虚妄 ， 而立乎浄土之生 ， 即心性之無生也（44）。

　　蓋諸仏乃悟衆生 心内之 諸仏，衆生乃迷諸仏心内衆生 ……（cf．『浄土生無生論』大正 37 ・382　F＞。

　　乃悟衆生心内諸 仏者，謂法仏乃衆生心内之性体諸仏……。乃迷諸仏心内衆生者 ， 謂菩薩乃 諸仏

　　心内無明衆生 ……（57）。

　　故古徳云 。 諸仏心 内衆生， 塵塵極楽 。 衆生 心内諸仏 ， 念念證真 ……
（cf．382下）。 故古徳云 ，

　　引古證也 。 塵塵極楽者 ， 衆生即仏故，念念證真者 ， 仏即衆生故……
（57）。

　　但 随功行浅深，品位高下耳 （cf．382下）雖見他身 ， 即見 自身 ， 自他不 二
。 故日 ， 唯心浄土 ， 自

　　性弥陀也（58）。

　　蓋西方極楽世界乃吾心 中之
一

土耳 。 娑婆世界亦 吾心中之一土耳（cf．383下）。 極楽者 ， 乃吾心

　　之浄土 ， 心浄故 ， 所以土浄也 。 娑婆者 ， 乃吾心之穢土 ， 心穢故， 所以土 穢也（63）。

「

跋語 」 （65）

　　自性弥陀，唯心浄土 ， 去則不遠西 方極楽……
。　　 道光二 十九年（1849年）蓮村氏敬識。

「浄土 聖賢録続篇 』四巻　胡梃 （道光末 185  年頃 ，

『
浄土宗全書s巻十八 ）

巻 二 　「往生王 臣」第三

「張自而誠 」（830頁）

　　
一

云 。 唯心 自性理難明……。自注，……
故知 唯心浄土 自性弥陀 。

「
章攀桂」 （831頁）

　　自為序日 。 浄名云 ……。華厳云
……

。 皆唯心浄土之 旨也。

　　若夫唯心浄土 ， 則在当人黙契 。

「
勧修浄土切要 』　眞益願纂述（1855年，続蔵 2 ・14 ・5）

　　参禅人 ， 正 好念仏 ， 参禅大悟，……，巳識得 自性弥陀 ， 然行解相応 （458）。

『阿弥陀経註 J ［修西 定課］　鄭澄徳 ・鄭澄源 （1861年，続蔵 1 ・91 ・4＞

　　説唯心 浄土者 ， 未必能神游仏刹 。 説 自性弥陀者 ， 未必能量同仏身 （376）。

『蓮宗必読 J　古崑 （
− 1892）（1868 年 ， 続蔵 2 ・15 ・2）

「
優曇和尚蓮宗宝 鑑 」 （120）
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　　只 此
一

念 ， 是本性弥陀， 只 此一念 ， 達惟心浄土 。

「
幽渓法師浄土法語」（125，126）

　　言言閙浄土 之惟心 ， 句句演弥陀之 本性 。

　　悟極楽原是我惟心之 浄土 ， 不是他土．了弥陀原是我本性之眞仏 ， 非是他仏 。

「

信願持名歴九品四土説　霊峰藕益法師述 」（127）

　　自心本 具極楽 ， 更無疑虜 。

「浄土 十要総序　古歙堅 密大師撰」 （130）

　　自心之阿弥 ， 還度 自心之生死 。

『浄土 神珠」　古崑 （1870年， 続蔵 2 ・15 ・2）

「浄土神珠序 」（136）

　　十万 億刹之 遐方， 的是唯心 之 浄土 。 八 万四千之妙相，得非本性之 弥陀。余従前捨西方極楽 ， 別

　　言唯心浄土 。 捨万徳 慈尊 ， 別言 自性弥陀 。 背楽邦之慈父 ， 堕死水之深抗 ， 眞可哀哉 。

　　西方依正 ， 不離本性 ， 廻神億刹 ， 実生 自己 心 中
……

。 　　 壬申 （1872年）芳慧 。

「
自序 」 （（136）

　　皆云，唯心浄土，自性弥陀 ， 不可著相 。 因此雖喜念仏 ， 但只著空而巳 。 後閲台浄二 宗， 及無生

　　論 。 始知浄土実境昭彰即是 唯心 ， 弥陀眞身顕現即是 自性。

「持名方法 」 （141， 142）

　　名理一心 。 須了達法界唯心 ， 心外無境 ， 弥陀相好 ， 元是 自心 ， 十万億刹 ， 不踰当念 。

　　四種行人不 同。……
。 四円教人 ， 能達浄土唯心 ， 弥陀本性 。

　　弥陀之 相好 ， 乃我本性之弥陀。 十万億刹， 乃吾唯心之浄土。

「
無量 寿仏讃　大智律師 」 （144＞

　　八 万四千三 妙相 ， 得非本性之弥陀 。 十万億刹之遐方 ， 的是唯心之浄土 。

「
浄土 神珠後附」 （154）

　　余自慚 ，

……若不逢知識 ，将唯心本性 ， 細細剖明……。猶且不知唯心本性 ……
。

　　略引序云 ， 浄土実境昭彰即是唯心 ， 弥陀眞身顕現即是 自性。　　　同治甲戌 （1874 年）芳慧。

『
浄土随学』二 巻　古崑 （1875年 ， 続蔵 2 ・14 ・5）

巻上 　
「
念仏偶成 」 （472）

　　西方浄土即唯心　欲識唯心須往生　……　本 性弥陀丈六身 。

巻下　
「
浄土神珠序」 （480， 前出）

『
浄土承恩集』　芳慧 （1875年 ， 続蔵 2 ・14 ・5）

「浄土神珠序」 （501， 前出）

「募刻浄土 神珠後跋」 （502，前出）

「

八 要贅言 」 （505）

　　行　　安知 自性有阿弥 ， 従今勿執唯心土。

『清珠集』　治兆 （1870年，続蔵 2 ・15 ・／）

「只此
一

念 」 （21）
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　　只此
一
念……

是本性弥陀 ， 是達唯心浄土 。

「心息相依 」 （23＞

　　三 昧忽爾現前 ， 即是唯心浄土 。

「
参念」 （24）

　　見性則成仏，畢竟那箇是我本性阿弥陀。

「著力 」 （25）

　　 自性弥陀之不現前 。

『
蓮邦消息」　妙空子 （鄭学川，

− 1880）（1871年， 続蔵 2 ・15 ・1）

「
性相光明品 」第

一
（42，46）

　　本 自心中現　
……

　念念見仏 。 衆生心 中仏 ， 仏心 中衆生 ， 譬如両鏡交融 。

　　古人云 。 自性弥陀 ， 恒常清浄 。 唯心 浄土 ， 無有封疆 。

　　仏法都円， 則 自性弥陀 ， 唯心浄土 ， 明明 現在。

『念仏起縁弥陀観偈直解 』　張渕 （1874年，続蔵 2 ・15 ・1）

　　故知 ， 即是本性弥陀 ， 浄土出生 ， 故知 ， 即是唯心 浄土 （75）。

　　自然瞥見本性弥陀， 自浄土来 ， 自浄土去……
。 要知 ， 即是本性弥陀 。 何以故 ，

一
切衆生 ， 悉各

　　具有如是 自性功徳故 （77）。

『浄土 證心 集」三 巻　卍蓮 （1875年，続蔵 2 ・15 ・1）

巻上　
「心土不二 智者同往」 （81）。

　　既楽土即是吾心 ， 吾知彼之 土即知 自心 ， 吾念彼之仏即 念自心 。

……心土不二 ，生仏一致。

「惟心異 同」 （81）

　　心大亦然 。 若了此者 ， 決定無疑 ， 亳無所滞 ， 方可名唯心浄土 也。

巻中　 「西方殿対聯 」 （88）

　　歩歩過惟心浄土　人人見自性阿弥

「四 弘誓願 」（93）

　　願学　浄土唯心離五濁 ，

一
心 念仏横超連 。

「十二 時念仏歌」 （95）

　　平旦寅　浄土惟心非遠近 ， 能眞見者甚分明 。

巻下　
「

唯心 念仏偈並 敍」 （96 ，
97）

　　是故彼唯心之仏 ， 了心 者方能繋念， 彼唯心之土 ， 了心者方知求生 。 了且 如是 。

　　
一念弥陀　弥陀自性　

……
　

一
念弥陀　惟心浄土

「

浄土要約 」 （100）

　　土 　西 方浄土 我惟 心。

　　理 　自性弥陀遠訪臨 。

『
浄土 紺珠 』　徳真 （1880 年 ， 続蔵 2 ・15 ・2）

「一
念鞣 」 （176）

　　畢竟那箇是我本性阿弥陀 。

……
， 豁然明悟，親見本性弥 陀。
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「一息豊纛」 （］77）

　　三 昧忽爾現前 ， 即是惟心 浄土 。

「一
箇

　　　　 需 元

　　　　 直指」 （178）

　　偏法界是箇 自己弥陀 ， 盡虚空是箇惟心浄土 。

「三 道塗詣」 （182）

　　皆須
一一

参求，悟極楽原是我惟心之浄土 ， 不是他土 。 了弥陀原是我本性之弥陀，非是他仏 。

「三≡三艮卩肇1蠢」 （183）

　　以 弥陀即本性 ， 其為宗也 。 以浄 国即惟心 ， 其為用也 。

「
十無疑職

指
」（193＞

　　二
， 修性不二

。 惟心浄土 ， 是本具之理 。

……
。 故経云 ， 是心作仏， 是心 是仏 。

「

十只此響
宗

」（194）

　　只此
一

念是本性弥陀， 只此一念達惟心浄土 。

「
唯心 集 』　乗戒定慧（続蔵 2 ・15 ・4）

「
自序」 （338）

　　頓了 目前， 所謂自性弥陀，唯心浄土 之 義也 。

「

唯心集 」 （339）

　　了知 自性阿弥陀 ， 那裏工 夫有許多。

　　
一

念無生 眞浄土 ， 唯心之 旨少人知 。

『
影響集 』 比丘尼量海 （続蔵 2 ・15 ・4）

「浄土詩 」 （341）

　　成仏以来今十却　弥陀合在我心 中　
……

　但観 自性 弥陀仏

「念仏詩四十八首 」（342）

　　
一

句弥陀仏慧明　唯心浄土不生生

「蓮修必読J　観如（1886年，続蔵 2 ・15 ・4）

「
析善導和 尚念仏偈八首 」 （368）

　　不如及早念仏　悟取弥陀 自性

「帰元鏡詞曲　智達法師」 （370）

　　須知 自性的弥陀須 自念

「霊峰宗論　藹益大師 」（376）

　　 阿弥陀仏像賛

　　感応道交 ， 生仏無礙。討甚 自性弥陀 ， 只此豈 属心 外。

「

浄土 偈有序」（377）

　　博 山禅師 ， 拈浄土偈。毎云浄心即是西 方土……。

　　 西方即是 唯心土 （8 首）

「語録　省庵法師」 （381）

　　 勧修浄土詩
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　　都言浄土唯心是 ， 十万余程是外求 ， 但執妄心居在 内。

「遺集　徹悟禅師」 （383）

　　念仏偈

　　自性弥陀　弥陀自性　執性廃修　因薬成病

　　極楽唯心　心唯極楽　離土論心　翻然大錯

「
唯心 集　　乗戒大師」（385，前出）

『蓮修起信録 』六 巻　程兆鸞（1894 年 ， 続蔵 2 ・15 ・3）

巻四　
「
往生徴信録」下 （224， 226）

　　我念弥陀，弥陀即心 ， 我登極楽 ， 極楽在心 。

　　君等果能深信 ， 篤実修持 ， 当悟取弥陀即 自性也 。

「報恩論 』巻首
一

巻 ， 巻正 二 巻 ， 巻附
一

巻　沈善登 （1897 年 ， 続蔵 2 ・15 ・3）

巻正 上　
「

浄土 法門綱宗」（264）

　　唯心浄土 ，自性弥陀二 語 。 古人 原恐学者高推聖境 ， 不敢承 当……。

　　又痛弁之 。 謂浄土乃唯心之浄土 ， 実有可到之地 。 弥陀乃 自性之弥陀 ， 実有可見之人。

　　将此二 語 ， 破句読作何為唯心 ， 則浄土是 ， 何為自性 ， 則弥陀是 。

　　夫所以反覆詳弁唯心 自性 者 ， 為欲 使人依経所説 ， 深知 彼土 之 他仏， 即是 自仏 ， 彼土有柑之 他

　　仏 ， 即是 自性無相 之実相仏 ， 而不礙有他也 。

『摩訶阿弥陀衷論 」 王耕心 （1904年 ， 続蔵 1 ・32 ・3）

　　惟心浄土
， 自性弥陀者 ， 無非此衆生之心性（291）。

参考文献

　望月信亨 『中国浄土 教理史 』411頁以下 。

　忽滑谷快天
『
禅学思想史』下巻 465頁以 下 。

　安藤俊雄 『天台思想史』219− 319 頁。

　小笠原宜秀 『中国近世浄土 教史の 研究』171− 238 頁 。

　山口 光円 『天台浄土 教史』197− 213頁 。

　張　聖厳
『
明末中国仏教の 研究』386− 390， 418− 419頁 。

　荒木見悟 『雲棲株宏の 研究 』122− 153頁。

［附］日本仏教にお け る唯心浄土思想（
「

唯心浄土 」
「
己心弥陀」

『望月仏教大辞典』， 柏原祐義「唯心浄土 説の

　　考察」
『宗学研究 』第 20 ・21合併号 ， 田村芳朗

「

本覚思想 と浄土念仏」
『印仏研』第 22巻第 2号な ど）。

『観心略要集 s源信 （『恵心僧都全集』巻
一
，288頁）

　　我身即弥陀 ， 弥陀即我身……
。 己心見仏身 ， 己心見浄土 。

『
自行念仏問答』源信 （

『
恵心僧都全集 』巻

一
， 550頁な ど〉

　　我己心即 阿弥陀 ， 己心即西 方浄土 也 。
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「
妙行心要集』上 之本 ， 源信 （

『
恵心僧都全集』巻 二

， 263頁）

　　彼仏自性 ， 唯是我心 。 我心 自性 ， 弥陀法界 。

　同 ， 中之本 （338 頁）

　　南無我心本覚阿弥陀仏。

『勧心往生論』忍空 （1154年 ，

『浄土宗全書』巻
一

五 ， 538頁）

　　我身即是弥陀如来 。

『金剛宝戒章』下 源空草（『浄土宗全書』続巻一三 ， 34 頁）

　　弥陀者心之異名 。

……，即在 己心 。 経云，去此不遠，乃至是心是仏 。

『教行信證 』信巻序　親鸞 （『真宗聖教全書』巻二 ，47頁）

　　然末代道俗，近世宗師，沈 自性唯心，貶浄土眞證。

『
改邪鈔』覚如（1337年，『真宗聖 教全書』巻三 ，84 頁）

　　己身の弥陀， 唯心 の浄土 と談 ずる歟。こ の所談 にお い て は聖 のた め に して 凡 のた め にあ らず。

『法華問答』本， 存覚 （1338年，「真宗聖教全書』巻三 ， 291頁）

　　汝が所立の 西方極楽世界の 阿弥陀に あらず ， 己心の 阿弥陀な り 。

『教相十八 通』巻下 ， 聖 冏（
『
浄土宗全書』巻

一
二

，
756 頁）

　　己身ノ 弥陀 ， 唯心浄土 ナ レ ハ
， 外 二 求ム ヘ カ ラ ス ト云 ニ ハ 雲泥万里也 。

『
大原談義聞書抄見聞』聖聡 （

『
浄土宗全書 』巻

一
四，780頁）

　　唯心浄土，己心弥陀義 ， 他宗所存也 。

『大原談義纂述鈔』巻下 ， 無絃（同，810，812頁）

　　弥陀在己心者 ， 又有二 義……
。

　　又先哲解極楽不遠 ， 弥陀在己心 云 。 唯心浄土 ， 己 心弥陀 ， 諸教所談 ， 眞如実相 ， 全是一同也云

　　云、此義不少分相似 。 唯心浄土 者， 人人具足浄土 。 己心 弥陀者 ， 箇箇円成弥陀也 。

『
大原談義選要鈔 』巻下 ， 覚誉 （同 ， 854， 855頁）

　　然旧解意 ， 極楽不遠弥陀在己心 ， 此理諸教所談 ， 眞如法性義也 。

　　又 ， 因明竹窓二 筆云，有謂 ， 唯心浄土 ， 無復十万億刹外更有極楽浄土 。

「
後序」（

『観経義疏』元照）湛慧 （1672年， 大正 37 ・305下）

　　庶繙看之輩。観解頓発，共游唯心之 浄土 ， 願行速就， 各見本性之弥陀矣 。

『
禅祖念仏集』巻上　慧中（1694年，

『浄土宗全書 』続
一

五 ，258，269，272 頁）

　　
「
姑蘇守訥禅師」

……
， 師有唯心浄土 文 。

　　 「一元宗本法師」
……

， 蓮宗則 日 本性弥陀 。

　巻下 　「

鼓山永覚禅師 」
……

， 雖日唯心浄土 ， 而不妨有極楽世界 ……
。 雖 日本性弥陀 ， 而不妨有極

　　楽教主 。

『諸家念仏集』九巻　懐音（
「
浄土 宗全書 』巻

一
五，66G，750頁）

巻四　
「

禅宗念仏 」

　　「数息念仏」
……

， 三 昧忽爾現前 。 即是唯心浄土 。

　　
「

参究念仏」
……

， 那箇是我本性 阿弥陀 。
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　巻七　 「天台念仏」

　　唯心浄土 ， 本性弥陀。 故観経云 ， 諸仏如来是法界 身……
。

『
和語燈録日講私記』巻五 ， 義山 ・素中（

「
浄土宗全書 』巻九 ， 811頁）

　　此義の義 を以 て眞言教所観の 己心 の 弥陀 と云 こ とを分別 すへ きな り

『即心念仏 （安心決定）談義本』霊空 （1728年『
浄土宗全書 』続巻

一
四 ， 1頁以下）

　　台宗の教観 を学び ， 唯心 の 浄土 の往生 を期す る こ と ， 忘 る 〉 日な けれ ば……
。

（
『
同弁惑編 』殊意癡 ，

『
同弁偽』性慶 ，

『

同或問』霊空 ，

『同弾妄録』性慶 ，

「同摘欺説』敬首等参照）。

『教行信證指授鈔 』巻五 ， 法海 （
『
眞宗全書 』巻三 四 ， 162− 164頁）

　　自性唯心 ハ 聖道門， 安心 ニ シ テ ， 唯心 ， 弥陀己心，浄土 ト落居 ス ル ナ リ。……。

　　爾 レ ハ 自性唯心 ， 我執ヲ折テ ， 他土 得生 ノ浄土教 ヲ信ス ヘ シ 。

就中， 数部に は 中国の 唯心浄土 思想 に つ い て論述が あ り， 参考 とな る 。

結 論

　本稿は ， 中国浄土教 に お ける唯心浄土思想の 総合的成 果 を意図 した 。

　第一章 「
従来の 見解 と問題 の 所在 」で は ， 初め に 中国浄 土教全体 を鳥瞰 し ， 浄土教に は広義の 諸仏

浄土教 と狭義の弥陀浄土教 が あ る こ と，後 に 「唯心浄土 ， 本性弥陀（あ る い は 自性弥陀）」 と連記 さ れ

る唯心浄土思想 に は本来 ， 唯心浄土 系 と本性弥陀系の 二 系統が ある こ と を知 っ た 。 次 い で ，

「従来

の見解」で は永明延寿 を は じめ ， 四明知礼 ， 慈雲遵式 ， 霊芝元照 な ど の 個々 の 成果 は認 め られ て も

総合的成果は認め られ な い こ とを確認 し， 比較 的多 くの 資料を提示 す る
『
望 月仏教大辞典 』

「唯心浄

土 」
「
己心 弥陀」の 項 目， 柏原祐義 「唯心浄土説 の考察 」

『宗学研究 』第 20 ・21合併号 か ら幾 つ か の 関

係資料 と問題の 所在を見 出 した 。 そ の 結果，本稿 「
問題の 所在」 と して ， 中国浄土 教 に お け る唯心浄

土思想の 研究 をそ の 源流 と して の経典か ら先行思想 と辿 り ， 成立 として は永明延寿の浄土思想 ， さ

らに 確立 と して は宋代 の 唯心浄土思想 ， その継承 として元 明清代の 唯心浄土思想 を調査 し解明 し ，

それ に よ っ て総合的成果 を意 図した 。 その際 ， 可能な限 り新 しい 資料を調査す る こ と，諸仏浄土 と

弥陀浄土を峻別 し ， 主眼 は唯心弥陀浄土思想で ある こ とな どを課した 。

　第二 章 「
経論 に説か れ る弥陀浄土 思想 と唯心 浄土思想」で は ， 第

一
節 「浄土三 部経に説か れ る弥陀

浄土の諸相」で浄土 三部経 と漢訳異本 を細部に わ た っ て調 べ た が ， そ の 結果 ， 弥陀浄土教の根本経

典
『
無量 寿経 』

『
阿弥陀経 』 はすべ て， 『観無量寿経』 は

「
是心作仏，是心是仏」の 経文 を除 い て ，

こ とご

と く弥 陀浄土 は西方有相浄土 で ，唯心浄土思想の 源流 ・典拠に な りえなか っ た。こ こ で予 測された

唯
一

の 例外 『観無量寿経』
厂
是心作 仏 ， 是心是仏」の 経文が 唯心 浄土思想最大の 典拠に な る こ と はそ の

後の 長 い 論述 の 過程が 立証 した とお りで あ る 。 第二 節 「主要 な経論に 説 か れ る 弥陀浄土 の 諸相」で

は ，

『法華経 』
『華厳経 』

『大 日経』
『
大 智度論 』

『大 乗起信 論』 な どに説か れ る弥陀浄土 の 諸相 を調 べ た

が
， そ こ で もす べ て 西方有相浄土 の表現で ， 唯心浄土 思想 の 源流 ・典拠 に な りえ なか っ た 。 そ こ

で，角度を変えて第三節
「

唯心浄土思想の典拠 」を従来の 見解か ら調 べ る と， 『般舟三 昧経』く仏立 三
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昧〉，

『観無量寿経』〈是心是仏〉，

『
維摩経』〈心 浄土浄説〉，

『
華厳経 』〈唯心偈〉な どで あ る 。 以上 を要

約する と， 浄土経論に説か れ る陀浄土の諸相は ，

『
観無量寿経 』〈是心是仏〉を除い て ， すべ て 西方有

相浄土 で あ り ， 唯心浄土思想の源流 ・典拠 に な りえな い 。従 っ て，イ ン ド浄土教 に は唯心浄土 思想

は無 い こ と， 典拠 の 経論 は い ずれ も唯心思想で ， 唯心 諸仏系と唯心諸仏浄土 系が あ る こ と， 従 っ

て ， 中国浄土教だけで はな く， 中国仏教全体の 流れ の 中で唯心弥陀浄土思想 を探求す る こ となどが

知 られ，次の 課題 とな っ た 。

　第三 章 「唯心浄土思想成立 以前の 先行思想J で は ， 先 に知 られ た二 系統か ら第
一

節 「〈唯心浄土〉の

先行思想 」で第一項 「中国仏教 に お け る主 な浄土観」 を鳥瞰 して 関係事項 ，
と くに 従来指摘 され な い

華厳系の浄土観を予測 し， 第 二 項 「従来 の 見解で 指摘された 先行思想」で 『
釈浄土 群疑論』懐感撰を唯

心弥陀浄土的思想，

『六祖壇経 』慧能述 ， 法海集 を強力 な禅系西方浄土批判説 と位置づ けた 。 第 二 節

「
〈本性弥 陀〉の 先行思想」で は， 『観経 』是心是仏釈 を中心 に第

一
項

「善 導流諸 師の見解 」で 曇 鸞 ， 道

綽 ， と くに善導く指方立相論〉と唯心浄土 思想 との 関係 ， 第二 項
「
各宗諸師の見解 」 で 浄影寺慧遠 ， 吉

蔵 ， 智顎 ， さ らに智顕偽撰 『天台観経疏 』
『浄土十疑論 』， 加 え て初期禅宗の 道信 ， 弘忍の 関係文を考

証 した 。 それ に よ っ て ， 唯心浄土思想 は中国仏教全体の 中で発酵し続けて い た こ と が 辿れた 。

　第四章
「
唯心浄土思想の成立一永明延 寿の 浄 土思想

一
」 は唯心 浄土思想 の最初 の提唱者 とされる永

明延寿（904− 975）の 浄土思想 を可能な限 り解明 した本稿の 最も重要な章節で ある。

　まず第
一

節
「
従来の 見解 と問題 の 所在」で は ， 延寿の 唯心 浄土思想 と言 え ば必 ず指摘 され る

『
万善

同帰集』第 28問答
“

唯心浄土 は周 く十 方に 遍す……
。

”

（大 正 48 ・966 中下）と従来の 見解 を紹 介し ，

問題 の所在 として天 台 ・華厳 ・禅系の立場で は引用典籍等の 詳細な研究が ある に もか かわ らず ， 浄

土教系に は無い こ と ， 唯心浄土思想 は
『万善同帰集 』で論 じ られ て も， 彼の主著 『宗鏡録 』百巻で の 論

及 は少 ない こ とな どを批判 し ， 延寿の 浄土思想 ， 具体的に は唯心浄土思想 と弥陀浄土思想の 解明 を

意図 した 。

　第二 節
「

永明延寿の 唯心浄土 思想 」で は，第
一

項
「

唯心浄土 の 見解」で端的 な言及 『万善 同帰集』第

28 問答を分析 し ， す で に そ こ に は諸仏 の唯心浄土 と中下根の 西方浄土往生が認 め られ る こ とを指

摘 した 。 第二 項「唯心浄土思想 に関係す る主 な見解」で は
『
宗鏡録』

『万善同帰集 』など か ら浄土 に関す

る言及 （浄土 ， 来迎 ， 念仏 ， 報仏荘厳 な ど）を抄出 し ， 天 台 ・華厳 ・禅系に 較 べ て 浄土教関係資料が極

めて少な く， 諸仏 の唯心浄土で ある こ とを論証 し ， それ に 伴い 諸仏の唯心浄土 と弥陀の 西 方浄土 を

安易 に 会通 して は な らな い こ と ， 後世 の禅浄双修思想 （四科棟）の 疑義を提起 した 。

　第三 節
「永明延寿の 弥陀浄土思想 」で は，第

一
項

「

弥陀浄土思 想関係資料 と全体的特徴 」で 厖大な延

寿著述 の中か ら弥 陀浄土 の 見解 39 文 を抄出 し ， 天 台 ・華厳 ・禅思想 に 較 べ て 極 め て 言及 が少な く，

彼の 思想大系の 中で弥陀浄土思想 の 評価 は低 い こ とを知 っ た 。 第 二 項
「
弥 陀浄土思想 関係引用経論

と延寿の 見解 j で は引用経論の 内容 を調 べ
， と くに

『観経』
「是心是仏 」に よる唯心思想 と 〈九品往生〉

に よ る上 根 ， 中下根 の行業論 ， 並 び に
『如来不思議境界経 』

『八十華厳経』等に よる唯心 ［浄土］思想を

知 っ た。第三 項
「

中国浄土教関係典籍の 内容 と延寿の 見解」で は
『安楽集 』

『群疑論 』
『浄土 慈悲集』

『
天

台観経疏 』
『華厳演義鈔 』等か ら弥陀浄土 思 想の 見解 を明 ら か に した 。 以 上 で ， 延 寿の浄土思想 ， 具

体的 に は唯心浄土 と弥陀浄土 は解明 さ れ た が ， さ ら に 後世 の 評価 と して 第四 項 「『自行録 』 に認 め ら
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れ る浄土の行業 」で は著述か ら知 られ る延寿の 浄土思想 と
『
自行録 』の 浄土 行は相応しな い こ とを指

摘 し， 第四節
「

中国浄土 思想史に お ける永明延寿」で は
『
楽邦文類 』

『
仏祖統紀』で彼の 評価は確立す る

が ，しか し，禅浄双修の 思想家 ［永明四科揀］として の 延寿像 は後世の 附会で ある こ とを論証 した 。

やや大部に な っ た 永明延寿の 浄土思想 を総括す る と， 彼の 唯心浄土 は本来唯心 思想に よ る諸仏浄

土 ，
そ の 一仏 と し て の 上 根の 唯心弥陀浄土 と中下根の 西方浄土往生 と い う図式で ある 。 彼は天台 ・

華厳 ・禅思想 などを壮大 な唯心思想で 統合 し，その中の 極 く
一

部 に唯心浄土思想 を主張 した に 過 ぎ

な い の であ り，中下根の西方浄土往生思想 は彼以前 の諸師 と何等異なる もの で ない 。 以上の論述で

従来の見解の幾 つ か は訂正 され た し， 新たな諸相 も知 られた と思われる。

　 そ こ で ， さ らな る課題 と して 「
唯心 浄土 ， 本性弥陀（自性 弥陀）」を主張す る真 の 唯心弥陀浄土 思想

家は誰か ， そ の実態は何か ， 具体的思想形態 は何か ， それ に伴 う新た な疑義は何か な どが提起 され

た 。

　本号第五章
「
唯心浄土思想の確立」 は こ うした課題 を前提 に宋代の 唯心浄土思想の資料的思想的研

究 を意 図 した。す で に
「要結」 で述 べ た の で ， 簡単 に辿 る と第一節 「従来の 見解 と問題の 所在 」で 本章

の 課題 と論述予 定を設定し ， 第二 節
「
唯心浄土思想の 諸資料」で

『
楽邦文類』の 関係文 58文 を指摘 し ，

第三節
「
唯心 浄土思想の形成過程」で そ の 他の 関係資料を加えて整理 し， それ に 係わ る諸事項 と課題

を解明 し ， 資料的研究をな し終 えた 。 第四節
「
唯心浄土 思想の諸形態」で は ， 宋代浄土 教との 関係，

「
唯心 浄土 ， 本性弥陀（自性弥陀）」の 有無 ， 天 台系 と禅系唯心 浄土思想 と問題点， 唯心浄土 と西 方浄

土 の 関係 （浄土観 ， 行業論 ， 機根論）， 延寿 の 影響 な ど に つ い て 論 述 し ， そ れに よ っ て また 新た な諸

相 とさ らな る課題 が認 め られ た 。

　 第六 章
「

唯心浄土 思想 の 継承 」で は，時間的紙数的制約か ら元明清代 の 唯心浄土思想資料 を指摘す

る に とどめた 。

　以上 の 論述に よ っ て ， 中国浄土 教 に お ける唯心浄土 思想 の総合的成果 は不充分な が らな し え た と

思わ れ る 。

　 本稿 冒頭 で 指摘 した よ うに ， 従来の 見解 に は個々 の勝れ た成果は認 め られて も，経論 か ら清代 に

及ぶ総合的成果 は認 め られ ず ， それ ゆ え本稿 で は最初の 重要な作業で ある関係資料の調査 ・考証 ・

整理等の 基礎的研究に 時間 を と られ
， 思想研究の 分野 は永明延 寿の 浄土思想を除い て充分 に な しえ

なか っ た し， 幾 つ か の課題 も残 した。 また ， 前号 （199G年 3 月）か ら本号 まで諸般の 事情で 4年余を

経過 した 。 そ の 間に 推敲の 変化 もあっ て，処々 に再説 ・重出 も認 め られ る 。 添削に 苦慮 したが ，各

章はそれ だ けで独立 した分野で もあ り，敢 えて再説 をと どめた の は考察の 経緯を示 す た め で ある 。

　最後に ， 処々 に 提起した が ， 残 され た主な課題 と して は ，唯心浄土思想 に限 る と多 くの瑕瑾補正

は も とよ り， 新た な資料調査 と諸師夫々 に微妙 に 異 な る思想形 態の 解明 ， と りわ け今回な し えな

か っ た 元 明清代の 思 想研究で あ り ， それ と深 く係わ る禅浄双修思想の総合的研究が ある。さ ら に H

本仏教 に お け る唯心浄土思想 も
「
己心弥陀」の 用語が 気に か か り， 加 えて 現代的意義が ある 。

　再 び中国浄土 教 に 立 ち戻 り， 唯心浄土思想か ら照射 され た課題 として は ， まず中国浄土教 の概念

規定で あ る 。 日本 で 言 う
“

阿弥陀仏の 極楽浄土 に往生 し成 仏す る こ とを説 く教 え
”

（
「
岩 波仏教辞

典』）の 概念 は どう も唯心浄土 思想 に は そ ぐわ な い
。 こ の こ と は所謂 ， 善導流浄土教 の 再検討 を必然

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

92　　　　　　　　　　　　 中国浄土教 に お ける唯心浄土思想の研究（⇒

的に 要求す る 。 中国浄土 仏教で は善導流の 諸師を史学 と して も教学 と し て も日本浄土教 と は違 っ た

高僧 とみ て い た ようで あ る 。 わ れわ れ は中国浄土教を 日本浄土教の立場 だけで見て い な い か。唯心

浄土思想 は そ の 端的な
一

例で ある 。 なす べ き課題は多い
。
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